
【資料３】商工業振興プランに係る事業概要等一覧（平成30・31(R元)年度）
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1 1 1 1 1 「特産品協会だより」発行事業 18年度～

　会員相互の情報交流を深め、より売れる特産品づくり
を促進するため、消費者ニーズ、流通動向、商品開発
に関する情報等を会報誌「鹿児島県特産品だより」とし
て提供する。

―

　会員相互の情報交流を深め、より売れる特産品づくりを
促進するため、消費者ニーズ、流通動向、商品開発に関
する情報等を会報誌「鹿児島県特産品だより」として提供
した。

○

　会員相互の情報交流を深め、より売れる特産品づくりを
促進するため、消費者ニーズ、流通動向、商品開発に関
する情報等を会報誌「鹿児島県特産品だより」として提供
した。

事業終了
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

2 1 1 1 1
「きらり輝け！モノづくりセミ
ナー」事業

24年度～
　「安全・安心なモノづくりを支援するため、県内特産品
製造業者や団体等を対象に、流通・販売、デザイン、関
係法令等の専門家によるセミナーを開催する。

― 継続実施 ○
事業名及び内容を一部変更して実施

（ビジネス経営セミナー事業）
事業終了

公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

3
新
規

1 1 1 1 ビジネス経営セミナー事業 31(R元)年度～
商流や特産品市場に精通した専門家による、モノづくり
から販路開拓等について学ぶ講習会を実施する。（年３
回）

― ― ―
商流や特産品市場に精通した専門家による、モノづくりか
ら販路開拓等について学ぶ講習会を実施する。（年３回）

継続予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

4 1 1 1 2 ○ 特産品コンクール開催事業 2年度～

　県内で新たに開発・製造・改良された商品のコンクー
ルを開催し、生産者の技術向上と商製品開発意欲の高
揚を図るとともに、入賞商品を広くPRすることにより、販
路の開拓を図る。

1,100

１　実施方針
　　コンクールの開催と県内外における入賞商品PR

２　スケジュール
　(1) 出品商品募集（6月～8月）
　(2) コンクール開催(10月10日）
　(3) 入賞商品展示・販売会（10月～3月）

○ 1,100

１　実施方針
　　コンクールの開催と県内外における入賞商品PR

２　スケジュール
　(1) 出品商品募集（7月～8月）
　(2) コンクール開催(10月8日）
　(3) 入賞商品展示・販売会（10月～3月）

継続予定

かごしまの新特
産品コンクール
実行委員会
（鹿児島市
鹿児島県
(公社)鹿児島県
特産品協会）

5 1 1 1 2 ○ よかもん自慢支援事業 25年度～
　「かごしまの新特産品コンクール」において、市長賞等
を受賞した商品を対象に、受賞者が受賞商品の販路拡
大を図る際の経費を助成する。

176

1 実施方針
　 コンクール開催後、市長賞及び県知事賞等の受賞者に
　 対し助成（受賞した翌年度まで実施する事業に限る）

2 スケジュール
 (1)コンクール開催（10月10日）
 (2)当年度受賞者に対する助成（10月～）

△ 600

1 実施方針
　 コンクール開催後、市長賞及び県知事賞等の受賞者に
　 対し助成（受賞した翌年度まで実施する事業に限る）

2 スケジュール
 (1)コンクール開催（10月8日）
 (2)当年度受賞者に対する助成（10月～）

継続予定 産業支援課

6 1 1 1 2 ○

メディア等活用宣伝事業

※H25までは「観光かごしまプロ
モーション事業」

―
　観光客の一層の誘致を図るため、本市観光の魅力を
雑誌広告やテレビCMなど、あらゆる媒体を活用しなが
ら、宣伝広報を行う。

47,946

・メディアミックス
　　テレビスポット、Ｗｅｂプロモーション等の実施
・広告地域情報誌等広告
・海外向け観光PR映像制作
・観光ＨＰ　　観光ホームページの運営

○ 39,396

・メディアミックス
　　テレビスポット放映、Ｗｅｂプロモーション等の実施
・広告地域情報誌等広告
・観光ＰＲ映像のリニューアル
・観光ＨＰ　　観光ホームページの運営

継続予定
観光プロモー
ション課

7 1 1 1 2 ○
首都圏における“食の都かごし
ま”プロモーション事業

28年度～
　首都圏で“食の都かごしま”の魅力を発信し本市のシ
ティセールスを行うため、鹿児島の食材を使ったフェア
や試食会等を実施する。

5,985

・“食の都かごしま”フェアの開催（9/1～9/30）
・“食の都かごしま”フェア試食会の開催（8/31）
・各種媒体を活用した情報発信（7～9月頃）
・薩マルシェの開催（9/21～23）
・ワールドフェスタ・ヨコハマ２０１８への出展（10/6,7）
・第39回所沢市民フェスティバルへの出展（10/27,28）

◎ 6,272

・“食の都かごしま”フェアの開催（11月～2月の間に1ヶ月）
・“食の都かごしま”フェア試食会の開催（フェア開催前）
・各種媒体を活用した情報発信（下半期）
・薩マルシェの開催（11月～2月の間に3日程度）
・ワールドフェスタ・ヨコハマ２０１9への出展（10月）
・第40回所沢市民フェスティバルへの出展（10月）

継続予定 東京事務所

8 1 1 1 2 ○ アンテナショップ機能強化事業 31(R元)年度～

　鹿児島市（産業会館）と東京（遊楽館）の鹿児島ブラン
ドショップにおいて、本県特産品の総合展示や宣伝・販
売を行い、特産品の「鹿児島ブランド」確立や販路拡大
を図り、本県特産品の振興による地域産業の発展に寄
与する。

―

１　生産者や企業団体等と連携した本県特産品の総合
　　展示、宣伝・紹介及び販売
２　特産品コンクールの入賞商品や旬の特産品のタイム
　　リーな展示、宣伝紹介及び販売
３　インターネットによる宣伝・紹介

○

１　生産者や企業団体等と連携した本県特産品の総合
　　展示、宣伝・紹介及び販売
２　特産品コンクールの入賞商品や旬の特産品のタイム
　　リーな展示、宣伝紹介及び販売
３　インターネットによる宣伝・紹介

継続予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

9 1 1 1 2 ○
ふるさとかごしま物産展開催事
業

21年度～
　県民に本県特産品等に対する理解と認識を深めても
らい、県産品の利用促進及び観光客の誘致等を図る。

―

　８月、山形屋において、県民に県産品の普及及び交流人
口を促進するため、県内各地の特産品や観光情報、話題
等を広く宣伝・紹介した。特に、「明治維新150年」記念展と
して、県内関連地域に加えて、山口・高知・佐賀（薩長土
肥）の特産品や観光情報の発信に努めた。

○
　８月、山形屋において、県民を対象に、県産品の普及と
交流人口を促進するため、県内各地の特産品や観光など
を紹介する物産観光展を開催する。

継続予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

団体、民間企業
等

H30
事業
評価

事業費
（千円）

H31
(R元)

予算額

31(R元)年度の実施内容
（予定含む）

R2年度以降
（予定）

実施主体
（所管）

関係機関等

戦略
プロジェクト

事務・事業名 事業期間 事業概要

事業費
（千円）

H30
決算額

30年度の実施内容

№
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策

主
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組
み

 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

10 1 1 2 1 ○ フードビジネス推進事業 27年度～

　かごしまの豊かな農林水産資源や食品加工技術等を
生かしたこだわりのある新商品等開発を促進するため、
人材育成を通じて商品開発プランの作成から、食品関
連製造業者等の商品開発、マーケティング・販路開拓ま
でを一貫して支援する体制を構築し、域外への販路拡
大や“食の都”としてのブランド力の向上を通じて、食品
関連産業の振興を図る。

9,840

(1)新商品開発ハンズオン支援
　 参加者　3事業者
　 内容　専門家による新商品開発等に係る個別支援
(2)鹿児島市商是塾
　 期日　6/6,8/3,10/12,12/7,3/8（全5回）
　 参加者　20事業者・延べ76人
　 内容　　営業力、プレゼンテーション力アップのため、
　　　　　　　　 同一事業者を対象に連続したセミナーや
　　　　　　　　 ワークを実施（年5回実施のうち初回はオー
　　　　　　　　 プンセミナー）
(3)事業者間マッチングセミナー・ワークショップ
　 期日　30年11月115日
　 参加者　16事業者・20名
　 内容　事業者間マッチングに関するセミナーや
　　　　 グループワーク
(4)コーディネーターの配置
　 内容　商品開発のアドバイス等
　 実績　67事業者を支援
(5)新商品開発に対する補助金
　 参加者　2事業者
　 内容　新商品開発に対する補助
　 　　  上限50万円、補助率2/3

○ 10,830

１　新商品開発ハンズオン支援
　　 ・参加者　3事業者
　 　・内容　専門家による新商品開発等に係る個別支援
２　鹿児島市商是塾
　 　・参加者　15事業者程度
　 　・内容　　営業力、プレゼンテーション力アップのため、
　　　　　　　　 同一事業者を対象に連続したセミナーや
　　　　　　　　 ワークを実施（年5回実施のうち初回はオー
　　　　　　　　 プンセミナー）
３　事業者間マッチングセミナー・ワークショップ
　 　・参加者　25名程度
　 　・内容　事業者間マッチングに関するセミナーや
　　　　 　　　グループワーク
４　コーディネーターの配置
　 　・内容　商品開発のアドバイス等
５　新商品開発に対する補助金
　 　・対象者　3事業者
　 　・内容　新商品開発に対する補助
　 　　　  　　（上限50万円、補助率2/3）

継続予定 産業創出課
市町村、民間企
業等

11 1 1 2 2 ○ ○
地域資源活用・農商工等連携
促進プログラム事業

20～30年度

　多種多様な本県の地域資源の，より効果的な活用や
新たな地域資源の開発による新事業創出，農林水産業
者との連携により互いの経営資源を活用した新商品，
新サービスの開発に向けて中小企業等が行う研究開
発，試作品製作，販路開拓等を支援し，起業化や新事
業の展開を促進する。

2,753
助成件数
　　新規　1件

○ ― 事業終了 事業終了

(公財)かごしま
産業支援セン
ター
（産業振興課）

12 1 1 2 3 ○ アグリクラスター構想事業 18年度～
①「地産・地消」への取り組み
②「商品力向上・販路拡大」への取り組み
（ビジネスマッチング）

―
　・国内向け商談会1回
　・輸出商談会1回

◎ ―
　・国内向け商談会1回
　・輸出商談会1回

継続予定

鹿児島アグリ＆
フード金融協議
会
（鹿児島銀行）

鹿児島銀行、鹿
児島相互信用金
庫、鹿児島信用
金庫、奄美大島
信用金庫、鹿児
島興業信用組
合、奄美信用組
合

13 1 1 4 1 ○ 農産加工設備整備支援事業 24年度～
　地域の農産物等を使った加工品作りを促進するため、
農産加工設備の整備に対し助成する。

― 申請なし ― ― 申請なし 継続予定 生産流通課

14 1 1 4 1 ○ ６次産業化推進事業 24年度～
　農林水産物を活用した６次産業化を推進するため、研
修会の開催や販売促進活動、先進地研修、新商品開発
に対する支援を行う。

641

(1)６次産業化の推進
　  ・６次産業化に関する研修会の実施
(2)販路促進支援事業
　　・物産展等への参加費用助成
(3)新商品開発支援事業
　　・新商品開発経費への助成

○ 1,148

(1)６次産業化の推進
　  ・６次産業化に関する研修会の実施
(2)販路促進支援事業
　　・物産展等への参加費用助成
(3)先進地研修支援事業
　　・先進地研修への研修費用助成
(4)新商品開発支援事業
　　・新商品開発経費への助成

継続予定 生産流通課

15 1 1 4 1 ○

新事業創出支援事業

（複数の事業の総称
　・農商工連携支援事業
　・地域資源活用支援事業）

17年度～

　法律に基づく新連携、地域資源活用、農商工連携の
各事業計画の認定を目指す中小企業者等に対して、事
業計画作りから、販路開拓に至るまで、一貫して支援を
図る。

―
認定回数：３回／年
県内認定件数（H31年3月末現在）
・地域資源活用　２件

○ ― 認定回数：３回／年 継続予定
中小企業基盤整
備機構

国、県、中小企
業支援機関

16 1 1 4 1 ○ ○
かごしま・こだわり「食」の商談
会

23年度～
　優れた商品や特色ある商品を有する地元企業の販路
開拓・販売促進を支援するため、県内の食品関連バイ
ヤーを招聘し、個別相談会を開催する。

― 実施なし ― 500 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

17 1 1 4 1 ○ ○
食のプレミアム商品開発支援事
業

29年度～
　国内外の有力な市場を対象に，現地のニーズに対応
した新商品開発や販路開拓など，食品製造業者等が行
う付加価値向上に向けた取組を支援する。

39,762
・海外展開セミナー，個別相談会等の開催
・新商品開発や販路拡大等の取組に対する助成

― 38,179

１ セミナー・個別相談会の開催
　・講師：県外のバイヤー，専門家等
　・開催回数：１回程度
２ 高付加価値商品の開発や国内外の新たな市場開
　拓を目指す企業への助成
　・対象者：県内の食品製造業者等
　・対象事業：専属人材の雇用(必須)，展示会等出展，
　　　　　　　　試作品開発，専門家招へい等
　・補助率等：対象経費の７／１０以内
　・補助上限額：3,500千円

事業終了 県（産業立地課）

18 1 1 4 1 ○
食品関連産業「経営とデザイ
ン」支援事業

29年度～

　県産食品のデザイン性に優れた「売れる商品」づくりを
バックアップするとともに，県内食品関連企業の魅力発
信やブランドイメージの構築等に向けたデザイン活用を
促進するための支援を行う。

11,638
・企業の魅力発信セミナーの開催
・企業とデザイナーのマッチングの開催
・デザイン開発ワークショップの開催

○ 11,000

・企業の魅力発信セミナーの開催
・企業とデザイナーのマッチングの開催
・デザイン開発ワークショップの開催
・事例集の作成

事業終了 ― 県（経営金融課） 委託先：民間企業
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

19 1 1 4 1 ○ ○
そうしんアグリビジネスプランコ
ンテスト

29年度～

１． 趣旨
当金庫は、鹿児島県の主要産業である農林水産業（畜
産業を含む）・食品加工分野において創業および新事
業の展開を促進し、地域経済の発展や地方創生に寄与
することを目的として、「そうしんアグリビジネスプランコ
ンテスト」を開催する。

―

（１） 募集期間
平成30年10月1日（月）～平成31年1月11日（金）
（２）一次審査
平成31年1月25日（金）
（３）最終審査
平成31年3月5日（火）
（４）結果
最優秀賞1、優秀賞2、特別賞2、奨励賞3

◎ ―

１． 開催内容
（１） 応募テーマ
① 農林水産業（畜産業を含む）およびそれらに関連する
事業で、地域を活性化する新たなビジネスプラン
② 食および食品加工に関する新たな取組み（商品化、流
通・販売、６次産業化など）のアイデアやビジネスプラン
（２） 応募対象
（ⅰ）一般ビジネス部門　　　（ⅱ）アカデミック部門
（３）応募開始時期
令和元年10月（予定）

継続予定
鹿児島相互信用
金庫

20 1 1 4 1
「特産品と明治維新１５０周年」
事業

28年度～

　平成30年は明治維新から150周年の節目を迎えること
から、3ヵ年にわたり、明治時代以降の特産品の変遷を
検証し、今後の進むべき方向性を探るための契機とす
る。

―

・特産品の検証事業
・大河ドラマ「西郷どん」対策事業
　　全国の主要百貨店や量販店、ＮＨＫ放送局等におい
て、大河ドラマ「西郷どん」や「明治維新150周年」展を実施
し、関連商品等の展示・販売を行った。
・薩長土肥連携事業
　　各県（山口・佐賀・高知・鹿児島）での物産観光展を開
催した。

○
事業名及び内容を一部変更して実施
（「薩長土肥」関連団体交流促進事業）

事業終了
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

21
新
規

1 1 4 1
「薩長土肥」関連団体交流促進
事業

31(R元)年度～

明治維新150周年を契機に交流を開始した関連地位の
団体と連携して、新たな市場開拓や商品開発に取り組
む。
・４県の合同観光物産展等の開催（鹿児島県、山口県、
高知県、佐賀県）
・研修会や情報交換会の実施

― ― ―

明治維新150周年を契機に交流を開始した関連地位の団
体と連携して、新たな市場開拓や商品開発に取り組む。
・４県の合同観光物産展等の開催（鹿児島県、山口県、高
知県、佐賀県）
・研修会や情報交換会の実施

継続予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

22 1 1 4 1
「燃ゆる感動かごしま国体」商
品開発事業

28年度～
　平成32年に開催される「かごしま国体」の愛称・スロー
ガンが決定されたことから、ロゴマークデザイン等の活
用を通じて新商品開発、並びに気運の醸成を図る。

―
２０２０年国民体育大会の開催に向け、県産品を活用した
大会記念品等のアドバイス、及び制作会社等への情報提
供を行った。

○
かごしま国体・かごしま大会のロゴマークやキャンペーン
マスコット等を活用した観光土産品等の開発や気運醸成

を図る。
継続予定

公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

23 1 1 4 2 鹿児島大学ラボツアー事業 ―
　地域企業と大学との交流・情報交換を目的として「鹿
児島大学ラボツアー」を開催している。

― 今秋実施予定 今秋実施予定 継続予定
鹿児島大学産
学・地域共創セ
ンター

かごしま産業支
援センター

24 1 1 4 2
テクニカルショウヨコハマへの
出展

―
　鹿児島大学の研究成果を横浜地域の企業にPRする
ために「テクニカルショウヨコハマ」に出展している。

350 平成30年度は、平成31年2月に出展予定 平成30年度は、平成31年2月に出展予定 継続予定
鹿児島大学産
学・地域共創セ
ンター

横浜企業支援財
団

25 1 1 4 2 ○
企業・大学研究者のマッチング
業務

―
　研究者、企業からのニーズに対応し、（公財）かごしま
産業支援センターや(株)鹿児島TLOと連携し、マッチン
グ業務を行っている。

― 継続実施 継続実施 継続予定
鹿児島大学産
学・地域共創セ
ンター

26 1 1 4 2
おおた研究・開発フェアへの出
展

25年度～

 　「産学連携」「産産連携」「技術移転」「新製品・新技術
のＰＲ」を目的とした展示会へ鹿児島大学の研究シーズ
を出展。来場者の半数近くは大田区の企業である。大
田区は中小のモノづくり企業が集積する日本のモノ作り
の土台を支える地域である。

200 ２テーマ程度出展予定 ２テーマ程度出展予定 継続予定
鹿児島大学産
学・地域共創セ
ンター

公益財団法人大
田区産業振興協
会

27 1 1 4 2
ライフサイエンスワールド（旧バ
イオテック）　アカデミックフォー
ラムへの出展

―
　リードエグジビションジャパン株式会社が主催するアジ
ア最大のバイオテクノロジーに特化した展示会へ鹿児
島大学の研究シーズを出展。毎年5月に開催。

― 平成30年度は1テーマ出展 平成30年度は1テーマ出展 継続予定
鹿児島大学産
学・地域共創セ
ンター

28 1 1 4 2 新技術説明会への出展 ―

　JSTが主催する新技術説明会へ参加。平成27年度か
らは山口大学、佐賀大学などが加わり「地方創生!南日
本ネットワーク発新技術説明会」、平成28年度は「医療・
福祉・創薬 新技術説明会」として開催。

350 出展予定 ― 出展予定 継続予定 鹿児島大学 ＪＳＴ

29 1 1 4 2 ○
アグリビジネス創出フェアへの
出展

―
　農林水産省主催の農林水産・食品分野などの展示
会。

400 出展予定 出展予定 継続予定

鹿児島大学農学
部
鹿児島大学産
学・地域共創セ
ンター

農林水産省

30 1 1 4 2 BioJapanへの出展 ―
　バイオインダストリー協会が主催する国内最大規模の
バイオテクノロジーに関連する展示会。毎年10月～1月
に実施

300 本年度は出展をしない予定 本年度は出展をしない予定 継続予定
鹿児島大学産
学・地域共創セ
ンター

ＢｉｏＪａｐａｎ組織
委員会

31 1 1 4 2
KTC大学合同新技術説明会・
技術相談会

27年度～
　九州全域の大学が保有するシーズの中から特に企業
ニーズの高い最新情報を企業担当者に提供する説明
会。

― 出展予定 出展予定 継続予定
鹿児島大学産
学・地域共創セ
ンター

九州大学・九州
工業大学・熊本
大学

32 1 1 4 2 イノベーション・ジャパン 28年度～

　国立研究開発法人科学技術振興機構（JST)と国立研
究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）が主催する大規模な新技術の展示会。ビジネ
スマッチングの場も設けられている。

200 大学組織展示に出展予定 大学組織展示に出展予定 継続予定
鹿児島大学産
学・地域共創セ
ンター

ＮＥＤＯ
ＪＳＴ
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

33 1 1 4 3 ○ 北前船交流拡大推進事業 30年度

　北前船ゆかりの地が交流する「北前船寄港地フォーラ
ム」に参画加し、本市の歴史的特色や伝統的工芸産業
を効率的に発信することにより、交流人口の拡大と産業
の振興を図る。

2,326 フォーラムへの参加 ○ ― ― 事業終了 ― ― ―

34 1 1 4 3 ○ 物産観光展開催事業 31(R元)年度～

　本県特産品や観光、文化、地域情報等を総合的に紹
介し、本県のイメージアップ並びに特産品の振興を図る
ため、本協会の自主事業として国内百貨店及び量販店
数十箇所で物産展等を開催するほか、鹿児島県及び鹿
児島市等と連携し国内数カ所の百貨店等において、物
産観光展を開催し、特産品の販路拡大や観光客の誘致
促進により、本県地域産業の発展を図る。

―

１　協会主催物産観光展
　　　・国内主要消費地の百貨店等で実施
　　　・「明治維新150周年」やＮＨＫ大河ドラマ「西郷どん」
　　　に関連する偉人・地域、また、日本一となった「鹿児
　　　島黒牛」関連商品や情報の発信

○

１　協会主催物産観光展
　　　全国の主要都市において、本県の特産品や観光等を
　　総合的に紹介し、特産品の振興並びに観光客の誘致
　　を促進する。

継続予定

公益社団法人鹿
児島県特産品協
会・鹿児島県・鹿
児島市

35 1 1 4 3 ○ 販路開拓推進事業 31(R元)年度～

　グローバル化の中で、産地間競争や類似商品の氾濫
等により市場競争は激化するとともに、消費者ニーズや
小売市場は多様化していることから、国内外の市場動
向や消費者ニーズの把握、関連業界との連携強化等に
より有利な市場展開を行い、本県特産品の国内外への
販路拡大を図る。

―

１　国内販路開拓
　・　商談会やフェア等による小売店等の業態別販売戦
　　略の構築
　・　ギフト商品や新商品等のテスト販売など
２　海外販路開拓
　・　海外輸出を支援するセミナーの実施
　・　海外への輸出可能性調査の実施
３　国内外における観光と連携した商品開発や宣伝販売

○

１　国内販路開拓
　・　商談会やフェア等による小売店等の業態別販売戦
　　略の構築
　・　ギフト商品や新商品等のテスト販売など
２　海外販路開拓
　・　海外輸出を支援するセミナーの実施
　・　海外への輸出可能性調査の実施
３　国内外における観光と連携した商品開発や宣伝販売

継続予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

36 1 1 4 3 ○
かごしまの工芸品匠展開催事
業

23年度～

　本県には、大島紬や薩摩焼、川辺仏壇をはじめ多くの
工芸品があり、これらを広く県内外に宣伝・紹介し理解
と認識を高めてもらうとともに、需要の喚起による販路
拡大を図る。

―
　本県大島紬をはじめとする工芸品の認知度向上並びに
需要拡大を図るため、大島紬の着用機会を創出するととも
に、県産食材を生かした料理等を楽しむ夕べを開催した。

○
事業名及び内容を一部変更して実施

（工芸品需要開拓事業）
事業終了

公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

県、民間企業等

37
新
規

1 1 4 3 ○ 工芸品需要開拓事業 31(R元)年度～

伝統的工芸品の認知度向上並びに需要拡大を図るた
め、大島紬の着用や薩摩焼等を使った生活シーンを提
案する。
・「工芸品と食を楽しむ夕べ」の開催
・若い人の感性を活かした商品開発、発表

― ― ―

伝統的工芸品の認知度向上並びに需要拡大を図るため、
大島紬の着用や薩摩焼等を使った生活シーンを提案す
る。
・「工芸品と食を楽しむ夕べ」の開催
・若い人の感性を活かした商品開発、発表

継続予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

38 1 1 4 3 ○
販路開拓支援事業
（鹿児島アグリ＆フード金融協
議会）

21年度～

　鹿児島銀行、南日本銀行、鹿児島相互信用金庫、鹿
児島信用金庫、奄美大島信用金庫、鹿児島興業信用組
合、奄美信用組合が構成金融機関となり、南九州地域
の農業・食料を中心とした産業振興に資する事業等の
実施において連携・協力を行うことにより、地域の経済
活性化に寄与することを目的とする。

―

（1）海外販路開拓
　　・うんまか鹿児島輸出商談会
（2）国内販路開拓
　　・第8回かごしまの逸品商談会

◎

（1）海外販路開拓
　　・うんまか鹿児島輸出商談会
（2）国内販路開拓
　　・第8回かごしまの逸品商談会

継続予定

鹿児島アグリ＆
フード金融協議
会
（鹿児島銀行）

鹿児島銀行、鹿
児島相互信用金
庫、鹿児島信用
金庫、奄美大島
信用金庫、鹿児
島興業信用組
合、奄美信用組
合

39 1 1 4 3 ＷＩＮ－ＷＩＮネット業務 23年度～

　弊行の取引先である多くの中小企業・個人事業主が
厳しい経営環境にある中、弊行が新たな販路開拓、もし
くは事業運営の改善について支援を行うなど、積極的に
取引先事業者に関与し、取引先事業者の売上高増加と
営業利益の改善を実現させる。

― 継続実施 ○ 継続実施 継続予定 南日本銀行
外部専門機関
外部コンサルタ
ント等

40 1 1 4 3 ○ 大学は美味しいフェアへの出展 ―
　例年5月後半～6月にかけて新宿高島屋で開催される
食品の物販及び展示会。

― ― ― 未定 継続予定 鹿児島大学

41 1 1 4 3 ○ そうしん鹿児島うまいもんフェア 26年度～

　地産地消ネットワークづくりの一環として鹿児島県内
の地域産品（農産・水産・畜産・加工品）生産・販売業者
の新規開拓と販売機会の拡大をサポートする。マッチン
グフェア事業等を通じてイオン九州とつながりがあること
から、イオン鹿児島ショッピングモール内にて開催する。

―

<期間>　平成31年3月
＜目的＞　地産地消ネットワークづくりの一環として鹿児
島県内の地域産品（農産・水産・畜産・加工品）生産・販売
業者の新規開拓と販売機会の拡大をサポートする。
＜会場＞イオンモール鹿児島
＜出店＞　県内企業

◎ ―

<期間>　令和2年3月（予定）
＜目的＞　地産地消ネットワークづくりの一環として鹿児
島県内の地域産品（農産・水産・畜産・加工品）生産・販売
業者の新規開拓と販売機会の拡大をサポートする。
＜会場＞イオンモール鹿児島
＜出店＞　県内企業

継続予定
鹿児島相互信用
金庫

イオン九州㈱

42 1 1 4 3 ○ 商工会まるごと特産品フェア 26年度～

　県内各商工会地域の事業者が開発した「とっておきの
逸品」や全国展開プロジェクト等で開発した特産品等及
び県内各地域の特産品等を一同に取り揃え、鹿児島市
の中でも特に交流人口の多い「ＪＲ鹿児島中央駅前」に
おいて物産展を開催し、広く消費者に県内商工会地区
の特産品の魅力を紹介し、販路拡大につなげることを
目的とする。

―
平成31年1月12日～14日の3日間、アミュ広場にて開催。
鹿児島・日置・南薩摩地域6商工会32事業所が参加。
かごしま市商工会より12事業所が出店。

◎ ― 30年度と同様の規模・内容で開催。開催時期は未定。 継続予定 ―
鹿児島県商工会
連合会（かごし
ま市商工会）

43 1 1 4 3 ○ ＨＡＣＣＰ等認証取得促進事業 29年度～
　食品製造業者等が行う食品の衛生管理や品質管理
等に関する認証取得に向けた取組を支援する。

32,443
・ＨＡＣＣＰ等認証取得に関する講習会の開催
・食の認証取得の取組に対する助成

― 32,696

１ 講習会の開催（２回程度）
２ 食品衛生管理等の認証取得に取り組む食品製造業
　者等への助成
　・対象者：県内の食品製造業者等
　・対象事業：専属人材の雇用（必須），ＯＪＴ・ＯＦＦ－ＪＴ，
　　専門家招へい等
　・補助率等：対象経費の７／１０以内
　・補助上限額：2,600千円

事業終了 県（産業立地課）
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

44 1 1 4 3 ○
食品関連産業経営力アップ支
援事業

29年度～

　食品関連企業の経営者等を対象に，最新の流通情報
や市場動向に関するセミナーや，消費者ニーズを把握
するための売場研修会等を通じて，情報収集力の向上
を図るとともに，商品ブラッシュアップや商談会，展示
会，専門家派遣を通じて，商品開発力や営業力の強化
を図ることにより，食品関連企業の経営力アップを総合
的に支援する。

29,179

１　経営力アップセミナー
　最新の流通情報，市場動向，価格設定，コンセプト設
定，商品開発など２回×２箇所（鹿児島市，鹿屋市で開
催）
２　個別テーマセミナー
　原価計算，食品表示　など１回（鹿児島市で開催）
３　商品開発研修会
　県外小売業者の売場視察，バイヤーとの意見交換
４　ブラッシュアップ商談会
　商品のブラッシュアップ，商談会の開催，営業戦略の策
定支援
５　展示会出展
　スーパーマーケットトレードショー（H31.2）へのブラッシュ
アップ商品の出展

◎ 28,360

１　経営力アップセミナー
　最新の流通情報，市場動向，価格設定，コンセプト設
定，商品開発など２回（鹿児島市で開催）
２　商品開発研修会
　県外小売業者の売場視察，バイヤーとの意見交換
３　ブラッシュアップ商談会
　商品のブラッシュアップ，商談会の開催，営業戦略の策
定支援
４　展示会出展
　スーパーマーケットトレードショー（R2.2）へのブラッシュ
アップ商品の出展

事業終了 県（商工政策課）

45
拡
充

1 1 5 1 ○ 農林水産物ＰＲ事業 27年度～
　市内産の農林水産物を市内外での各種イベント、物
産展等を通して広くＰＲを行うことにより、本市農林水産
物の生産振興及び消費拡大を図る。

6,193

１．鹿児島市農産物等流通促進協議会負担金
 (1)市内産農産物旬のキャンペーン（年3回)
 (2)食の産地交流会（年3回）
 (3)暮れの市
 (4)県外の物産展・市内イベント等での農林水産物のＰＲ
 (5)茶消費拡大対策
 (6)明治維新１５０年薩長同盟交流事業（新規）
２．桜島ブランド総合販売促進対策協議会負担金
 (1)桜島小ミカン、桜島大根等桜島産農産物のＰＲ、販売
促進

○ 5,263

１．鹿児島市農産物等流通促進協議会負担金
 (1)市内産農産物旬のキャンペーン（年3回)
 (2)食の産地交流会（年3回）
 (3)暮れの市
 (4)市内イベント等での農林水産物のＰＲ
 (5)茶消費拡大対策
 (6)特産物キャンペーンへの参加（拡充）
２．桜島ブランド総合販売促進対策協議会負担金
 (1)桜島小ミカン、桜島大根等桜島産農産物のＰＲ、販売
促進

継続予定

鹿児島市農産物
等流通促進協議
会
（生産流通課）

46 1 1 5 1 ○ そうしん「うまかもん市」 21年度～

　地産地消ネットワークづくりの一環として鹿児島県内
の地域産品 （農産・水産・畜産・加工品）生産・販売業者
の新規開拓と販売機会の拡大をサポートする。イオン鴨
池店で直接消費者へ販売する機会を提供し、企業名・
商品のPRや㈱イオンとの直接取引のチャンスともなり、
過去の参加者からも好評を得ている。

―

＜期間＞　平成30年11月
＜目的＞　地産地消ネットワークづくりの一環として鹿児
島県内の地域産品（農産・水産・畜産・加工品）生産・販売
業者の新規開拓と販売機会の拡大をサポートする。
＜会場＞イオン鹿児島鴨池店
＜出店＞　県内企業

◎ ―

＜期間＞　令和1年11月（予定）
＜目的＞　地産地消ネットワークづくりの一環として鹿児
島県内の地域産品（農産・水産・畜産・加工品）生産・販売
業者の新規開拓と販売機会の拡大をサポートする。
＜会場＞イオン鹿児島鴨池店
＜出店＞　県内企業

継続予定
鹿児島相互信用
金庫

イオン九州㈱

47 1 1 5 1 ○
そうしん「小さな地産・地消支援
ネットワーク」

21年度～

　小規模・零細企業を中心とした農水産物生産者、食品
加工業者など支店取引先の食材、農水産物や特産品を
僚店間の店頭にて展示・紹介し、販路拡大支援をサ
ポートする。　　　過去13回実施

―

「そうしん茶いっぱいの日」を開催
＜開催＞平成30年6月15日
＜目的＞信用金庫の日における顧客感謝デーとお茶の
消費拡大に向けての地産地消支援イベントの一環
＜開催地＞当金庫57ヵ店舗（窓口）にて

◎ ―

「そうしん茶いっぱいの日」を開催
＜開催＞令和1年6月14日(金)
＜目的＞信用金庫の日における顧客感謝デーとお茶の
消費拡大に向けての地産地消支援イベントの一環
＜開催地＞当金庫57ヵ店舗（窓口）にて

継続予定
鹿児島相互信用
金庫

48 1 1 5 2 ○
「かごしま地産地消推進店」の
登録

18年度～

　県産農林水産物を積極的に活用している飲食店等を
「かごしま地産地消推進店」として登録することを通じ
て，飲食店等における地産地消の取組拡大や県産農林
水産物の消費者への理解促進と消費拡大を推進する。

― 地産地消推進店の登録を実施 ○ ― 地産地消推進店の登録を実施 継続予定

かごしまの“食”
交流推進会議
（事務局：県農政
課）

49 1 1 6 1 ○

オール鹿児島観光推進プロジェ
クト実行委員会

※平成27年度までは「九州新幹
線全線開業経済効果最大化プ
ロジェクト」

28年度～
　当所が中心となって組織する「九州新幹線全線開業
経済効果最大化プロジェクト」の名称を変更し、他団体
と連携を図り、様々な観光振興策を展開する。

―
関西かごしまファンデーへの参加
平成30年4月15日（日）
出展企業　6社

○ ― 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

50 1 2 1 1 ○ 観光未来戦略推進事業 18年度～

１　有識者会議等による観光未来戦略の進捗
　　管理・推進（H17～H23）
２　第２期観光未来戦略策定（H22～H23）
３　有識者会議等による第２期観光未来戦略の
　　進捗管理・推進（H24～H28）
４　第３期観光未来戦略策定（H28）
５　有識者会議等による第３期観光未来戦略の
　　進捗管理・推進（H29～）

2,880
第3期鹿児島市観光未来戦略の進捗管理・推進
観光消費額等調査・分析

○ 259 第3期鹿児島市観光未来戦略の進捗管理・推進 継続予定
観光プロモー
ション課

51
新
規

1 2 1 1 ○
北前船寄港地フォーラムin鹿児
島開催事業

31(R元)年度～

　北前船ゆかりの地が交流する北前船寄港地フォーラ
ムを本市で開催し、関係自治体や企業関係者等の意見
交換を通じて、本市の歴史的特色や伝統的工芸産業を
効率的にかつ効果的に発信することにより、交流人口
の拡大と産業の振興を図る。

― ― ― 19,033 フォーラムの開催及び他都市フォーラム等への参加 未定

「第29回北前船
寄港地フォーラ
ムin鹿児島」実
行委員会
（観光プロモー
ション課）
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

52 1 2 2 1 ○ 鹿児島ぶらりまち歩き推進事業 20年度～

 　ガイドの解説を受けながらまち歩きを楽しめる「鹿児
島ぶらりまち歩き」を推進するとともに、市内の主要観光
地等でもボランティアガイドによる観光案内が受けられ
る体制をとり、観光客の受入体制の充実を図る。

24,667

１　まち歩きガイドの実施（17コース）
　（大河ドラマ館周辺コースを含む）
２　観光地ガイドの実施（12か所）
　（よりみちクルーズ、観光レトロ電車での観光ガイドを含
む）
３　まち歩き観光ステーションでの運営
４　市民向けまち歩きの実施
５　ＪＲウォーク

○ 24,574

１　まち歩きガイドの実施（16コース）
２　観光地ガイドの実施（11か所）
　（よりみちクルーズ、観光レトロ電車での観光ガイドを含
む）
３　まち歩き観光ステーションでの運営
４　ＪＲウォーク

継続予定

鹿児島観光コン
ベンション協会
（観光プロモー
ション課）

53 1 2 2 1 ○
“美味のまち鹿児島”づくりイベ
ント支援事業

28年度～
　多くの観光客や市民に美味のまち鹿児島を体感し、楽
しんでもらうため、民間団体が実施する“食”のイベント
に対し助成する。

4,080

１．実施方針
　(1) 補助対象団体の選定（新規：2団体、継続：2団体）
　(2) 補助対象事業の実施
　(3) 補助金の交付

２．スケジュール
　(1) イベントの募集（４月～５月）
　(2) 助成団体の決定（６月下旬）
　(3) 助成団体によるイベント内容の調整
　(4) イベントの実施

○ 6,090

１．実施方針
　(1) 補助対象団体の選定（継続：3団体）
　(2) 補助対象事業の実施
　(3) 補助金の交付

２．スケジュール
　(1) 助成団体の決定（６月下旬）
　(2) 助成団体によるイベント内容の調整
　(3) イベントの実施

継続予定
観光プロモー
ション課

54 1 2 2 1 ○ 観光イベント創出支援事業 25年度～
　民間団体が実施する、多くの市民や観光客を呼び込
める新たなイベントに対する補助制度を設け、本市の新
たなイベントとして定着を図る。

17,580

１．実施方針
　同左

２．スケジュール（当該年度選定分）
（１）イベントの募集（６月）
　　　応募件数　継続4件
（２）助成団体の決定（７月、１０月）
　　　決定件数　継続4件
（３）助成団体によるイベント内容の調整
（４）イベントの実施

○ 16,090

１．実施方針
　同左

２．スケジュール（当該年度選定分）
（１）イベントの募集（６月）
　　　応募件数　継続3件
（２）助成団体の決定（７月）
　　　決定件数　継続3件
（３）助成団体によるイベント内容の調整
（４）イベントの実施

継続予定
観光プロモー
ション課

55
拡
充

1 2 2 2 ○ グリーン・ツーリズム推進事業 18年度～

<23年度まで>
　「鹿児島市みどり豊かな農山村ふれあい推進基本計
画」に基づきグリーン・ツーリズムを推進する。
　(1)推進体制の整備
　(2)情報発信
　(3)人材育成
　(4)活動支援
　(5)農業・農村体験交流

＜24年度～28年度＞
　「鹿児島市グリーン・ツーリズム推進計画」に基づきグ
リーン・ツーリズムを推進する。
　(1)都市部住民の農村地域における交流促進
　(2)人材の育成と関係団体への支援・連携
　(3)農村地域の魅力の情報発信
　(4)計画の推進

＜29年度～＞
　「第2期鹿児島市グリーン・ツーリズム推進計画」に基
づきグリーン・ツーリズムを推進する。
　(1)都市部住民の農村地域における交流促進
　(2)人材の育成と関係団体への支援・連携
　(3)農村地域の魅力の情報発信
　(4)計画の推進

5,706

１　都市部住民の農村地域における交流促進
　　グリーン・ツーリズム活動団体等の登録、（新）漁業体
験イベントの実施、農家民泊受入体制の充実、農家民泊
受入の促進、農家民宿の開業の促進等、農作業体験学習
の実施、棚田の保全活動への助成・支援、農村体験人材
バンク（名人）の活用
２　人材の育成と関係団体への支援・連携
　　地域グリーン・ツーリズム推進連絡会の開催、農家民
宿のネットワーク強化、グリーン・ツーリズム登録団体等へ
の助成、農家民泊受入組織への支援、活動組織等の研
修、インストラクター連絡会への支援、インストラクターの
派遣
３　農村地域の魅力の情報発信
　　グリーン・ツーリズム宿泊体験ツアーの実施、ガイドブッ
クの作成・配布、ホームページ・フェイスブックの管理・運
用、案内板の管理・運用、生活情報紙による情報発信
４　計画の推進
　　第２期鹿児島市グリーン・ツーリズム推進協議会の開
催等

◎ 8,341

１　都市部住民の農村地域における交流促進
　　グリーン・ツーリズム活動団体等の登録、漁業体験イベ
ントの実施、農家民泊受入体制の充実、農家民泊受入の
促進、農家民宿の開業の促進、農作業体験学習の実施、
棚田の保全活動への助成・支援、農村体験人材バンク（名
人）の活用
２　人材の育成と関係団体への支援・連携
　　地域グリーン・ツーリズム推進連絡会の開催、農家民
宿のネットワーク強化、グリーン・ツーリズム登録団体等へ
の助成、農家民泊受入組織への支援、活動組織等の研
修、インストラクター連絡会への支援、インストラクターの
派遣、（新）インバウンド受入研修会の開催
３　農村地域の魅力の情報発信
　　グリーン・ツーリズム宿泊体験ツアーの実施、ガイドブッ
クの作成・配布、ホームページ・フェイスブックの管理・運
用、案内板の管理・運用、生活情報紙による情報発信、
（新）パンフレット（英語）の作成
４　計画の推進
　　第２期鹿児島市グリーン・ツーリズム推進協議会の開
催等

継続予定
グリーンツーリ
ズム推進課

56 1 2 2 2 ○ 観光農業公園交流体験事業 24年度～
農業・自然・調理・環境の各種体験プログラムや季節毎
のイベントを実施するとともに、グリーンファームサポー
ターの運営を行う。

48,711

１　農業体験指導員　　9人
２　臨時職員　1人
３　各種体験プログラムの実施
・体験者数　　40,943人
　　農業体験　　19,922人
　　自然体験　　9,675人
　　調理体験　　9,109人
　　環境学習　　2,237人
４　グリーンファームサポーターの運営
（1）登録サポーター数　　66人
（2）活動回数　　　延べ110回

◎ 48,621

１　農業体験指導員　　9人
２　臨時職員　1人
３　各種体験プログラムの実施
４　グリーンファームサポーターの運営
５　市民団体等による観光農業公園活用促進

継続予定
グリーンツーリ
ズム推進課
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 
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資 料 ３ 

57
拡
充

1 2 2 2 ○
桜島・錦江湾ジオパーク推進事
業

24年度～

　　世界認定に向け、ジオパーク活動を推進することに
より、桜島・錦江湾の魅力づくり等のこれまでの取組をさ
らに充実させ、国内外に一体的に情報発信していくこと
を通じて、ジオの魅力・特性を生かした観光交流の推進
や、自然科学への認識の向上、鹿児島への愛着や誇り
の醸成を図る。

31,304

１　世界ジオパーク認定への取組
・エリア拡大に向けた取組
・エリア統合に向けた取組
・第８回ジオパーク国際ユネスコ会議出席　等
２　桜島コンシェルジュセンターの運用
３　ジオパーク活動の展開
・ジオツアー、ジオ講座等の実施
・「灰フェス！」の実施（8月11日）
・スタンプラリーの実施
・認定ジオガイドのフォローアップ
・副読本の活用
・桜島に関する情報発信
・防災プログラムの実施
・ジオパークサイト等保全会議の設置及び協議　等
４　情報発信
・各種広報ツールの作成、販売
・ホームページやＳＮＳによる情報発信　等

◎ 48,124

１　世界ジオパーク認定への取組
・拡大エリアにおける日本ジオパーク申請（新）
・認定記念セレモニー及び「灰フェス！」開催（新）
・認定記念看板及び懸垂幕の設置及びポスター作成（新）
・エリア統合に向けた取組
・世界ジオパーク研修会への参加（新）
・ハンタンガンジオパーク（韓国）との視察・交流（新）　等
２　桜島コンシェルジュセンターの運用
３　ジオパーク活動の展開
・体験プログラムジオツアー（新）、ジオ講座等の実施
・スタンプラリーの実施
・エリア拡大に伴う認定ジオガイドの養成（新）
・九州ジオパーク子ども交流の実施
・副読本の増刷、活用
・桜島に関する情報発信
・防災プログラムの実施
・ジオパークサイト等保全会議の開催　等
４　情報発信
・各種広報ツールの作成、販売
・ホームページやＳＮＳによる情報発信
・エリア拡大認定記念インスタグラムコンテストの実施（新）
・日本ジオパーク全国大会大分大会ＰＲブース出展（新）
・かごしま焼酎＆ミュージックフェスＰＲブース出展（新）　等

継続予定

桜島・錦江湾ｼﾞｵ
ﾊﾟｰｸ推進協議
会（事務局：市世
界遺産・ジオ
パーク推進課）

58 1 2 2 2 ○ 映画撮影等誘致支援事業 25年度～

　鹿児島市の魅力の発信につながる映画等に対し助成
する。
　また、ロケの誘致や支援を行うフィルムコミッション事
業を通して、映画や連続ドラマ等のロケの誘致を推進す
る

203

1　実施方針
　鹿児島市の魅力の発信につながる映画や連続ドラマを
誘致し、その製作に係るロケ経費及びPR経費に対して助
成する。
　また、映像制作者への情報提供、撮影許可申請手続き
支援、事前取材等の支援を行う。

○ 205

1　実施方針
　鹿児島市の魅力の発信につながる映画や連続ドラマを
誘致し、その製作に係るロケ経費及びPR経費に対して助
成する。
　また、映像制作者への情報提供、撮影許可申請手続き
支援、事前取材等の支援を行う。

継続予定
観光プロモー
ション課

NPO法人かごし
まﾌｨﾙﾑｵﾌｨｽ

59
拡
充

1 2 2 2 ○

世界遺産推進事業

※25～27年度は「世界文化遺
産登録推進事業」

25年度～

　「明治日本の産業革命遺産」に含まれる本市構成資
産の価値や魅力を広く発信し、理解増進を図るととも
に、市民との協働により世界遺産を活用した地域活性
化等の取組を進める。

10,384

１　情報発信、理解増進
　　・空港連絡バスラッピング広告
　　・県外観光プロモーションへの参加
　
２　受入環境の充実
　　・案内所の設置（寺山炭窯跡、関吉の疎水溝）（新）
　
３　かごしま近代化産業遺産パートナーシップ会議
　　・ファン拡大、地域魅力アップ、地域活性化活動の実施
　　・おもてなし講座等の開催
　　・マップ・ガイドブック等の増刷
　　・寺山炭窯跡、関吉の疎水溝リーフレットの作成（新）
　　・バスツアーの実施

◎ 10,844

１　情報発信、理解増進
　　・県外観光プロモーションへの参加

２　受入環境の充実
　　・案内所の運用（寺山炭窯跡、関吉の疎水溝）
　　・案内所の公衆無線LANとエアコンの設置、運用（新）

３　かごしま近代化産業遺産パートナーシップ会議
　　・ファン拡大、地域魅力アップ、地域活性化活動の実施
　　・おもてなし講座等の開催
　　・寺山炭窯跡おもてなしイベントの開催（新）
　　・マップ・ガイドブック等の増刷
　　・バスツアーの実施

継続予定
世界遺産・ジオ
パーク推進課

市民団体
NPO法人
大学
事業者
観光・経済団体
行政

60 1 2 2 2 ○ プロスポーツチーム活動支援 26年度～
本市の観光PR活動等に対して支援を行い、スポーツを
通じた観光交流の促進を図る。

36,000

プロスポーツチームへの活動支援

　・株式会社鹿児島プロスポーツプロジェクト
　　 （鹿児島ユナイテッドFC運営会社）…33,000,000円
　・株式会社鹿児島レブナイズ
　　 （鹿児島レブナイズ運営会社）…3,000,000円

○ 36,000

プロスポーツチームへの活動支援

　・株式会社鹿児島プロスポーツプロジェクト
　　 （鹿児島ユナイテッドFC運営会社）…33,000,000円
　・株式会社鹿児島レブナイズ
　　 （鹿児島レブナイズ運営会社）…3,000,000円

継続予定 スポーツ課

61 1 2 2 2 ○ ＷＥＢ産業観光発信 26年度～

　ジェトロでは、インバウンドのヒトの流れとアウトバウン
ドのモノ・サービスの流れの間に好循環をもたらすことを
目的として、海外からの観光客を積極的に受け入れる
日本の企業や工場等の施設情報を収集し、それらの情
報をジェトロウェブサイト
（http://www.jetro.go.jp/en/ind_tourism/）に掲載し、全
世界へ向け発信する。

非公開 継続実施 ○ 非公開 継続実施 継続予定 - ジェトロ

62 1 2 2 3 ○

外国人観光客受入事業

※25年度は「外国人観光客受
入体制整備事業」として実施
（25年度より、受入関連事業を
「東アジア観光客誘致事業」か
ら抜粋）
※27年度は「外国人向け無線
LAN設置事業」も併せて実施

21年度～
　本市を訪れる外国人観光客の満足度を高めるため、
外国人観光客の視点に立ったきめ細やかな受入体制
づくりを推進する。

8,588
・海外観光客受入体制整備費助成事業補助金
・外国語版ガイドマップ作成事業補助金
・公衆無線ＬＡＮ環境の整備

○ 9,951
・海外観光客受入体制整備費助成事業補助金
・外国語版ガイドマップ作成事業補助金
・公衆無線ＬＡＮ環境の整備

継続予定
観光プロモー
ション課

63 1 2 2 3 インバウンド対策事業 28年度～

　近年、国内外の観光客等は、地域特産品の製造体
験・見学等を通じて、地域の食・生活文化に触れながら
特産品等を求めている。このようなことから、これらの情
報を総合的・タイムリーに提供するとともに新商品等の
開発を推進し、新たなビジネス機会を創出する。

―
・「インバウンド対策研修会」を実施
・特産品の製造体験・見学施設等の情報提供

○
・「インバウンド対策研修会」を実施
・特産品の製造体験・見学施設等の情報提供

継続予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 
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資 料 ３ 

64 1 2 3 1 ○ 広域観光連携事業 ―

　行政区域を越えた他地域の観光資源施設と連続させ
た広域的なルートづくりや観光宣伝などの共同事業を
行う。
　また、各種の協議会に、観光関係団体の会員として加
入し、全国レベル・県レベルでの観光振興事業の中で
本市のPRを行うとともに、各種の情報提供を受ける。

7,911

１　鹿児島県四地区観光連絡協議会
　　観光キャンペーン、大河ドラマ「西郷どん」キャンペー
　ン、パンフレット作成等
２　鹿児島県観光誘致促進協議会
　　旅行エージェントとの意見交換会、NHKドラマ関連事業
　等
３　観光かごしま大キャンペーン推進協議会
　　総合集中宣伝、誘客宣伝等
４　その他
　　九州観光都市連盟、鹿児島県都市観光連絡会議、
　　鹿児島県観光連盟、日本観光振興協会・国際観光
　　振興機構、九州地区観光宣伝隊、錦江湾奥会議、
　　ONSEN・ｶﾞｽﾄﾛﾉﾐｰﾂｰﾘｽﾞﾑ推進機構
　　総会・連絡会議等の開催、各種情報発信等

○ 8,284

１　鹿児島県四地区観光連絡協議会
　　観光キャンペーン、ラグビーＷ杯キャンペーン、
    パンフレット作成　等
２　鹿児島県観光誘致促進協議会
　　旅行エージェントとの意見交換会、
　　広域的新観光ルートの宣伝活動　等
３　観光かごしま大キャンペーン推進協議会
　　総合集中宣伝、誘客宣伝等
４　その他
　　九州観光都市連盟、鹿児島県都市観光連絡会議、
　　鹿児島県観光連盟、日本観光振興協会・国際観光
　　振興機構、九州地区観光宣伝隊、錦江湾奥会議、
　　ONSEN・ｶﾞｽﾄﾛﾉﾐｰﾂｰﾘｽﾞﾑ推進機構
　　総会・連絡会議等の開催、各種情報発信等

継続予定
観光プロモー
ション課

65 1 2 3 1 ○
「メイドインかごしま」支援事業
(四市連携地場企業販路拡大推
進）

24年度～
　本市中小企業（製造業者等）の新製品開発等の経営
力の強化や商品の販路拡大の取組を支援する。

5,574

1 実施方針
　 継続実施

2 市内の製造業者等からの申請に基づき随時対応
 (1)経営力強化補助
　・人材育成：2件
 (2)新製品等支援補助
　①新製品等開発：5件　②新商品販路開拓：5商品
 (3)販路拡大推進補助：19件

○ 7,781

1 実施方針
　 継続実施

2 市内の製造業者等からの申請に基づき随時対応
 (1)経営力強化補助
 (2)新製品等支援補助
 (3)販路拡大推進補助

継続予定 産業支援課

66 1 2 4 1 ○ 姉妹友好都市等との交流事業 ―
　姉妹友好都市、兄弟都市、その他海外の各都市と交
流を行い、相互の友好を深める。

11,926

姉妹友好都市ほか海外の各都市からの来訪者との交流
・姉妹都市等からの来訪者の受入
・長沙市への友好代表団の派遣（平成30年11月）
・長沙国際友好都市青少年サッカー大会への派遣（平成
30年7月）
・サンタローザ市等訪問団の派遣（平成30年8月）

○ 50,640

姉妹友好都市ほか海外の各都市からの来訪者との交流
・姉妹都市等からの来訪者の受入
・長沙市への友好代表団の派遣
・パース市への姉妹都市盟約45周年記念訪問団の派遣

継続予定 国際交流課

67 1 2 4 2 ○ アジアとの交流事業 ―

（市長のアジア訪問）
　著しい成長を遂げているアジア諸国を訪問し、交流の
拡大を図る。 6,054

｢アジア友好交流訪問｣
　アジアの都市と本市との友好交流と本市のPR。
・時　 期：平成30年11月
・訪問国：ベトナム、台湾
・参加者：5名（市長、市民代表１名、市職員３名）

｢アジア太平洋都市サミット参加｣
・テーマ：住み続けられるまちづくり
・期　 間：2日間（平成30年8月）
・開催地：福岡
・参加者：5名（市長、職員4名）

○ 6,914

｢アジア友好交流訪問｣
　アジアの都市と本市との友好交流と本市のPR。

継続予定 国際交流課

68 1 2 4 2 ○ 多彩な都市交流事業 28年度～
　歴史的につながりのある都市や市長の訪問を契機に
交流のきっかけができた都市などに協議団を派遣し、海
外の都市との多彩な交流を進める。

4,634
・アルザス訪問団受入（平成30年5月）
・ストラスブール市訪問団受入（平成30年10月）

○ 10,640 ・フランスのストラスブール市との交流を推進する。 継続予定 国際交流課

69 1 2 4 2 ○ 九州縦軸４市観光連携事業 31(R元)年度～

　九州新幹線全線開業の効果を高めるために、本市と
福岡市、熊本市、北九州市で構成する九州縦断観光
ルート協議会において、発展著しい東アジアや関西以
西地域をターゲットに観光客の誘致促進を図る。

2,500 ・四都市連携観光プロモーション（中国、ベトナム、豪州） ○ 2,500
・四都市連携観光プロモーション（欧米豪、ベトナム、マ
レーシア）

継続予定

九州縦断観光
ルート協議会
（福岡市、北九
州市、熊本市、
鹿児島市観光プ
ロモーション課）

70
拡
充

1 2 4 2 ○
“世界を視野に”外国人観光客
誘致宣伝事業

１８年度～
　東アジア地域及び東南アジア地域をターゲットとした、
外国人観光客の誘客促進を図るため、観光プロモー
ションや誘致セールス等を実施する。

22,429

・観光プロモーション（東南アジア、東アジア等）
・誘致セールス（中国、韓国、香港、台湾、タイ・シンガポー
ル・ベトナム）
・海外観光客誘致事業補助金
・さきどり情報の発信

○ 20,688

・観光プロモーション（東南アジア、東アジア等）
・トップセールス（台湾）
・誘致セールス（中国、韓国、香港、台湾、タイ・シンガポー
ル・ベトナム）
・海外観光客誘致事業補助金
・さきどり情報の発信

継続予定
観光プロモー
ション課

71 1 2 4 2 ○ ぐるっと大使館活用事業 28年度～
　首都圏にある東南アジアなど世界各国の大使館に向
けて、観光情報等の発信を行うとともに、各国大使館と
のネットワークの構築を図る。

804

・大使館等への訪問を行い、観光情報の各国翻訳版の提
供など鹿児島市の情報発信を行った。（訪問数：２２大使
館等延べ３３回）
・市政報告会（H30.8.31）において大使館関係者と意見交
換を行った。

◎ 804

・大使館訪問
　　年間２０ヶ国程度（新規２か国　残りは継続）への
　　情報提供
　　※翻訳版観光ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等の作成・配布
・市政報告会での大使館関係者との意見交換（8月）

継続予定 東京事務所  
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
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資 料 ３ 

72 1 2 4 2 ○
首都圏での情報発信！国際空
港等を活用したインバウンド対
策事業

30年度～
　訪日外国人が最も多い玄関口である成田国際空港等
において、ブースを出展し、観光情報の発信を行う。

925

・羽田空港国際線ターミナルへの観光ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配置（5/14
～27）
・羽田空港国際線ターミナルでの観光・物産PR（5/26,27）
・成田国際空港第１ターミナルへの観光ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配置
（10/1～30）
・成田国際空港第１ターミナルでの観光・物産PR（10/1～
3）

◎ 1,013

・成田国際空港第１ターミナルへの観光ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配置
（10/1～31）
・成田国際空港第１ターミナルでの観光・物産PR（10/1～
3）

継続予定 東京事務所
鹿児島県酒造組

合

73 1 2 4 2 ○
首都圏宿泊施設における訪日
外国人向けパンフレット配置事
業

29年度～
　首都圏の宿泊施設を定期的に訪問し、コンシェルジュ
などキーマンとの情報交換を通して本市の魅力を伝え、
本市翻訳版パンフレットの配置へとつなげる。

0 ・ホテル訪問 ※13ホテル17回訪問 ◎ 0 ・ホテル訪問 継続13ホテル＋新規開拓 継続予定 東京事務所

74 1 2 4 2
外国人技能実習制度適正化事
業

27～30年度

外国人技能実習生共同受入事業を行う事業協同組合
等（監理団体）並びに組合員（実習実施機関）による不
正行為の防止に努めるため、社会保険労務士等の専
門家並びに中央会指導員が適正化指導、組合間の情
報連携の他、各監理団体に対する適正化に向けた講習
会の開催等、新たに組合・組合員が対応すべき事項に
ついて確認し、個別に不適正な運営の是正・改善指導
を行う。

1,044

・適正化指導事業
　監理団体5回、実習実施機関10回
・適正化講習会
(1)対　 象：監理団体等
　 開催日：平成30年6月20日
 　テーマ：新しい外国人技能実習制度に於ける
　　　　　　　適正な運営と留意点
　 講　 師：（公財）国際研修協力機構　講習業務部業務課
　　　　　　 　課長代理　羽入田有香
(2)対　 象：監理団体等
　 開催日：平成31年2月13日
 　テーマ：出入国管理法の改正内容について
　 講　 師：福山行政書士事務所　代表　福山和昭
　 テーマ：技能実習生の技能検定に関する注意点
　 講　 師：鹿児島県職業能力開発協会
　　　　　　　　技能検定課長補佐　新福貴彦

◎ 1,275
監理団体及び実習実施機関に対し実地指導を実施すると
ともに、適正化に向けた講習会を2回開催する。

事業終了 ―
鹿児島県中小企
業団体中央会

75 1 3 1 1 ○ 各種貿易関係団体への負担金
S36年度～
S28年度～
H11年度～

　貿易関係団体（社団法人鹿児島県貿易協会、公益財
団法人日本関税協会、鹿児島港利用促進協議会）に対
し、負担金を支出することにより、海外貿易の促進や貿
易業者の連携、及び鹿児島港における貿易・観光の促
進を図り、地域経済の発展に寄与する。

448
　貿易関係団体に対し負担金を支出することにより、海外
貿易の促進や貿易業者の連携、及び鹿児島港における貿
易・観光の促進を図った。

◎ 448

１　実施方針
　貿易関係団体に対し負担金を支出することにより、海外
貿易の促進や貿易業者の連携、及び鹿児島港における貿
易・観光の促進を図る。

継続予定 ― 産業政策課

76 1 3 1 1 ○
日本貿易振興機構鹿児島貿易
情報センター助成事業

S46年度～

　鹿児島市中小企業振興条例に基づき、日本貿易振興
機構鹿児島貿易情報センター（ジェトロ鹿児島）の行う
事業（地方貿易情報誌発行、講演会等開催、貿易投資
相談、輸出促進事業、地方貿易振興事業など）に要す
る費用の一部を助成する。

1,300
　ジェトロ鹿児島が実施する事業に要する費用の一部を助
成することにより、市内企業の海外への販路拡大支援や
相談機能の充実を図った。

◎ 1,300

１　実施方針
　ジェトロ鹿児島が実施する事業に要する費用の一部を助
成することにより、市内企業の海外への販路拡大支援や
相談機能の充実を図る。

継続予定 ― 産業政策課

77 1 3 1 1 ○ 輸出チャレンジ支援事業 24年度～

　海外での販路拡大を支援するため、海外で開催され
る展示会等へ出展する中小企業者等に対し、その経費
の一部を助成する。（補助率 1/2）
　26年度からアジア以外の地域も対象に拡大
　28年度から補助年度数、上限額を見直し
　　・1～3年度目　20万円
　　・4～5年度目　10万円

1,056

１　展示会等への出展経費の助成
　　助成実績　9件
　　地域別
　　　　　　東アジア（香港・中国・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）　7件
　　　　　  北米（アメリカ）　2件
２　セミナーの開催（ジェトロ鹿児島と共催）
　　・商談スキルワークショップ   （6/20,6/26)
　　・英文貿易実務ワークショップ(12/3)を開催

○ 3,007

　引き続き、海外で開催される展示会等へ出展する中小
企業者等に対し、その経費の一部を助成する。（補助率
1/2）
　また、ジェトロとの共催により貿易に関するセミナーを開
催する。

継続予定 ― 産業政策課
県、ジェトロ、金
融機関等

78
新
規

1 3 1 1 ○
海外販路拡大ステップアップ支
援事業

31(R元)年度～

　海外への販路拡大に取り組む本市の中小企業者等に
対し、翻訳を伴う海外向け商品パッケージ及び販促品
の作成、外国語版ホームページの作成に係る経費の一
部を助成する。（補助率1/2）
・翻訳を伴う海外向け商品パッケージ及び販促品の作
成　5万円
・外国語版ホームページの作成及びリニューアル　10万
円

― ― ― 2,511
　制度の周知広報を図り、海外への販路拡大に取り組む
本市の中小企業者等に対し、海外向け商品パッケージ等
作成経費の一部を助成する。

継続予定 ― 産業政策課

79 1 3 1 1 ○ ○
魚類市場輸出拠点構築推進事
業

30年度～
　本市場の活性化に寄与するため、開設者と市場関係
者が一体となって水産物の輸出促進に向けた取り組み
を行う。

14,956

・「鹿児島市中央卸売市場魚類市場輸出拠点構築推進計
画」の策定
・輸出ターゲット国における水産物・水産加工品の輸入動
向・需要及び消費状況の調査
・輸出ターゲット国におけるテストマーケティングの実施
・輸出ターゲット国における展示会・商談会への参加

◎ 9,776

・試験輸送等の実施（シンガポール、マレーシア、香港）
・国外バイヤー等の招へい
・Ｆｏｏｄ　Ｊａｐａｎ２０１９（シンガポール）への出展参加
・うんまか鹿児島輸出商談会参加

継続予定 魚類市場
県、ジェトロ、県
貿易協会等
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80
新
規

1 3 1 1 ○
ネクスト“アジア・鹿児島”イノ
ベーション戦略推進事業

31(R元)年度～
ネクスト“アジア・鹿児島”イノベーション戦略を推進する
ため、先進的な取組を行う民間事業者等を新たに支援
する。

― ― ― 7,757

(1) 戦略推進モデル創出支援補助金の創設
　　戦略に掲げた3つの基本戦略を推進し、今後のモデル
となる事業に対し補助を行う。
　　※補助件数は最大6事業（公募により選定）
　　※補助金額は1件あたり上限額1,000千円（補助率1/2）
(2) 戦略の進行管理
　　外部委員で構成する戦略会議を年1回開催する。
(3) アジアにおけるネットワークづくりと情報発信
　　関係機関等との連携によるネットワークづくりを推進す
るとともに、ホームページの活用等による情報発信を行
う。

継続予定 アジア戦略室

81 1 3 1 1 ○ 海外見本市出展支援 ―
　海外販路開拓を目的として海外の見本市へ出展する
企業を支援。

非公開

Seafood Expo Global(ベルギー)
Food and Hotel Asia 2018(シンガポール)
Thaifex　2018（タイ・バンコク）
BIO International Convention（米国）
Food Taipei　（台湾・台北）
Food Expo 2018（香港）
SIAL　Paris（フランス・パリ）
台北日本産農水産物・食品輸出商談会（台湾）
第一回中国国際輸入博覧会（中国）
第13回カンボジア輸出入一州一品展示会（カンボジ
ア）
Winter Fancy Food Show 2019（米国・サンフランシス
コ）
Sirha 2019（フランス）
BIOFACH ドイツ（ニュルンベルク）
Gulfood UAE(ドバイ）

○ 非公開

SIAL China（上海）
THAIFEX 2019（バンコク）
FOOD Taipei（台北）
IMBIBE LIVE（英国）
MTA Vietnam（ホーチミン）
九州焼酎輸出商談会（米国・サンフランシスコ/ロサ
ンゼルス）
Food expo(香港)
ANUGA(ケルン)
第二回中国国際輸入博覧会(上海)
 International Wine & Spirits Fair(香港)
Winter Fancy Food Show(サンフランシスコ)
Sea Food Expo North America(ボストン)
など

継続予定 - ジェトロ
県内関係機関、
金融機関等

82 1 3 1 1 ○ 海外商談会開催事業 ―
　海外販路開拓を目的として海外の見本市へ出展する
企業を支援。

―

継続実施
業務用食材商談会（香港）
うんまか鹿児島輸出商談会2018
国内大手商社との商談会

○ ―
継続実施
業務用食材商談会（シンガポール）
うんまか鹿児島輸出商談会2019

継続予定 ―
(公社)鹿児島県
貿易協会

83 1 3 1 1 ○ そうしんＴＯＢＯ会 2年度～
　海外企業とのビジネスマッチング支援のため、平成2
年度から貿易ミッション派遣事業（過去25回開催）を展
開している。

―
平成30年12月2日～
第31回そうしんTOBO会inベトナム　開催

◎ ― 開催時期等未定 継続予定
鹿児島相互信用
金庫

84 1 3 1 1 ○ ○
かごしまの農林水産物輸出ビ
ジョン推進事業

30年度～

地方卸売市場の輸出促進に向けた条件整備等への取
組や海外市場への展開を視野に入れ，県産農産物等
の付加価値向上を目指す加工品づくり等への取組を支
援

非公開

１　卸売市場等が輸出に取り組むための環境づくりへの支
援
　・輸出相手国の残留農薬基準等に対応した産地づくり
　・展示会等への出展，マーケティング調査　等
２　輸出を視野に入れた付加価値向上を目指す加工品づ
くり等の取組への支援
　・海外市場向けの商品開発

○ 非公開 農業団体等の事業要望を取りまとめ中 継続予定
県（かごしまの
食輸出戦略室）

85 1 3 1 1 ○

製造業海外取引支援事業

※H24までは「製造業アジア圏
域販路開拓支援事業」

23年度～

　海外への取引拡大を図る県内の製造業者を対象に，
海外商談会・展示会への出展支援や取引可能性調査
等を実施し，海外における新たな取引先の開拓を支援
する。

5,309

１ 海外企業との取引可能性調査
　　海外現地視察による海外企業の訪問，取引情報
　交換の実施
２ 海外取引実務支援
　　折衝，契約，書類等の作成支援や取引後のフォロー
　アップ
３ 海外商談会出展補助
 (1)　海外商談会出展補助金
　・対象者：県内に主たる事業所を有し，販路拡大のた
　　　　　　　め，海外で開催される商談会・展示会に出展
　　　　　　　する製造業者
　・対象経費：小間料，装飾費，使用料，旅費・宿泊費，印
　　　　　　　　　刷費，運搬費等
　・補助率等：対象経費の１／２以内
　・限度額：150万円
 (2)　海外で開催される商談会・展示会にブースを確保し，
　　県内製造業者への出展支援を実施

― 6,109

１ 海外企業との取引可能性調査
　　海外現地視察による海外企業の訪問，取引情報交換
　の実施
２ 海外取引実務支援
　　折衝，契約，書類等の作成支援や取引後のフォロー
　アップ
３ 海外商談会出展補助
(1)　海外商談会出展補助金
　　・対象者：県内に主たる事業所を有し，販路拡大のた
　　　め，海外で開催される商談会・展示会に出展する製
　　　造業者
　　・対象経費：小間料，装飾費，使用料，旅費・宿泊費，
　　　印刷費，運搬費等
　　・補助率等：対象経費の１／２以内
　　・限度額：150万円
(2)　海外で開催される商談会・展示会にブースを確保し，
　　県内製造業者への出展支援を実施

継続予定 県（産業立地課）

86 1 3 1 1 ○
モール活用型ECマーケティング
支援事業

30年度

・海外ECモールへ出店に係る補助金
・越境EC専門家によるアドバイス（無料）
・特設サイト及びプロモーションの実施（無料）
・海外テストマーケティングイベントの開催（無料）

―
・利用者の募集
・事業の実施

○ ― 事業終了 事業終了
中小企業基盤整
備機構

87 1 3 1 1 ○ 輸出商談会事業（国内） ― 　海外販路開拓を目的として国内で商談会を開催 非公開

・うんまか鹿児島輸出商談会
・水産輸出商談会in大阪
・食品輸出商談会in南薩南隅
・食品輸出商談会（Foodex)　in 千葉　など

○ 非公開
・うんまか鹿児島輸出商談会
・水産輸出商談会in大阪
・食品輸出商談会（Foodex)　in 千葉　など

継続予定 - ジェトロ
県内関係機関、
金融機関等

88 1 3 1 1 ○ 輸出商談会事業（海外） ― 　海外販路開拓を目的として海外で商談会を開催 非公開
・食品輸出商談会in 豪州
・食品輸出商談会inバンコク
・食品輸出商談会in シンガポール　など

○ 非公開
・食品輸出商談会in 豪州
・食品輸出商談会inバンコク
・食品輸出商談会in シンガポール　など

継続予定 - ジェトロ

89 1 3 1 1 ○ 海外ミッション派遣事業 ― 　海外販路開拓を目的として海外にミッションを派遣 非公開
・ベトナム農業ミッション・商談会
・米国西海岸食品輸出ミッション

○ 非公開
・ベトナム農業ミッション・商談会
・米国西海岸食品輸出ミッション

継続予定 - ジェトロ
鹿児島県貿易協
会、鹿児島県

10/32



【資料３】商工業振興プランに係る事業概要等一覧（平成30・31(R元)年度）

１
食
の
都

２
外
貨
獲
得

３
新
産
業
創
出

拡充要素
（予定）

H30
事業
評価

事業費
（千円）

H31
(R元)

予算額

31(R元)年度の実施内容
（予定含む）

R2年度以降
（予定）

実施主体
（所管）

関係機関等

戦略
プロジェクト

事務・事業名 事業期間 事業概要

事業費
（千円）

H30
決算額

30年度の実施内容

№

新
規
・
拡
充

振
興
の
方
向
性

基
本
方
針

推
進
施
策

主
な
取
組
み

 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

90 1 3 1 2 ○
そうしん国内商談会
（海外バイヤー招聘事業）

―

　そうしん食＆アグリビジネス交流会やＴＯＢＯ会活動を
通して、鹿児島の優れた農産物加工食品を海外に輸出
するため、韓国・台湾（中国）・香港バイヤーを招致して
の「３ヶ国合同商談会」を開催した。

―

うんまかかごっま食＆アグリ特別商談会
日時：平成30年4月実施
開催地：鹿児島市
参加企業数：150社

◎ ―
うんまかかごっま食＆アグリ特別商談会
開催時期未定

継続予定
鹿児島相互信用
金庫

91 1 3 1 2 ○
海外ﾊﾞｲﾔｰの招へい及び海外
商談会

23年度～
　海外ﾊﾞｲﾔｰを招へい及び商談会を開催し、地場食品
企業とビジネスマッチングを行う。

非公開 欧州シェフ・バイヤー招へい事業 ○ 非公開 輸出EXPOぶら下がり商談会 継続予定 - ジェトロ

92 1 3 1 2 ○
かごしまブランド海外展開推進
事業

23年度～
　海外における県産品の販路拡大やかごしまブランドの
構築のため，フェア開催やバイヤー等の招聘，イメージ
アップ広告，イベント等におけるPRを行う。

―

・インドネシア経済ミッション
・日系スーパーでの鹿児島フェア（シンガポール）
・日本食レストランでの鹿児島フェア（シンガポール）
・北米食品輸出促進ミッション（北米）
・台湾食品輸出促進ミッション（台湾）
・海外に商流を持つバイヤー等の産地視察

○ ―

・日本食レストランでの鹿児島フェア（シンガポール）
・北米食品輸出促進ミッション（北米）
・台湾食品輸出促進ミッション（台湾）
・海外に商流を持つバイヤー等の産地視察
・現地レストランでの鹿児島フェア（香港）
・日本食レストランでの鹿児島フェア（マカオ）

継続予定 ―
(公社)鹿児島県
貿易協会

93 1 3 1 2 ○ 中小企業ＣＥＯ商談会 24年度～
　日本企業との連携を希望する海外企業経営者等を招
聘し、海外展開を目指す中小企業者との商談会を行う。

― 同左 ○ ― 同左 継続予定
中小企業基盤整
備機構

94 1 3 1 3 ○ トップセールス推進事業 24年度～
　香港・シンガポールにおけるアジア最大級の食品見本
市に県内機関と一体となった出展を行い，オール鹿児
島での県産品販路拡大をサポートする。

―
継続実施

○ ―
継続実施

継続予定 ―
(公社)鹿児島県
貿易協会

95 1 3 1 3 トップセールス等連携事業 29年度～
　知事や業界のトップセールス効果を最大限に活用し
て、消費者等への認知度向上を図り、新規取引先の開
拓や定番化を促進する。

―

県・市町村・業界等のトップセールス効果を活用して、消費
者等への認知度向上、新規取引先の開拓や定番化を促
進した。
地域：上海、香港、東京都

○
県・市町村・業界等のトップセールス効果を活用して、消費
者等への認知度向上、新規取引先の開拓や定番化を促
進する。

継続予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

96 1 3 1 3 クールジャパン推進事業 25年度～

　ジェトロが実施するBtoBへの支援を基本とするプロ
モーションを通じて、コンテンツ、ファッション、デザイン、
食品等の分野における日本の魅力ある製品及びサービ
スを広くPRする。

―

　ジェトロが実施するBtoBへの支援を基本とするプロモー
ションを通じて、コンテンツ、ファッション、デザイン、食品等
の分野における日本の魅力ある製品及びサービスを広く

PRする。

○ 非公開 継続実施 継続予定 ― ジェトロ

97 1 3 1 3 ○ 混載貨物輸出業者育成事業 27年度～

　食品輸出の振興及び県内外貿港の利用促進を図るた
め，県内食品企業の食品をとりまとめ，混載コンテナの
仕立てや貿易書類の作成代行などの役割を担う混載貨
物輸出業者を育成する。

―
　2社以上の鹿児島県産食品を含む海上混載コンテナによ
る輸出業務を行う県内の貿易事業者，流通事業者及び生
産者等を対象に，輸出実績数に応じ定額助成を行う。

○ ―
　2社以上の鹿児島県産食品を含む海上混載コンテナによ
る輸出業務を行う県内の貿易事業者，流通事業者及び生
産者等を対象に，輸出実績数に応じ定額助成を行う。

事業終了 ―
(公社)鹿児島県
貿易協会

98 1 3 2 1 ○ 情報活動事業 22年度～
①　貿易情報誌の発行
②　トレードダイレクトリー，会員ガイドブックの発行
③　メーリングリストによる情報発信

― 継続実施 ○ ― 継続実施 継続予定 ―
(公社)鹿児島県
貿易協会

99 1 3 2 1 ○
貿易実務講座等の情報提供セ
ミナー

―
　海外ビジネスを目指す事業者向けに貿易実務のノウ
ハウ、各国のマーケット事情、品目別の輸出留意点等
について情報提供を行う。

非公開

・米国コーディネーターセミナー
・EUビジネスセミナー
・農林水産物食品輸出商談スキルセミナー
・米国焼酎輸出セミナー
・商談スキルワークショップ　等

○ 非公開

・ベトナム・タイマーケットセミナー
・農林水産物食品輸出商談スキルセミナー
・米国焼酎輸出セミナー
・商談スキルワークショップ　等

継続予定 - ジェトロ

100 1 3 2 1 ○
JETRO WEBサイト（J-File）、
メールマガジン（さくら通信）によ
る情報提供

25年度～
　ジェトロが実施するイベントや関係機関等が主催する
イベントについて定期的に情報発信を図り、ジェトロの
サービスを幅広くPRする。

非公開 継続実施 ○ 非公開 継続実施 継続予定 - ジェトロ

101
新
規

1 3 2 2 ○ 戦略的海外販路拡大支援事業 31(R元)年度～

　海外への販路拡大を目指す本市内の輸出に関心を有
する企業に対し、海外ビジネスに精通する支援員によ
り、貿易実務レベルや段階に応じたきめ細かな伴走支
援を行い、各企業の強みを生かした戦略的な取組を促
進する。

― ― ― 3,083
　１　輸出関心企業の海外展開促進のための個別支援
　２　共同輸出の支援及び地域商社の育成
　３　海外商談会出展の支援

継続予定

・商談スキル・貿易実
務セミナーの回数増
・バイヤーを招へいし
ての商談会開催（年
１回）

産業政策課 ジェトロ鹿児島

102 1 3 2 2 ○ 貿易相談事業 ― 　各種貿易に関する相談に対する対応 ― 継続実施 ○ ― 継続実施 継続予定 ―
(公社)鹿児島県
貿易協会

ジェトロ鹿児島

103 1 3 2 2 ○ そうしん海外貿易相談室 24年度～

　貿易取引や海外進出を考えている方に、信金中央金
庫を始め、各分野の専門家や海外拠点、各国公的機関
と連携しながら各種金融サービスや相談業務を行う部
署を新設。

―
専任担当者による個別企業等訪問などにより、海外販路
開拓支援や知財支援を実施。

◎ ―
専任担当者による個別企業等訪問などにより、海外販路
開拓支援や知財支援を実施。

継続予定
鹿児島相互信用
金庫

104 1 3 2 2 ○
海外ビジネス戦略推進支援事
業

24年度～

　海外市場に活路を見出そうとする中小企業・小規模事
業者の海外展開に向けた戦略策定や販路開拓につな
げるため、F/S（事業可能性調査）支援や、外国語Web
サイト作成支援を行う。

― 同左 ○ 事業終了 事業終了
中小企業基盤整
備機構
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

105
新
規

1 3 2 2 ○ 海外ビジネスミッション事業 31(R元)年度～

海外展開（輸出、販売・製造拠点設立、業務提携等）を
志向する中小企業者を対象に、中小機構の特設サイト
を活用した外国語による海外企業への情報発信及び中
小機構の専門家を活用した海外現地派遣支援（現地調
査支援・マッチング支援）を実施します。

― ― ― ―

海外展開（輸出、販売・製造拠点設立、業務提携等）を志
向する中小企業者を対象に、中小機構の特設サイトを活
用した外国語による海外企業への情報発信及び中小機構
の専門家を活用した海外現地派遣支援（現地調査支援・
マッチング支援）を実施します。

継続予定
中小企業基盤整
備機構

106 1 3 2 2 ○ 国際化支援アドバイス 23年度～
　海外投資や国際取引などの海外ビジネスに悩みを持
つ中小企業に対し、豊富な実務知識・経験・ノウハウを
持つ海外ビジネスの専門家がアドバイスをする（無料）。

― 同左 ○ ― 同左 継続予定
中小企業基盤整
備機構

107 1 3 2 2 ○ 各種貿易投資相談 ―
　海外ビジネスを目指す事業者を対象に、アドバイザー
が貿易投資関係の相談に対応。

非公開 継続実施 ○ 非公開 継続実施 継続予定 - ジェトロ

108 1 3 2 2 ○
新輸出大国コンソーシアム事業
（専門家派遣等）

27年度～

　商工会議所、商工会、地方自治体、金融機関、政府機
関などの支援機関を幅広く結集し、海外展開を図る中
堅・中小企業等に対して、総合的な支援を行う枠組み。
ジェトロが事務局を務め、登録企業に対しては、希望が
あれば各分野に精通した専門家による支援を受けるこ
とも可能。

非公開 継続実施 ○ 非公開 継続実施 継続予定 - ジェトロ

109 1 3 3 1 ○
鹿児島港港湾整備事業（港湾
負担金）

開始年度不明

〔概要〕
　国、県が実施する鹿児島港（重要港湾）の港湾整備事
業等に対し、港湾所在都市（受益者）である本市が、根
拠法令等に基づき事業費の一部を負担するもの。
〔目的〕
　人・物・情報の行き交う国際性豊かな交流拠点や、健
全かつ安心な海洋性レクリエーション基地の整備、物流
機能及び臨港交通体系の充実、海とふれあえる魅力あ
る空間の創出を図る。
〔効果〕
　高度な物流・快適な人流空間や多彩な交流空間、豊
かな日常生活空間、多様で高質な産業空間等の形成
が促進される。

203,425

○平成30年度実績
◇本港区
　・岸壁(-9m)外(舗装工、付属工)
◇新港区
　・緩衝緑地(緑地整備)
◇鴨池港区
　・岸壁第一突堤(-4.5m)(付属工)
◇中央港区
　・岸壁(-10m)(調査・設計、基礎工)
　・係留施設(補修工、付属工)
◇鴨池港区～中央港区
　・臨港道路(調査・設計、補償)
◇谷山一区
　・南物揚場(-1m)外(防食工、舗装工、基礎工)
　・臨港道路（測量・設計）
◇谷山二区
　・物揚場(-2m)(本体工)
　・鋼矢板護岸(防食工)
◇浜平川港区
　・船揚場(本体工)

◎ 768,606

○令和元年度予定
◇本港区
　・岸壁(-7.5m)外（舗装工）
◇新港区
　・緩衝緑地（緑地整備）
　・橋梁（補修工）
◇鴨池港区
　・荒田川排水機場（調査･設計、補修工）
◇鴨池港区～中央港区
　・臨港道路（鴨池中央港区線）（調査、補償、
   橋梁下部工）
◇中央港区
　・岸壁（-10m）（調査・設計、本体工）
　・臨港道路（東開南栄線）（地盤改良工）
◇谷山一区
　・岸壁（-7.5m）（調査・設計）
　・臨港道路（南栄線）（道路改良）
　・臨港道路（谷山一区北線）外（舗装工、洗掘対策）
◇谷山二区
　・物揚場（-2m）（本体工）
　・小型船浮桟橋（調査・設計、補修工、防食工、付属工）
　・鋼矢板護岸（防食工）

継続予定 －

鹿児島港湾・空
港整備事務所

県港湾空港課

（市都市計画課）

110 1 3 3 2 ○ 魚類市場再整備事業 22年度～

（概要）
　平成２４年３月に策定した「鹿児島市中央卸売市場魚
類市場再整備基本計画」に基づき、市場の建て替え及
び活性化対策を推進する。
（目的）
　市場施設の老朽化や食の安全・安心の確保などに対
応する。

1,489,111

○市場棟（１工区）新築工事及び工事監理
○仮設卸売場新築工事
○仮設市場棟改修工事
○市場棟（２期）解体工事
○仮設関連店舗棟賃貸借
　など

◎ 1,304,538
○市場棟（２工区）新築工事及び工事監理
○市場棟（２期）解体工事及び工事管理
　など

継続予定 魚類市場

111 1 3 3 2 ○
食肉センター施設設備整備事
業

8年度～
　良質かつ安全・安心な食肉を安定的、効率的に供給
できるよう、施設設備の維持更新と衛生基準に適合した
施設設備の整備を行う。

663,196

・冷凍冷蔵設備改修工事（～31年度）
・冷凍冷蔵設備改修工事監理業務委託（～31年度）
・病畜棟排水ポンプ改修工事
・病畜棟排水ポンプ改修工事　など

◎ 390,997

・冷凍冷蔵設備改修工事（～31年度）
・冷凍冷蔵設備改修工事監理業務委託（～31年度）
・汚水処理棟外壁・建具改修
・本館棟　蒸気ボイラー更新
・オゾン層破壊物質使用機器更新
・汚水処理設備　予防法全計画策定　　など

継続予定 産業政策課

112
拡
充

2 1 1 1 ○ 新産業創出支援事業 23年度～

　本市の将来を牽引する新たな産業を創出するため、
産学官で構成する「新産業創出研究会」に設置された
部会の会員に対し、専門家による事業化支援や、新
サービス等の創出に向けた助成等を実施する。

9,754

１　新産業創出研究会の開催（3回）
２　健康部会・新事業展開部会の開催（各2回）
３　ニーズ・シーズ検討会の開催（1回）
４　産業振興アドバイザーの配置（5名）
５　ヘルスケアビジネス創出支援プログラムの実施
６　少人数制産学マッチングイベント
　　 「かごしまTechミーティング」の開催（8回）
７　新産業創出支援事業補助金
　(1) 新製品・サービス創出事業
　　　（1年目：1事業者、2年目：3事業者）
　　　上限250万円（2か年度の合計）
　　  補助率1/2又は2/3
　(2) ヘルスケアサービス実証事業（1事業者）
　　　上限40万円、補助率1/2又は2/3
８　経済産業省「平成30年度 健康寿命延伸産業創出推進
　　事業」採択事業への支援

○ 13,086

１　新産業創出研究会の開催（3回）
２　ヘルスケア産業部会（部会の名称変更）
　　 ・新事業展開部会の開催（各2回）
３　産業振興アドバイザーの配置（1名）
４　ヘルスケアビジネス創出支援プログラムの実施
５　事業創造支援プログラム
　　「Kagoshima Startup Birth Project」の実施
６　少人数制産学マッチングイベント
　　「かごしまTechミーティング」の開催（8回程度）
７　新産業創出支援事業補助金
　(1) 新製品・サービス創出事業
　　　（1年目：2事業者、2年目：1事業者）
　　　上限250万円（2か年度の合計）
　　  補助率1/2又は2/3
　(2) ヘルスケアサービス実証事業（2事業者）
　　　上限40万円、補助率1/2又は2/3
８　経済産業省「令和元年度 健康寿命延伸産業創出推進
　　事業」（現在公募中）採択事業への支援
　　（応募/採択案件がある場合）

継続予定 ― 産業創出課
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

113 2 1 1 2 ○
ヘルスケア関連機器開発支援
事業

30年度
　今後の市場拡大が期待されるヘルスケア関連機器の
開発や販路拡大に取り組む県内企業を支援する。

2,660

１　対象者
　　県内ものづくり企業，医療・介護機器等卸業者等
２　対象事業
　①ヘルスケア関連産業参入・取引拡大支援事業
　　（県外医療・介護機器メーカーの訪問・商談の実施）
　②ヘルスケア関連機器開発・トライアル支援事業
　　（試作・研究開発経費補助　50万円×2社　補助率1/2）
　　（ﾍﾙｽｹｱ関連機器ﾄﾗｲｱﾙ支援　40万円×2社）
　③県外医療機器展示会出展事業
　　県外での展示会において，県内企業が試作・研究開発
した製品をPRし，販路拡大を図る

― 事業終了 事業終了 県（産業立地課）

114 2 1 2 1 ○ 創業・経営革新支援セミナー ―

　事業計画書作成方法や経営課題に対する解決方法を
伝授するための少人数の講座を開催し、参加者に密着
した形での創業・経営革新や経営基盤の安定強化に向
けた具体的解決を支援する。

417

経営革新申請にステップアップするための前段階として，
各種補助事業にチャレンジしてもらえるよう「補助事業申
請にも役立つ【3日間完成」経営計画作成個別型セミナー」
と題し，経営計画書の作成方法について個別指導型で開
催した。全3時間×3回開催し，8名が受講した。

○ 500
　全2時間×4回程度で事業計画書の作成が完成する個
別指導型のセミナーを開催

継続予定 ―
かごしま市商工
会

115 2 1 2 2 ○
中小製造業者創業・新分野進
出等支援事業

25年度～

　創業や新分野への進出等に取り組む中小製造業者等
の社内中核人材の育成，研究開発等を支援し，また，
独自の技術を用いた新産業の創出を目指す取組の研
究開発等を支援する。

112,289

１　対象者
　　創業や新分野への進出，規模拡大，新産業の創出に
　取り組む県内に事業所を有する中小製造業者
２　対象分野
　　自動車，電子，食品、環境・新エネルギー，健康・医
　療，バイオ、航空機関連の製造業
３　助成対象事業（助成率、助成限度額）
（１）ソフト支援
・　経営計画の策定（２／３以内，80万円／年）
・　人材育成（１／２以内，120万円／年）
・　試作・研究開発（２／３以内，400万円／年）
・　マーケティング・販路開拓（１／２以内，150万円／年）
・　専門家の招へい（２／３以内，90万円／年）
（２）ハード支援
・　経営計画に基づく製造の用に供する設備投資（新規雇
  用常用者数３人以上）
  （設備投資額（下限１千万円）×２％＋新規雇用常用者
数×３０万円，2千万円）
（３）ベンチャービジネス育成・支援
・　独自の技術を用いた新製品の研究・開発，試作品及び
製品のトライアル供給（２／３以内，600万円／年）
（４）先端技術活用推進
・　第4次産業革命の推進につながる新産業の萌芽となる
ような製品等の研究・開発，試作品製作，生産効率化（２
／３以内，100万円／年）

― 124,600

対象者：県内中小製造業者（新たに起業を目指す者
　　　　　を含む。）
対象業種：２(1)及び(2)については，自動車，電子，食
              　品，環境・新エネルギー，健康・医療，バイオ，
　　　　　　　航空機関連の製造業
　　　　　　　１及び２(3)については，製造業全般
１ 社内中核人材育成支援事業
　　新しいビジネスアイディアやビジネスモデルを創造し，
　強い思いを持って社内を巻き込みながら新事業を展開
　できるマインドやスキルを持つ人材を育成するための
　セミナーや体験型勉強会等を実施
２ 補助事業
 (1)　ソフト支援事業
　・対象事業：経営計画の策定とそれに基づき実施する試
　　　　　　　　作・研究開発，人材育成，マーケティング・販
　　　　　　　　路開拓，専門家招へい
　・補助率：対象経費の２／３以内又は１／２以内
 (2)　ハード支援事業
　・対象事業：経営計画を策定した中小製造業者が，新分
　　　　　　　　野進出や規模拡大等を実現するために行う
　　　　　　　　施設の設備投資
　・補助率：総投資額(下限１千万円)×２％＋常用雇用
　　　　　　　人数×30万円
　・限度額：2,000万円
　・雇用要件：新規常用雇用者３名以上
 (3)　ベンチャービジネス育成・支援事業
　・対象事業：独自の技術を用いた新製品の研究・開発，
　　　　　　　　試作品製作及び製品のトライアル供給
　・補助率：対象経費の２／３以内
　・限度額：600万円

継続予定 県（産業立地課）
一部委託先：(公
財)かごしま産業
支援センター

116 2 1 2 3 ○ かしんチャレンジマーケット 24年度～
　商品やサービスのＰＲ販売と従業員の“売る気と技術”
を磨くとともに、市場を肌で感じる場を提供する。

― 年１２回　アミュ広場にて予定通り実施 ◎ 年１２回　アミュ広場にて予定通り実施 継続予定 鹿児島信用金庫

117 2 1 3 1 ○ ベンチャープラザ開催事業 10年度～

　ベンチャー企業が開発した新商品・新技術について，
企業経営者，金融機関，行政機関等のニュービジネス
に興味・関心を持つ者に対しての発表の場を提供し，併
せて情報交換，商談の場を設けて販路開拓等の取り組
みを支援する。

633 年３回実施（5/9，11/14，2/13） ○ 1,306 年３回実施（5/8，11/13，2/12）予定 継続予定

(公財)かごしま
産業支援セン
ター
（産業振興課）

118 2 1 3 1 ○
新事業等開拓支援事業
（H30までは新事業等開拓支援
プログラム事業）

23年度～
　新たに取り組もうとする研究開発等に対する事前調査
（市場調査・成分分析調査等），新製品の展示会への出
展や市場調査に要する経費の助成を行う。

9,526

助成件数
　 ・ 新事業参入調査支援事業　　　１　件
 　・ 国内新市場開拓事業　　　　　　17　件
　 ・ 海外市場開拓事業　　　　　　　 ６　件

○ 5,000
助成計画件数
　 ・ 新事業等参入調査支援事業　　２　件
 　・ 国内市場開拓調査支援事業　　８　件

継続予定

(公財)かごしま
産業支援セン
ター
（産業振興課）

119 2 1 4 1 ○ 企業立地促進補助事業 S60年度～
　本県経済の浮揚と雇用機会の創出を図るため，企業
が行う設備投資に係る経費及び進出企業が行う設備の
増設・更新等に要する経費を補助する。

794,275
　企業が雇用人員など一定の要件を満たして事業所等を
設置する（増設を含む）場合の経費の一部を補助する｡

― 1,552,650

　事業所の新設又は増設や本社機能（研究所，研修所含
む）の県外からの移転を行い，新規雇用その他の一定条
件を満たして操業した企業に対し，当該事業所の設置に
要する費用の一部を補助する。

継続予定 県（産業立地課）

120 2 2 1 1 ○
木質バイオマス熱導入促進事
業

28年度～
　木質バイオマス熱の導入促進を図るため産学官が連
携して調査・研究を行う。

64
木質バイオマス熱利用について理解を深めるため、事業
者を対象にセミナーを開催した（Ｈ30.11.1）

○ 49
木質バイオマス熱利用について理解を深めるため、事業
者を対象にセミナーを開催する（年１回）

継続予定
再生可能エネル
ギー推進課

大学、関係団
体、民間企業、
金融機関

一部継続予定 
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 
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資 料 ３ 

121
新
規

2 2 2 1 ○
かごしま発イノベーション創出
支援事業

31(R元)年度～

　産学官が連携した研究体制の構築を促進し，地域課
題解決に向けたイノベーション創出等を図るため，大学
や企業等を中心とした研究開発ワーキンググループの
活動を支援する。

― ― ― 2,000

対象者：県内大学や企業等を中心とした産学官の
　　　　　　研究開発ワーキンググループ
対象経費：提案公募型研究事業補助金の申請に必要な
　　　　　　　な予備実証試験や現地調査，データ収集，
　　　　　　　関係機関との調整等に要する経費
補助率等：事業費の10/10以内
補助限度額：500千円以内

継続予定 県（産業立地課）

122 2 2 3 1 ○
そうしんブレーン”２１”ビジネス
マッチング

24年度～

   地域中小企業同士の交流及び新たな受発注の取引
拡大を推進するとともに、異業種動向の情報収集に繋
がるビジネスチャンスの拡大とブレーン“21”企業の県内
外への情報発信を支援する

― 継続実施 ◎ ― 継続実施 継続予定
鹿児島相互信用
金庫

123 2 2 3 1
野村イノベーションマーケットへ
の参加

26年度～
　野村証券が主催する、大学等で創出された知的財産
のデータベースにデータを提供。

― 継続実施 継続実施 継続予定
鹿児島大学産
学・地域共創セ
ンター

124 3 1 1 1 ○ ○ ○ 中心市街地活性化推進事業 19年度～

　中心市街地活性化基本計画を推進するとともに、中心
市街地活性化協議会に対する支援等を行うことにより、
都市機能の増進及び経済活力の向上を促進する。

（１期計画）
計画期間：平成19年12月～平成25年3月
区域面積：368ha
事業数：当初63事業、最終80事業

（2期計画）
計画期間：平成25年4月～平成30年3月
区域面積：381ha
事業数：当初59事業、最終87事業

（3期計画）
計画期間：平成30年4月～令和5年3月
区域面積：381ha
事業数：当初73事業、30年8月現在78事業

3,909

１　中活計画の推進
　(1) 第３期計画の数値目標達成状況の把握や基礎的
　　　調査の実施
　　・空き店舗数の把握
　　　　実績値　81店舗（H30年度）
　　　　目標値　70店舗（R4年度）
　　・宿泊観光客数の把握（市観光統計）
　　　　実績値　R元.8頃確定（H29は315万7千人）
　　　　目標値　322万人（R4年）
　　・歩行者通行量の把握
　　　　実績値　162,357人/日
　　　　目標値　171,000人/日
　　・回遊性・満足度調査（H30.10.28＆31　鹿大と協働
　　　で実施）
　(2) 第３期計画の変更
　　・H30.8.10　第１回変更認定（新規5事業、変更4事業）
　(3) 第２期計画のフォローアップ
　　・最終フォローアップの実施
　　・計画掲載事業の進捗状況の把握（実施主体へ照会
　　　し、事業実績を取りまとめて国へ報告）
２　中活協議会に対する支援
　　・協議会運営費負担金の支出
３　庁内推進調整会議及び同幹事会の運営

○ 7,411

１　中活計画の推進
　(1) 第３期計画の数値目標達成状況の把握や基礎的
　　　調査の実施
　　・空き店舗数の把握
　　・宿泊観光客数の把握（市観光統計）
　　・歩行者通行量の把握
　　・回遊性・満足度調査の実施
　(2) 第３期計画の変更
　　・R元.7　第２回変更予定（新規7事業、変更11事業）
　(3) 第３期計画のフォローアップ
　　・定期フォローアップの実施
　　・計画掲載事業の進捗状況の把握（実施主体へ照会
　　　し、事業実績を取りまとめて国へ報告）
２　中活協議会に対する支援
　　・協議会運営費負担金の支出
３　庁内推進調整会議及び同幹事会の運営

継続予定 － 産業政策課
鹿児島市中心市
街地活性化協議
会

125 3 1 1 1 ○ 街なかサービス推進事業 24年度～

　中心市街地における来街者の利便性と回遊性の向上
を図るため、観光案内、トイレ・ベビーカーの貸出等の街
なかサービス及び特産品の情報発信を行う天まちサロ
ンを運営する。

19,424

1 実施方針
　中心市街地における来街者の利便性と回遊性の向上を
図るため、天まちサロンにおいて観光・イベント情報の提
供やベビーカー貸出など街なかサービスのほか、特産品
等の展示を行う。

2 スケジュール
　天まちサロン利用者数：82,586人（227人/日）
　　　 サービス利用件数：66,441件
 (1)来街者サービス（ベビーカー貸出、手荷物預かり等）
 (2)観光情報、特産品等の情報提供
 (3)特産品の展示

○ 22,999

1 実施方針
　中心市街地における来街者の利便性と回遊性の向上を
図るため、天まちサロンにおいて観光・イベント情報の提
供やベビーカー貸出など街なかサービスのほか、特産品
等の展示を行う。

2 スケジュール
 ※下記(1)～(3)は随時実施
 (1)来街者サービス（ベビーカー貸出、手荷物預かり等）
 (2)観光情報、特産品等の情報提供
 (3)特産品の展示

継続予定 産業支援課

126 3 1 1 1 ○ 創業者テナントマッチング事業 30年度～

　本市主催のセミナー等を修了した人の中心市街地区
域における創業を促すとともに、同区域の空き店舗の活
用を図るため、テナント入居者を支援することにより、中
心市街地の商業機能の集積及び商店街等の活性化並
びに空き店舗の減少を図る。

0

１　実施方針
　中心市街地における創業を促すとともに、
  同区域の空き店舗の活用を図る。

２　スケジュール
　　相談・申請に基づき随時対応

△ 3,000

１　実施方針
　中心市街地における創業を促すとともに、
  同区域の空き店舗の活用を図る。

２　スケジュール
　　相談・申請に基づき随時対応

継続予定 産業支援課

127 3 1 1 1 ○ ○ ○
鹿児島市中心市街地活性化協
議会の運営

19年度～

　鹿児島市が策定する中心市街地活性化基本計画並
びに認定基本計画及びその他必要な事項を協議し、中
心市街地の活性化の総合的かつ一体的な推進に寄与
することを目的とする。

10,105

１　中活協議会の開催
　(1) 第３期中活計画の進捗および計画変更等に関する意
見交換
　(2) フォローアップ報告等に対する協議会の意見集約
２　中心市街地の活性化に関する事業
　(1) 中心市街地活性化に関連する会議等の開催
　(2) 商店街活性化事業への支援
　(3) その他中心市街地の活性化に資する事
３　情報発信事業（ホームページへの各種情報掲載）
４　空き店舗対策事業（店舗実態調査の実施）

○ 7,700

１　中活協議会の開催
　(1) 第３期中活計画の進捗および計画変更等に関する意
見交換
　(2) フォローアップ報告等に対する協議会の意見集約
２　中心市街地の活性化に関する事業
　(1) 中心市街地活性化に関連する会議等の開催
　(2) 商店街活性化事業への支援
　(3) その他中心市街地の活性化に資する事
３　情報発信事業（ホームページへの各種情報掲載）
４　空き店舗対策事業（店舗実態調査の実施）

継続予定
鹿児島商工会議
所、㈱まちづくり
鹿児島

産業政策課
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

128 3 1 2 1 ○
中小企業振興条例に基づく助
成事業
（共同施設設置事業）

S48年度～
　市内の商店街等が構成員の事業共同化のための共
同施設や市民の利便を図るための共同施設（街路灯や
アーケード等）を設置した場合に助成する。

3,720

１　実施方針
　　商店街からの要望等を踏まえ対応

２　スケジュール
　　商店街からの申請に基づき随時対応

３　事業実績
　　3団体へ助成

◎ 83,453

１　実施方針
　　商店街からの要望等を踏まえ対応

２　スケジュール
　　商店街からの申請に基づき随時対応

継続予定 産業支援課

129 3 1 2 1 ○

明るい商店街づくり支援事業

※H23年度までは「商店街活性
化ソフト対策支援事業」で実施

24年度～

　商店街の夜の魅力の創出や消費者が安心して買い物
ができる環境づくりのため、市の共同施設設置事業の
助成を受けて街路灯等を設置した商店街が維持管理す
る街路灯などの電気料の一部を助成する街路灯等点灯
事業と街路灯等にリース契約により省エネ電球を導入し
た場合にリース料の一部を助成する省エネ電球導入事
業を実施する。

7,648

１　実施方針
　　商店街の要望を踏まえ対応

２　スケジュール
　　年に2回（6月、11月）商店街からの申請に基づき実施

３　事業実績
　　街路灯等点灯事業　　60団体に支援
　　省エネ電球導入事業　 4団体に支援

◎ 10,735

１　実施方針
　　商店街の要望を踏まえ対応

２　スケジュール
　　年に2回（6月、11月）商店街からの申請に基づき実施

継続予定 産業支援課

130 3 1 2 1 ○
高度化事業（商店街整備等支
援事業）

16年度～

　第三セクターなどが主体となって、商店街の中核的施
設となるイベントホール、ポケットパーク、駐車場などを
整備したり、ショッピングセンター型の共同店舗を設置
し、運営するものに対して貸付などを行う事業。

― 同左 ○ ― 同左 継続予定
中小企業基盤整
備機構

131 3 1 2 2 ○ 商店街歩行者通行量調査 S49年度～

　本市主要商店街における歩行者の流れや特徴を把握
し、その分布状況及び動向を比較分析することにより、
今後の商店街の振興を図っていくための基礎資料とす
る。

7,484

１　実施方針
　・154地点にて実施

２　スケジュール
　・平成30年10月18日（木）、20日（土）、21日（日）の3日間
実施

◎ ―
１　実施方針
　・隔年実施のため今年度は実施しない

継続予定 産業支援課

132 3 1 2 2 ○ 頑張る商店街支援事業 19年度～
　商店街等が、独自のアイデアや創意工夫を生かし、商
店街の活性化を図るために実施する事業に助成する。

40,096

１　実施方針
　商店街の活性化を図るために実施する事業について、
商店街の特徴や現状・商店街づくりの方向性に沿った支
援を行う。

〔補助対象事業〕
・総合支援型：3‐5年度間の事業計画を策定し、複数の事
業を組み合わせることにより商店街づくりを総合的に進め
る事業
・個別支援型：フラッグ作成やイベント開催等個別に実施
する事業

２　スケジュール
　　商店街からの申請に基づき随時実施

３　実施事業
・総合支援型
　We Love 天文館協議会など
・個別支援型
　いづろ商店街振興組合など

◎ 57,849

１　実施方針
　商店街の活性化を図るために実施する事業について、
商店街の特徴や現状・商店街づくりの方向性に沿った支
援を行う。

〔補助対象事業〕
・総合支援型：3‐5年度間の事業計画を策定し、複数の事
業を組み合わせることにより商店街づくりを総合的に進め
る事業
・個別支援型：フラッグ作成やイベント開催等個別に実施
する事業

２　スケジュール
　　商店街からの申請に基づき随時実施

３　実施事業
・総合支援型
　We Love 天文館協議会など
・個別支援型
　いづろ商店街振興組合など

継続予定 産業支援課

133 3 1 2 2 ○ にぎわい商店街づくり支援事業 19年度～

　商店街の経営実態調査、来街者、居住世帯の買物調
査、現場診断の結果などを中小企業診断士等が分析
し、商店街活性化のための提言や助言を行う。
　また、商店街が中心となって「商店街づくり検討会」を
組織し、診断士等の助言をもとに、「商店街づくり」の構
想・計画などを策定する。

― ※商店街からの要望がなかったため予算計上なし ― 1,091

１　実施方針
　　商店街からの要望等を踏まえ対応

２　スケジュール
　　商店街からの申請に基づき随時対応

３　事業実績
　　1団体

継続予定 産業支援課

134 3 1 2 2 ○
中小企業連携組織等支援事業
（組合等連携強化指導事業(商
業・サービス業））

23年度～
　地域の商業・サービス業者等を対象とした連携強化の
推進や人材育成，商店街の連携による新たなサービ
ス，ソフト事業構築への支援を行うことを目的とする。

265

(1)対　 象：（一社）鹿児島市商店街連盟
　 開催日：平成30年11月29日
　 テーマ：インバウンドビジネス研究会
　 講　 師：INOUT(株)　取締役副社長　帆足千恵

(2)対　 象：宮之城中心市街地通り会
　 開催日：平成30年12月22日
　 テーマ：第1回さつまdeまちゼミ　結果研究会
　 講　 師：岡崎まちゼミの会　代表　松井洋一郎

(3)対　 象：鹿児島県中古自動車販売(商工)
　 開催日：平成31年2月22日
　 テーマ：中古自動車販売業における事業承継
　　　　　　　～経営承継・資産承継の進め方～
　 講　 師：税理士法人さくら優和パートナーズ
　　　　　　　代表社員　岩元耕児

◎ 409

組合等を対象にセミナー等を開催する。
(1)対　 象：鹿児島県書店商業組合
　 開催日：令和元年5月24日
　 テーマ：「これからの書店におけるキャッシュレスへの対
応」
　　　　　　「書店における公共図書館への納入について」
　 講　 師：(株)高島書房　代表取締役　高島瑞雄

その他、対象・開催日等未定

継続予定 ―
鹿児島県中小企
業団体中央会

県
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
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資 料 ３ 

135 3 1 2 2 ○ 谷山通り会連合会指導事業 ―
　商店街の活性化を図るため、まちおこしの先進地の
リーダーや専門家を招へいして、講習会や懇談会を実
施し商店街の事業運営を側面から支援する。

510

谷山商店街通り会連合会に対する運営指導を実施
◎会議
　　役員会2回，総会1回開催
◎事業等
　・第39回谷山ふるさと祭への協力（のぼり旗設置，パレー
ド給水所の設置，消費者ふれあい市の開催）
　・研修会
　　　平成31年1月18日，「消費税増税に伴う軽減税率対策
とキャッシュレスポイント還元について」と題して実施した。

○ 500 継続実施 継続予定 ―
かごしま市商工
会

136 3 1 2 2 ○
商店街活性化・人材育成支援
事業

30年度～

　本事業の支援対象となった商店街にアドバイザーを派
遣し，PDCAサイクルを活用した商店街活動の実践を支
援するとともに，支援商店街のリーダー・若手等の商店
街活性化に関する悩みや取組の進め方等について助
言・指導等を行う「商店街よろず相談室」を実施する。

1,268

県内の２つの商店街を選定し，ＰＤＣＡサイクルを踏まえた
実践的な計画策定・実施を支援するとともに，人材育成を
図るため，今後の商店街を担う若い方々に対し，先進的な
取組を行っている商店街のリーダーによる助言・指導を行
う。
また，成果報告会を開催し，県内の市町村や商店街関係
者に広く周知し，各地域における取組の促進につなげる。

◎ 事業終了 事業終了 県（商工政策課）
鹿児島県商店街
振興組合連合会

137
新
規

3 1 2 2 ○
地域力を生かした個性ある商
店街づくり支援事業

31(R元)年度～

地域力を生かした個性ある商店街づくりを促進するた
め，各商店街におけるキャッシュレス化の推進などの新
たな取組や計画づくり等について，アドバイザーによる
助言を行うほか，県内外の先駆的取り組みの視察やセ
ミナー，地元の大学等と連携した活動への支援を行う。

― ― ― 1,212
１．アドバイザー派遣
２．先駆的取組視察のコーディネート
３．セミナーの開催　　等

継続予定 ― 県（商工政策課）
鹿児島県商店街
振興組合連合会

138 3 1 3 2 ○ 地域繁盛店づくり支援事業 23年度～
　実践的なセミナーと店舗での指導を組み合わせた研
修会を開催し、地域商業の中核となる繁盛店を育成す
ることにより、商店街全体の活性化につなげる。

1,801

１　実施方針
　  継続実施

２　スケジュール
　   平成30年9月～平成31年2月にセミナーと臨店指導
     を実施

３　実績値
  　受講者：6名
　  回数：7回（セミナー3回、臨店指導4回）

○ 1,865

１　実施方針
　  継続実施

２　スケジュール
　　9月～2月にセミナーと臨店指導を実施

継続予定 産業支援課

139 3 1 3 2 ○
商人塾
創業塾

―
　短期・集中型の研修講座として、商業・サービス業に
おける人材の育成を図るため「商人塾」を、創業の取組
を支援するため「創業塾」を実施する。

2,062
　商人塾　　2月開催・全6回講座・45名受講
　創業塾　10月開催・全6回講座・40名受講

◎ 2,240
　商人塾　  2月開催予定
　創業塾　10月開催予定

継続予定
鹿児島商工会議
所

140 3 1 3 2 ○ 商店街交流事業 22年度～ 　先進地視察・交流 372

商店街交流事業
視察地：大阪府大阪市、京都府京都市
実施日：平成30年9月11日 ～ 12日
参加者：6名
視察先：黒門市場商店街(振)（大阪市）、古川町商店街
(振)（京都市）、京都三条会商店街(振)（京都市）

◎ 660

商店街交流事業（予定）
視察地：未定
実施日：令和元年11月頃（予定）
参加者：15名程度
視察先：未定

継続予定 ―
鹿児島県商店街
振興組合連合会

鹿児島市
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 
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資 料 ３ 

141 3 1 3 2 ○
商店街振興組合指導事業
(鹿児島県補助事業)

22年度～
　商店街振興組合役員・組合員を対象とした研修会の
開催、情報提供を行う。

1,305

Ⅰ　指導事業
　　全振連　役員研修会　2回
Ⅱ　商店街活性化研究会（3回）
　①　開催日：平成30年10月20日
　　　対象組合：北田・大手町商店街(振)、
                   鹿屋本町一番商店街(振)
　　　テーマ：第2回鹿屋まちゼミ　結果研究会
　　　講師：岡崎まちゼミの会　代表　松井　洋一郎 氏
　②　開催日：平成31年1月29日
　　　対象組合：天文館商店街(振連)
　　　テーマ：リノベーションまちづくりの現状と課題
　　　　　　　　　～不動産オーナーはまちづくりの主役～
　　　講師：魚町商店街(振)　理事長　梯 輝元 氏
　③　開催日：平成31年2月7日
　　　対象組合：一番街商店街(振)
　　　テーマ：組合加入率向上に対する取り組み
　　　講師：京都三条会商店街(振)　会長　上田照雄 氏
Ⅲ　商店街人材育成研修会（2回）
　①　開催日：平成30年7月27日
　　　テーマ：商店街はなぜ滅びるのか
　　　　　　　　　　～社会・政治・経済史から探る再生の道～
　　　講師：学習院大学　非常勤講師　新 雅史 氏
　②　開催日：平成30年11月14日
　　　テーマ：わがまちを愛し誇れるまちづくりを
　　　講師：(株)まちづくり松山　代表取締役　加戸慎太郎
氏
Ⅳ　広報誌「街づくり　かごしま」の発行。
　　　年３回、各350部。商店街に関する情報提供、商店街
の実施事業
　　　の紹介等。

◎ 1,301

Ⅰ　指導事業
　全国商店街振興組合連合会が主催する、役員講習会、
職員講習会、青年部指導者講習会等への参加や、会員商
店街の運営指導。

Ⅱ　商店街活性化研究会
　県下3商店街振興組合が抱える問題の解決への糸口を
つかみ、活性化へと結びつけるための研究会を実施す
る。
　（実施予定）
　①　天文館商店街(振連)
　②　指宿中央通商店街(振)
　③　加世田本町通商店街(振)

Ⅲ　商店街人材育成研修会（2回）
　全会員を対象として、「リーダー育成」、「後継者育成」、
「事務局強化」をテーマに研修会を開催する。

　①　第一回
　　　開催日：令和元年9月（予定）
　　　テーマ：未定
　　　講師：未定
　
　②　第二回（10月頃予定）

Ⅳ　広報誌「街づくり　かごしま」の発行。
　　年３回、各350部。
　　商店街施策等の情報提供、各商店街事業の紹介等

継続予定 ―
鹿児島県商店街
振興組合連合会

鹿児島県

142 3 1 3 2 ○
中心市街地商業活性化診断・
サポート事業

16年度～

　中心市街地活性化協議会又は中心市街地活性化法
による活性化を検討する商工会議所・商工会・まちづく
り会社等の組織、及び認定民間中心市街地商業活性
化事業者である中小企業者に対し、セミナーの企画・立
案支援や講師派遣、プロジェクトチームによる継続支援
等を行う。

― 同左 ○ ― 同左 継続予定
中小企業基盤整
備機構

143 3 1 3 2 ○ よろず支援拠点ミニセミナー 27年度～
　「売上アップ」や「経営力アップ」に即つながる少人数で
のミニセミナーを行う。

― 24回開催 ○ ― 30回程度開催予定 継続予定

(公財)かごしま
産業支援セン
ター（経営支援
課）

144 3 1 3 3 ○ 街なかリノベーション推進事業 29年度～
　空き店舗等の再生を担う人材を育成し、民間主導のま
ちづくりを推進する。

8,507

１　実施方針
　空き店舗等の再生を担う人材を育成する。

２　実施事業予定
　(1)リノベーションまちづくりシンポジウム2回開催
　    第1回：105人　第2回：80人
  (2)リノベーションスクール開催
　(3)アフターフォロー開催

○ 1,589

１　実施方針
　空き店舗等の再生を担う人材を育成する。

２　実施事業予定
　これまでのリノベーションスクールの修了生等を対象とし
て、事業計画を作成する場を設け、空き店舗等の有効活
用を促進する。

継続予定

・対象者をリノベー
ションスクールの修
了生に限定しない予
定。

産業支援課

145 3 1 4 1 ○ 元気の出る中小企業支援事業 7年度～
　商工業の事業協同組合や商店街、中小企業者で組織
するグループが開催する研修会等に講師を派遣する。

1,146

１　実施方針
　　対象団体の要望を踏まえ対応

２　スケジュール
　　対象団体の申請に応じ研修会を開催

３　事業実績
　　WeLove天文館協議会など計９団体に派遣

◎ 2,038

１　実施方針
　　対象団体の要望を踏まえ対応

２　スケジュール
　　対象団体の申請に応じ研修会を開催

継続予定 産業支援課

146 3 1 5 1 ○ ソーシャルビジネス促進事業 23年度～

　インキュベーション・マネージャーを活用し、ソーシャル
ビジネス（SB)事業者への助言や企業等とのマッチング
支援により、SBの成長を促進する。
（H23～24はセミナーやイベントを通じてSBの周知広報
を図り、H25～27はアドバイザーを派遣）

396

　新規創業者等育成支援事業と一括して鹿児島相互信用
金庫に業務委託（H25.7～）

１　SB事業者への助言指導（ＩＭ対応）

○ 439

　新規創業者等育成支援事業と一括して鹿児島相互信用
金庫に業務委託（H25.7～）

１　SB事業者への助言指導（ＩＭ対応）

継続予定 ― 産業創出課
関係機関、民間企
業等

147 3 1 5 3 ○ 市民とつくる協働のまち事業 18年度～
　市民と行政との協働によるまちづくりを進めるため、公
益的なサービスを提供する市民活動団体の活動に対
し、経費の一部を助成する。

2,041

１　実施方針
　市民と行政との協働によるまちづくりを進めるため、公益
的なサービスを提供する市民活動団体の活動に対し、経
費の一部を助成した。

２　実績
　補助金額　　1,975千円　補助団体数　12件

○ 2,871

１　実施方針
　市民と行政との協働によるまちづくりを進めるため、公益
的なサービスを提供する市民活動団体の活動に対し、経
費の一部を助成する。

２　スケジュール
　平成31年3月～31年4月　事業募集
　令和元年5月～6月　選考審査会、採択決定
　令和元年6月～2年3月　事業実施

継続予定 ―
ＮＰＯ法人等の
市民活動団体
(市民協働課)
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 
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資 料 ３ 

148 3 2 1 1 ○

「メイドインかごしま」支援事業
（製造業アドバイザー派遣・経
営力強化補助・新製品等支援
補助・販路拡大推進補助）

24年度～
　本市中小企業（製造業者等）の新製品開発等の経営
力の強化や商品の販路拡大の取組を支援する。

5,574

1 実施方針
　 継続実施

2 市内の製造業者等からの申請に基づき随時対応
 (1)経営力強化補助
　・人材育成：2件
 (2)新製品等支援補助
　①新製品等開発：5件　②新商品販路開拓：5商品
 (3)販路拡大推進補助：19件

○ 7,781

1 実施方針
　 継続実施

2 市内の製造業者等からの申請に基づき随時対応。
 (1)経営力強化補助
 (2)新製品等支援補助
 (3)販路拡大推進補助

継続予定 産業支援課

149 3 2 1 1 ○

クリエイティブ産業創出支援事
業

※H26まで「クリエイティブタレン
ト育成支援事業」

25年度～

市内デザイナーのスキルアップや製造業者等のデザ
イン面での事業革新を支援するため、新たにデザインコ
ンテストを開催するとともに、デザイン関連講座を充実
し、デザイン産業の人材育成や本市商工業者のマーケ
ティング力の向上及び製品等の競争力強化を図る。

10,789

１　「かごしまデザインアワード2018」の開催
　　・企業課題部門
　　　課題提供企業 4者(SHIROYAMA HOTEL kagoshima、
　　　㈲竜乃家、東酒造㈱、メイワ医科工業㈱）
　　・学生部門
　　　課題提供企業 1者（鹿児島ユナイテッドFC）
　　・パブリックデザインコンペ（※）
　　　課題提供者 1者（鹿児島市産業創出課）
　　　※応募資格を全国の若手デザイナーへ拡充
　　 ・応募作品数　500作品
　　 ・受賞作品　10作品
２　クリエイティブ分野に関わる人材育成セミナー・
　　アワード関連セミナーの開催
　　 開催回数　7回
　 　参加者　延べ296名
３　受賞作品の商品化支援、マッチング機会の提供
　　・受賞作品展示販売会
　　 日程　30年7月17日～23日
　　 場所　日本百貨店しょくひんかん、
　　　　　 3331 Arts Chiyoda（東京）

◎ 9,896

１　「かごしまデザインアワード2019」の開催
　　・企業課題部門
　　　課題提供企業 ６者（㈲大瀬商店、
　　　㈲かごしま有機生産組合、市再生エネルギー推進
　　　課、相良酒造㈱、NPO法人桜島ミュージアム、
　　　セイカ食品㈱）
　　　※学生部門、パブリックデザインコンペを統合

２　クリエイティブ分野に関わる人材育成セミナー・
　　アワード関連セミナーの開催（２回）

３　受賞作品の商品化支援、マッチング機会の提供

継続予定 産業創出課

150 3 2 1 1 ○

ものづくり重点業種支援事業

（重点業種研究開発支援事業，
重点業種企業力向上支援事，
重点業種広域連携事業）

20年度～

(1)　本県の重点業種である自動車，電子，新成長分野
関連産業の振興を図るため，新技術・新製品の研究開
発を支援する。
(2)　重点業種における取組事例等に関するセミナーの
開催，経営改善活動を支える人材の育成支援を通じ，
重点業種への新規参入や取引拡大等を促進する。
(3)　本県の重点業種である自動車，電子，新成長分野
について，九州内における広域的連携組織に参画し，
合同商談会等を開催する。

16,655

　・対象業種；自動車・電子・新成長分野
　・補助率；2/3以内
　・かごしま産業支援センターに委託

     ・ＴＰＳ研修会等の開催

― 16,633

　・対象業種；自動車・電子・新成長分野
　・補助率；2/3以内
　・かごしま産業支援センターに委託

     ・ＴＰＳ研修会等の開催

継続予定 県（産業立地課）
一部委託機関：
(公財)かごしま産
業支援センター

151 3 2 1 1 ○

ものづくり補助金関連事業

・ものづくり中小企業・小規模事
業者試作開発等支援事業(フォ
ローアップ事業）

・革新的ものづくり・商業・サー
ビス開発支援補助金（H28補
正）→H29実施分

・ものづくり・商業・サービス経
営力向上支援補助金（H29補
正）

・ものづくり・商業・サービス生
産性向上促進補助金（H30補
正）

（ものづくり・商業・サービス革
新補助金(H24補正～H25補正)
・ものづくり・商業・サービス新
展開支援補助金（H27補正））

24年度～

　国内外のニーズに対応したサービスやものづくりの新
事業を創出するため、認定支援機関と連携して、革新
的な設備投資やサービス・試作品の開発を行う中小企
業を支援する。

96,800

１．H24補正～H26補正補助金交付企業に対する
　　フォローアップ巡回

２．成果事例発表会開催、成果事例集作成
　 　開催日：平成30年11月19日
　 　出展事業者：25事業者
   　販路開拓相談事業者：37事業者
　   事例発表事業者：4事業者
　  セミナー：一生一事一貫　～靴下一筋タビオの経営哲
学～
　　講　師：タビオ(株)　代表取締役会長　越智直正
　
３．H29補正における公募及び採択企業に対する中間検
査、確定検査、補助金交付　等

４. H30補正における公募

◎ 164,115

１．H30補正における公募及び採択企業に対する中間検
査、確定検査　等

２．展示商談会の開催・出展、成果事例集作成
　　 開催日：令和元年11月6日・7日
　　 開催場所：鹿児島アリーナ

３．過去の補助金交付企業に対するフォローアップ（販路
開拓等）

継続予定 ―
鹿児島県中小企
業団体中央会

中小企業庁、認
定支援機関

152 3 2 2 1 ○ 特産品宣伝事業 ―

　特産品ガイドブックを作成・配布し、市内の優れた特産
品をイベントなどあらゆる機会を利用し、市民はもとより
県内外の多くの人々に紹介・宣伝し、需要の拡大と販路
の拡大を図る。

2,658

１　実施方針
　　①特産品ガイドブック作成：20,000部（日本語版）
　　②特産品ガイドブックの配布

２　スケジュール
　　年間を通して実施

○ 1,819

１　実施方針
　　①特産品ガイドブック作成：2,000部（外国語版）
　　　（英語版・韓国語版・中国（繁体）語版・
　　　　中国（簡体）語版　　各500部）
　　②特産品ガイドブックの配布

２　スケジュール
　　年間を通して実施

継続予定 産業支援課

153
拡
充

3 2 2 1 ○
伝統的工芸産業の活路開拓支
援事業

S55年度～
　伝統的工芸産業の産地組合が行う活路開拓事業に必
要な経費を補助することにより、本市の伝統的工芸産
業の振興を図る。

2,810

１　実施方針
 　継続実施

２　スケジュール
  (1)本場大島紬宣伝事業実施（9月～3月）
  (2) 第13回ふれあい竹のいち開催（5月）
  (3)「薩摩焼フェスタ」開催（11月）

◎ 4,288

１　実施方針
 　継続実施

２　スケジュール
  (1)本場大島紬宣伝事業実施（9月～3月）
  (2)鹿児島焼酎＆ミュージックフェス（渋谷区開催）出展
　　費用補助（5月）
  (3) 第14回ふれあい竹のいち開催（5月）
  (4)「薩摩焼フェスタ」開催（11月）

継続予定

イベント時などに本場
大島紬を市長や職員
が着用することで、周

知する機会を増や
し、本場大島紬の振
興や販路拡大を増や

す。
（着物のレンタル代及

び着付け代）

産業支援課

薩摩焼フェスタ実行委員
会
（鹿児島県薩摩焼協同組
合、鹿児島市、鹿児島
県、日置市、霧島市、姶
良市、(公社)鹿児島県特
産品協会、(公社)鹿児島
県観光連盟、南日本新
聞社）

18/32
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

154 3 2 2 1
「かごしま伝統の技と味」伝承対
策事業

29年度～

　伝統的工芸品等への理解と認識を深め、若い感性を
活かしたモノづくりを促進するとともに、多様な働き方に
対する意識の向上を図るため、学生等を対象にした講
座や製造体験、製造者との交流会を実施する。

―

・小中学生を対象とした工芸品の製造体験を行う「かごし
まの手仕事学校」を実施
・大学生等を対象に伝統的工芸品の職人等による研修会
を実施
・伝統的工芸品等を大学の図書館内に展示・紹介

○

・小中学生を対象とした工芸品の製造体験を行う「かごし
まの手仕事学校」や特産品販売体験会の実施
・大学生等を対象に伝統的工芸品の職人等による研修会
の実施

継続予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

155 3 2 2 2 ○ ビジネスマッチング支援事業 ―
　県外の発注企業等を本県に招へいし、県内受注企業
との商談会等を開催して，新規販路開拓を支援する。

2,068
　かごしま取引商談会を１回開催

　ミニ商談会を発注企業の外注ニーズに応じ適宜開催
○ 2,954

　かごしま取引商談会を１回開催予定

　ミニ商談会を発注企業の外注ニーズに応じ適宜開催予
定

継続予定

(公財)かごしま
産業支援セン
ター（取引振興
課）

156 3 2 2 2 ○ 新規販路開拓支援事業 26年度～
　県外で開催される展示会に，当センターがブースを確
保し，出展を希望する県内中小企業に展示スペースを
提供して，新規販路開拓を支援する。

10,511
第２２回機械要素技術展（東京ビッグサイト）へ出展
第２１回機械要素技術展（インテックス大阪）へ出展
第１３回メッセナゴヤ２０１８（ポートメッセなごや）へ出展

○ 5,700 第２４回機械要素技術展（幕張メッセ）へ出展予定 継続予定

(公財)かごしま
産業支援セン
ター（取引振興
課）

157 3 2 2 2 ○ ○
そうしん食＆アグリビジネス交
流会

20年度～

　鹿児島県内の農畜産物・水産物生産業者およびこれ
らの食品加工業者の販路拡大支援として、商談会を実
施する。また、平成23年度からは、鹿児島の豊富な食と
観光資源をまるごと広くＰＲし、多様な販路開拓支援を
行うとともに、バイヤーや旅行エージェント等に、食と観
光の情報発信と交流の機会を提供する商談会を開催し
ている。

―

うんまかかごっま食＆アグリ特別商談会
平成30年４月開催　鹿児島市
参加企業数　１５０社

◎ ―
うんまかかごっま食＆アグリ特別商談会
開催時期未定 継続予定

鹿児島相互信用
金庫

158 3 2 2 3 ○ Ｊ－ＧｏｏｄＴｅｃｈ 26年度～

・優れた技術・製品・サービスをもつ中小企業と国内外
の信頼できる企業とをつなぐビジネスマッチングサイト。
　製品開発や事業提携、海外展開のビジネスパート
ナー探し、新規取引に向けた情報交換をサイト上で効
率よく行うことができます。

― 同左 ○ ― 同左 継続予定
中小企業基盤整
備機構

159 3 2 3 1 ○
食品加工技術レベルアップ支援
事業

29年度～

　食品加工技術の強化を図るため，食品関連企業が求
める技術的ニーズと機械製造業者の持つ技術的シーズ
をマッチングした産学官連携による機械装置等の研究
開発を支援する。

10,011
・食品製造業及び機械製造業の現地調査
・共同研究の促進
・ラボツアーの開催

― 10,233

１ 食品製造業及び機械製造業の現地調査
２ 共同研究の促進
　・対象者：県内食品製造業及び機械製造業
　・対象事業：１を踏まえた製品の高付加価値化及び
　　　　　　　　そのための機械システムの研究開発
３ ラボツアーの開催
４ マッチングコーディネーターの設置

事業終了 県（産業立地課）
(公財)かごしま産
業支援センター
へ委託

160 3 2 4 1 ○ 技術相談会 19年度～
　中小企業・個人事業主の経営基盤強化の一助として、
㈱鹿児島ＴＬＯと連携して技術相談・技術提携などの相
談会を実施する。

―

１　実施方針
　中小企業・個人事業主の経営基盤強化の一助として、㈱
鹿児島ＴＬＯと連携し技術相談・技術提携などの相談会を
実施する。
2　スケジュール
　①平成30年9月　「第12回技術相談会」を実施　4社参加
　②平成31年2月　「第13回技術相談会」を実施　7社参加

○

１　実施方針
　中小企業・個人事業主の経営基盤強化の一助として、㈱
鹿児島ＴＬＯと連携し技術相談・技術提携などの相談会を
実施する。
2　スケジュール（予定）
　①令和元年9月　「第14回技術相談会」
　②令和2年2月 　「第15回技術相談会」

継続予定 南日本銀行 ㈱鹿児島ＴＬＯ

161 3 2 4 2 ○
新事業研究開発助成事業
（H24までは研究開発助成事
業）

S58年度～
　研究開発型企業等が行う，新技術・新製品等の開発・
試作に要する経費の一部を助成する。

3,204 助成件数　　　　１件 ◎ 3,396 助成計画件数　　　　１件 継続予定

(公財)かごしま
産業支援セン
ター（産学官連
携課）

162 3 2 5 2 ○ 売場づくり支援事業 ―

　主に小売業での現場改善策を模索している小規模事
業者に、大企業等で実際に改善を担当してきた経験豊
富な専門家等を企業に派遣し,現状分析と具体的な改
善策の提案、実施までを支援する。

― 6事業所6回 ○ ― 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

163 3 2 5 2 ○ 専門家派遣事業 12年度～

　創業者や経営革新を図る中小企業者が抱える経営，
情報化，販売，マーケティング等のさまざまな問題に対
して，当センターに登録している民間の専門家を派遣
し，診断助言を行う。

3,887
企業に対する専門家の派遣
 　９社　６３回

○ 4,321
企業に対する専門家の派遣
 　１０社程度　７０回（予定）

継続予定

(公財)かごしま
産業支援セン
ター（経営支援
課）

一部継続予定 
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

164 3 3 1 1 ○
ソフトプラザかごしま管理運営
事業

14年度～30年
度

　本市情報関連産業の育成や地元中小企業の情報化
を図るため、ソフトプラザかごしまの円滑な管理・運営を
行う。

44,796

本市情報関連産業の育成や地元中小企業の情報化を図
るため、ソフトプラザかごしまの円滑な管理、運営を行っ
た。

クリエイティブ産業振興を担うビジネス・インキュベーション
施設としてリニューアルを行い、平成31年2月8日に供用開
始。
※平成31年2月以降は「クリエイティブ産業創出拠点施設
企画運営事業」へ移管

○
31年度からクリエイティブ産業創出拠点施設企画運営事
業へ移管

事業終了 産業創出課

165
新
規

3 3 1 1 ○

クリエイティブ産業創出拠点施
設企画運営事業

※H30まで「ソフトプラザかごし
ま管理運営事業」

31(R元)年度～

　商品・サービスの高付加価値化や創造的な新事業展
開を促進し地域経済の活性化を図るため、クリエイティ
ブ人材の育成支援を行うとともに、これら人材が多様な
事業者等と交流・連携する拠点が必要であることから、
本市のクリエイティブ産業振興を担うビジネスインキュ
ベーション施設を整備し、施設の基本的機能に沿った企
画運営を行う。

23,061

１　開館準備等業務
　(1) 情報発信
　(2) オープニングセレモニー（式典）の開催
　(3) オープニングイベント
　　　 ・ワークショップの開催（3回）
　　　 ・オープニングセミナーの開催（5回）
２　企画運営業務
　(1) 人材育成
　　　 ・人材育成セミナー等の開催（3回）
　　　 ・マッチングイベントの開催（1回）
　(2) コミュニティ形成
　　　 ワークショップ等の開催（2回）
　(3) 情報発信
３　施設の管理運営

※現「ソフトプラザかごしま」をリニューアルし、平成31年2
月8日に供用開始

◎ 72,665

１　企画運営業務
　(1) 人材育成
　　　 ・人材育成セミナー等の開催（22回）
　　　 ・マッチングイベントの開催（4回）
　(2) コミュニティ形成
　　　 ワークショップ等の開催（10回）
　(3) 情報発信
　　　 パンフレット等の作成
　　　 公式WEBサイト運営
２　施設の管理運営

継続予定 産業創出課

166
拡
充

3 3 1 1 ○ クリエイティブ人材誘致事業 28年度～

　本市の都市機能の集積を生かし、製品等の高付加価
値化の促進や新たな価値を創造するクリエイティブ産業
の創出を図るため、首都圏等に集中しているクリエイ
ティブ人材を誘致し、産業集積を促進することにより、豊
かで持続性の高いクリエイティブシティかごしまの実現
を目指す。

3,703

１　UIＪターン施策
　　・首都圏でのUIＪターンイベント開催
       場所　　アーツ千代田3331（千代田区）
　　　参加者　15名
　　・お試し移住イベント開催
　　　参加者　8名

２　移住に関する補助金
　　・移住交通費補助
      　1件（上限10万円、補助率2/3）
　　・事業所改修費等補助
         2件（上限15万円、補助率2/3）

○ 4,947

１　UIＪターン施策
　　・首都圏でのUIＪターンイベント開催
       場所　　東京
　　　参加者　30名予定
　　・お試し移住イベント開催
　　　参加者　10名予定

２　移住に関する補助金
　　・移住交通費補助
      　 5件予定（上限10万円、補助率2/3）
　　・事業所改修費等補助
         3件予定（上限15万円、補助率2/3）

継続予定 産業創出課

167 3 3 1 1 ○
クリエイターズオーディション開
催事業

29～30年度

　本市デザイナー等のクリエイティブ人材と首都圏等の
企業とのビジネスマッチングの機会を増加させることに
より、本市クリエイティブ人材の活用を促進するととも
に、クリエイティブシティ鹿児島としてのイメージを首都
圏にPRすることで、クリエイティブ人材の誘致、企業立
地の促進、本市クリエイティブ産業の振興を図る。

1,679

クリエイターズオーディションの開催
　１　東京開催
　　　会場　　　アーツ千代田3331（千代田区）
　　　参加者　発表クリエイター3名
　　　　　　　　　企業13者
　２　本市開催
　　　参加者　発表クリエイター11名
　　　　　　　 　企業21者

○
31年度からクリエイティブ産業創出拠点施設企画運営事
業へ統合

継続予定 産業創出課

168 3 3 1 1 ○

クリエイティブ産業創出拠点整
備事業

※H28まで「ソフトプラザかごし
まリニューアル事業」

29～30年度

　28年度に策定した「ソフトプラザかごしまリニューアル
整備・運営基本計画」に基づき、同施設を本市の「クリエ
イティブ産業創出拠点施設」としてリニューアルすること
により、商品・サービスの高付加価値化や創造的な新
事業展開を促進し、地域経済の活性化を図る。

169,175

　ソフトプラザかごしまリニューアル整備・運営基本計画に
基づき、同施設をクリエイティブ産業創出拠点として整備
するため、本年度は建築・設備工事等を行う。（平成31年2
月8日供用開始）

◎
事業終了
（30年度）

事業終了 産業創出課

169
拡
充

3 3 2 1 ○ 企業立地推進事業 S61年度～

【目的】
　市外企業の誘致や地元企業の増設等による企業立地
を戦略的に推進し、本市商工業の振興、ひいては雇用
の拡大及び確保に繋げる。

【概要】
　「鹿児島市企業立地推進方策」に基づき、重点産業の
立地に向けた取組みを実施する。
＜重点産業＞
　　・食関連産業
  　・成長分野に関連する新産業
  　・都市機能の集積を生かした産業
＜取組み＞
　　・優遇制度の充実、企業の人材確保支援等
　　・情報収集及びＰＲ、企業訪問等

145,909

１　実施方針、スケジュール
　「鹿児島市企業立地推進方策」に基づき、重点産業の立
地に向けた取組みを実施する。

　・展示会への出展：30年10月
　・企業訪問：随時
　・立地企業の魅力発見の取組【ゼロ予算事業】
　・企業視察案内（学校、ハローワーク等）
　・企業立地アンケートの実施
　　（健康産業等成長分野及びコールセンター等）

２　立地協定：8社

◎ 232,001

１　実施方針、スケジュール
　「鹿児島市企業立地推進方策」に基づき、重点産業の立
地に向けた取組みを実施する。

　・展示会への出展：令和元年10月
　・企業訪問：随時
　・立地企業の魅力発見の取組【ゼロ予算事業】
　・企業視察案内（学校、ハローワーク等）
　・市内製造業者の新増設に対する新規雇用者要件の緩
和

２　立地協定：2社（令和元年6月7日現在）

継続予定 - 産業創出課 県
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
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Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

170 3 3 2 1 ○ 首都圏における企業誘致 ―

　「鹿児島市企業立地推進方策」に基づき、重点産業の
立地に向けた取組みを実施する。
＜重点産業＞
　・食関連産業
　・成長分野に関連する新産業
　・都市機能の集積を生かした産業
＜取組み＞
　・情報収集及びＰＲ、企業訪問等

―
・産業創出課の展示会への出展支援：30年10月
・首都圏の企業訪問：随時
・立地協定：8社　うち関東は4社

◎ 0
・産業創出課の展示会への出展支援：元年10月
・首都圏の企業訪問：随時
・立地協定：1社　うち関東は0社（元年5月末現在）

継続予定 東京事務所

171 4 1 1 1 講習会・講演会 ―
　商工業者の事業発展に必要な企業経営に関わる知識
や技術など様々なテーマに関する情報を提供する

5,409 継続実施 ◎ 6,110 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

172 4 1 1 1 講習会・講演会 ―
　地区内の小規模事業者の経営改善を図るための講習
会及び講演会を開催する。

2,499 集団指導8回251名，個別指導45回525名実施 ◎ 2,500 継続実施 継続予定 ―
かごしま市商工
会

173 4 1 1 1 エキスパートバンク事業 ―

　経営や技術など様々な専門的課題を抱えている小規
模事業者を支援するため、専門的な技術・ノウハウ等を
有する各分野の専門家や企業ＯＢを直接事業所に派遣
し具体的かつ実践的なアドバイスを行い問題解決を図
る。

5,730 継続実施 ◎ 6,000 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

174 4 1 1 1 エキスパートバンク事業 ―

　小規模事業者が必要とする専門的・実践的技術・技能
習得について、深い知識・実技・経験を有する専門家
（エキスパート）を派遣し、具体的・実践的な事項につい
て適切な指導・助言を行い、事業者の経営資質向上を
めざす。

―
1事業所2時間実施。その他は講習会（個別指導）にて対
応した。

― ― 継続実施 継続予定 ―
鹿児島県商工会
連合会（かごし
ま市商工会）

175 4 1 1 1
南友会の運営
「異業種交流会」

6年度～

　鹿児島県の若手経営者、および後継者と弊行とが、共
同して企業経営のあり方、地域経済、その他の諸問題
について研究し、お互いの経営能力を高め、会員相互
の交流を図ることを目的とする。

―

１　実施方針
　鹿児島県の若手経営者、および後継者と弊行とが、共同
して企業経営のあり方、地域経済、その他の諸問題につ
いて研究し、お互いの経営能力を高め、会員相互の交流
を図っていく。
２　スケジュール
(1)Ｈ30年７月セミナー
　　「リピーター・固定客」はこう創る! 実践ノウハウ
(2)Ｈ30年11月なんぎん文化経済講演会
(3)H30年11月タイ・バンコク経済視察ツアー
(4)Ｈ31年1月セミナー 「部下をその気にさせる11カ条」
(5)Ｈ31年3月セミナー「外国人雇用の実務と実態」など

○

１　実施方針
　鹿児島県の若手経営者、および後継者と弊行とが、共同
して企業経営のあり方、地域経済、その他の諸問題につ
いて研究し、お互いの経営能力を高め、会員相互の交流
を図っていく。
２　スケジュール（予定）
(1)令和元年７月セミナー
(2)令和元年10月なんぎん文化経済講演会
(3)令和2年1月セミナー
(4)令和2年3月セミナー

継続予定 南日本銀行

176 4 1 1 1 ビジネスセミナー 7年度～
　中小企業・個人事業主の経営基盤強化の一助として、
時事に応じたビジネスセミナーを実施する。

―

１　実施方針
　中小企業・個人事業主の経営基盤強化の一助として、時
事に応じたビジネスセミナーを実施する。
２　スケジュール
(1)Ｈ30年4月　新入生向けセミナー
　　「第22回接遇・マナー研修」実施
(2)Ｈ30年5月、7月　事業者向けセミナー
　　「IT導入相談会」実施
（3）平成30年10月　事業者向けセミナー
「プロフェッショナル人材求人相談会」実施

○

１　実施方針
　中小企業・個人事業主の経営基盤強化の一助として、時
事に応じたビジネスセミナーを実施する。
２　スケジュール
(1)平成31年4月　新入生向けセミナー
　　「第23回接遇・マナー研修」実施
(2)令和元年5月～6月　計6回　事業者向け相談会
「プロフェッショナル人材求人相談会」予定
（3）令和元年7月～9月　計7回
不動産オーナー向けセミナー予定

継続予定 南日本銀行

(1)民間企業
（2）公財)かごし
ま産業支援セン
ター鹿児島県プ
ロフェッショナル
人材戦略拠点
（3）民間企業

177 4 1 1 1 かしん経営大学 8年度～
　経済に関する様々な知識の習得と異業種交流で事業
計画作成に取り組む。

―

第２２期かしん経営大学実施
一般・自治体職員34名が参加
経営戦略や企業発展を目的に事業プラン作成や異業種
交流を図る。

◎

第23期かしん経営大学実施
一般・自治体職員が参加
経営戦略や企業発展を目的に事業プラン作成や異業種
交流を図る。

継続予定 鹿児島信用金庫

178 4 1 1 1 ○ 中核的企業創出ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ事業 20～30年度

　自動車，電子，食品，成長産業（環境・新エネルギー，
健康・医療，バイオ関連産業，航空機関連産業）関連の
有望な技術シーズ等を有するか，若しくはその市場に新
たに参入する意思を持つ中小企業者に対して，本県に
おいて中核的企業（地域を牽引する中核的な企業として
成長が期待される中小企業）としての創出に必要な各
種事業の実施に要する経費の一部を助成する。

14,771
助成件数
　 継続：3社

○ ― 事業終了 事業終了

(公財)かごしま
産業支援セン
ター（経営支援
課）

179 4 1 1 1 かしんトップマネジメント大学 22年度～

○本講座を受講し、受講内容を経営に取り込み、企業
　 の業績を向上させるとともに鹿児島県経済の浮揚を
   図ることを目的とする。
○税理士や中小企業診断士による講義。

―
31年1月　1回
31年2月　2回
31年3月　1回　　　計4回実施予定

◎
31年1月　1回
31年2月　2回
31年3月　1回　　　計4回実施予定

継続予定 鹿児島信用金庫

180 4 1 1 1
食品関連産業「カイゼン」定着
支援事業

29年度～

食品関連企業に対して，ものづくり企業としての意識を
高め，高次な生産管理手法を用いて徹底したコストダウ
ンを実践できるような生産体制を整備し定着させること
で企業の利益力をアップさせることにより新商品開発や
販路開拓への取組を促進するため，カイゼンインストラ
クターが企業を訪問し，高度で専門的なアドバイスを行
うとともに定期的な社内ゼミの開催支援やセミナーを開
催する。

14,620
・企業訪問　年間延べ３８６回
・食の「カイゼン」ゼミ開催　６９回
・食のものづくりセミナー　鹿児島市２回　鹿屋市２回

○ 14,008
・企業訪問　年間延べ２００回
・食の「カイゼン」ゼミ開催　１０社×６回
・食のものづくりセミナー　鹿児島市１回　霧島市１回

事業終了 ― 県（経営金融課）
委託先：(公財)か
ごしま産業支援
センター
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

181 4 1 1 1 ○
そうしんビジネス・イノベーション
大賞

24年度～
　地域経済の発展・振興等に優れた成果をあげた企業・
団体を表彰し、地元中小企業の発展・育成に寄与する
ことを目的とする。

― 平成30年11月実施 ◎ ― 令和1年11月実施予定 継続予定
鹿児島相互信用
金庫

182 4 1 1 1 ○ そうしんブレーン21朝食勉強会

朝食勉強会は、県内外経営者、幹部等から経営につい
てのレクチャーやタイムリーな話題をテーマに、様々な
ゲストを招いて朝食をとりながらオープンな意見交換を
行うもの。

―
平成30年10月25日（木）
鹿児島サンロイヤルホテル
52名参加

◎ ― 令和1年9月、令和2年1月開催予定 継続予定
鹿児島相互信用
金庫

183 4 1 1 1 ○ そうしんブレーン21未来塾
中小企業若手経営者、後継者を対象に自社の強み、こ
だわりをブランド化し、具体的に自社をブランディングし
ていくかを構築するためのきっかけ作りを学ぶもの。

―
平成30年7月28日、8月18日、9月22日　3回シリーズ
鹿児島相互信用金庫本部ビル
24名参加

◎ ― 令和1年9月開催予定 継続予定
鹿児島相互信用
金庫

184 4 1 1 1 ビジネスドクターナビ事業 25年度～
　当所ＨＰ内に弁護士・税理士等の「士業」の専門家を
資格ごとに案内する専用のページを開設し、事業者の
課題解決のための士業者探しを支援する。

― 登録専門家70名 ○ ― 登録専門家74名 継続予定
鹿児島商工会議
所

185 4 1 1 1 中小企業経営革新支援事業 11年度～

　中小企業が，新商品や新サービスの開発・提供など，
自社にとっての新たな取り組みについて，３年から５年
の経営革新計画を作成し，これを県が審査の上，承認
する。承認企業に対するフォローアップを行い，一部の
承認企業に経営革新計画に基づく販路開拓等に要する
費用の約１/2を助成する。

4,235
・経営革新計画承認業務（１８件）
・経営革新支援事業費補助金（７件）

○ 5,524
・経営革新計画承認業務
・経営革新支援事業費補助金

継続予定 ― 県（経営金融課）
各商工会・商工
会議所・中小企
業団体中央会

186 4 1 1 1 中小企業経営革新支援事業 ―

　専門家等と連携して新商品や新サービスの開発、新
事業分野への進出など、新たな取り組みを行う中小企
業者の支援を行った。また中小企業新事業促進法に基
づく経営革新計画の承認を目指す中小企業者に対し
て、計画作成から申請手続き、承認まで一連のサポート
を行った。

― 継続実施 ○ ― 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

187 4 1 1 1 ○ ○ よろず支援拠点事業 26年度～

　中小企業・小規模事業者の売上拡大や経営改善等に
対する一層の相談機能の強化を図るため，チーフコー
ディネーター等を配置し，総合的・先進的アドバイスや
チーム編成を通じた支援，適切な支援機関等の紹介を
行い，中小企業等の課題解決を図る「よろず支援拠点」
を開設する。

62,267

(1) 支援体制
　　・チーフコーディネーター１名
　　・サブチーフコーディネーター１名
　　・コーディネーター９名
(2) 支援内容
　　①経営革新支援
　　②経営改善支援
　　③ワンストップサービス

○ 80,192

(1) 支援体制
　　・チーフコーディネーター１名
　　・サブチーフコーディネーター１名
　　・コーディネーター８名
(2) 支援内容
　　①経営革新支援
　　②経営改善支援
　　③ワンストップサービス

継続予定

(公財)かごしま
産業支援セン
ター（経営支援
課）

188 4 1 1 1 ○ ○
プロフェッショナル人材戦略拠
点事業

27年度～

　県内中小企業の新製品開発、新規販路開拓をはじめ
とした各分野への新たなチャレンジを積極的に促し、そ
の実現を担えるプロフェッショナル人材のマッチングをサ
ポートする。

28,066

鹿児島県プロフェッショナル人材戦略拠点を設置
（H28.1.29）。
・マネージャー等の設置
　マネージャー　１名
　サブマネージャー　１名
　人材活用支援専門員　２名
・相談件数　３０１件　　成立　３４件
・プロフェッショナル人材戦略協議会　３回
・企業成長セミナー　１回
・専門家派遣　５社１６回（派遣決定件数５社１８回）
・プロフェッショナル人材求人相談会　２回
・合同企業説明会　１回

◎ 31,090

・マネージャー等４名配置
・プロフェッショナル人材戦略拠点の運営
・セミナーの開催
・専門家派遣
・求人相談会

継続予定 ― 県（商工政策課）
委託先：(公財)か
ごしま産業支援
センター

189 4 1 1 1 web経営相談事業 26年度～
　経営相談窓口に来ることができない事業者が場所と
時間を制約されずに必要な時にすぐ相談できるようイン
ターネットを利用して回答するシステムを構築する。

― 継続実施 ○ ― 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

190 4 1 1 1 補助金情報ナビ事業 26年度～
　国や県等によって創設されている様々な補助金情報
をHPで提供するとともに、申請手続きの支援も併せて
行う。

― 継続実施 ○ ― 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

191 4 1 1 1 かしん経営者フォーラム 25年度～
　経済・経営・財務・マーケティング・人事・労務等の経営
学を中心とした勉強会を通じて企業と人の繁栄を目指
す。

― 事業承継セミナーとして実施 ◎ 事業承継セミナーとして実施 継続予定 鹿児島信用金庫
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192
拡
充

4 1 1 2 ○ 中小企業資金融資事業
S35年度～

　本市中小企業者（事業協同組合等を含む）の資金調
達を円滑にし、経営基盤の安定・強化を図る。
1.制度を利用する中小企業者に対する信用保証料補助
2.信用保証協会、商工中金に対する損失補償
3.商工振興資金利子補給（旧松元町）
4.災害対策資金の利用者に対する利子補給
5.金融ガイドブックの作成

301,555

１　実施方針
　本市中小企業融資制度の円滑な運用を図るとともに、経
済状況に即応した事業資金調達が図られるよう適切に対
応する。
(30年度変更点)
・街なかリノベーション推進資金の創設
・経営安定化資金に危機関連保証対応を追加
・特別小口資金、小規模企業支援資金、創業支援資金の
融資限度額を2,000万円に引き上げ
・創業支援資金の保証料補助拡大（女性、若者（30歳未
満）、シニア（55歳以上）対象）

２　平成30年度実績
　①信用保証料補助（資金別件数）
　　・産業振興資金　1,189件
　　・小規模企業支援資金　227件
　　・特別小口資金　10件
　　・経営安定化資金　5件
　　・環境配慮促進資金　1件
　　・創業支援資金　64件
　　・新事業展開支援資金　4件
　②損失補償の実施　123件
　③商工振興資金に係る利子補給　1件
　④災害対策資金に係る利子補給　0件

○ 340,952

１　実施方針
　本市中小企業融資制度の円滑な運用を図るとともに、経
済状況に即応した事業資金調達が図られるよう適切に対
応する。

(主な変更点)
・一部資金の融資利率の引き下げ（0.05～0.1％）
・新事業展開支援資金の融資対象者の拡大
（海外への販路拡大に取り組む方を融資対象者とする。）
・創業支援資金、新事業展開支援資金の保証料補助拡大
対象となるセミナー等に創業塾等を追加

継続予定 産業支援課

193 4 1 1 2 ○
新規開業支援利子補給金交付
事業

19年度～
　創業支援資金を利用した創業者に対して、借入後当
初12か月以内に支払った利子相当額を補助する。（上
限30万円）

7,055

１　実施方針
　創業者に対し利子補給を行い、利払い負担の軽減を図
ることをもって、創業期の経営安定と事業の健全な発展を
支援する。

２　事業実績　90件

○ 4,401

１　実施方針
　創業者に対し利子補給を行い、利払い負担の軽減を図
ることをもって、創業期の経営安定と事業の健全な発展を
支援する。

継続予定 産業支援課

194 4 1 1 2 地域総合整備資金貸付事業 ―

　地域振興に資する民間事業活動等が積極的に展開さ
れるように、地方公共団体が、（財）地域総合整備財団
（通称：ふるさと財団）の支援を得て、民間事業者等に無
利子資金の貸し付けを行う。

― 実績なし（活用団体なし） ― ― 継続実施 継続予定 産業支援課

195 4 1 1 2 ワンストップ専門相談事業 ―
　様々な専門的相談に対応するため、毎月第２水曜日
の午後に、弁護士・税理士の専門家による個別・無料の
相談会を実施。

200 継続実施 ○ 420 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

196 4 1 1 2 金融指導事業 ―
　小規模事業者・中小企業者の資金繰りを支援するた
め、マル経資金の推薦や、日本政策金融公庫・県・市の
制度融資の斡旋を行う。

― 継続実施 ○ ― 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

197 4 1 1 2 金融指導事業 ―
　小規模事業者・中小企業者の資金繰りを支援するた
め、日本政策金融公庫・県市の制度融資の斡旋を行う

797
平成30年度実績
　あっせん件数64件・あっせん金額534,400千円
　貸付件数63件・貸付金額513,400千円

◎ 900 継続実施 継続予定 ―
かごしま市商工
会

198 4 1 1 2 経営安定特別相談事業 ―
　倒産等の危機に直面している中小企業者に対して、
商工調停士等の専門スタッフが再建の方策を講じ、問
題の円滑な解決に向けた支援を行う。

1,150 継続実施 ○ 1,250 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

199 4 1 1 2 経営安定特別相談事業 ―
　倒産等の危機に直面している中小企業者に対して、
商工調停士等の専門スタッフが再建の方策を講じ、問
題の円滑な解決に向けた支援を行う

― 経営安定特別相談室を活用する案件はなかった。 ― ― 継続実施 継続予定 ―
鹿児島県商工会
連合会（かごし
ま市商工会）

200 4 1 1 2
鹿児島県中小企業再生支援協
議会事業

15年度～

（九州経済産業局委託）
　中小企業の再生に向けた取り組みを支援するため、
競争力強化法に基づき設置し、事業の将来性はある
が、財務上の問題を抱えている中小企業を対象に、再
生計画策定支援及び計画策定後のフォローアップを行
う。

69,747
　　　・相談企業41
　　　・再生取組案件21
　　　・完了案件20

○ 71,946 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

201 4 1 1 2 県中小企業融資制度運営事業 14年度～
　本県中小企業者の経営の合理化及び経営の安定強
化に必要な資金の融資を行うことにより，中小企業者の
振興発展を図る。

73,915
制度利用者である中小企業者の保証料負担を軽減するた
め，保証機関に対する保証料補助を行う。

○ 158,547
制度利用者である中小企業者の保証料負担を軽減するた
め，保証機関に対する保証料補助を行う。

継続予定 ― 県（経営金融課）

202
新
規

4 1 1 2
かごしま企業成長促進プログラ
ム事業

31(R元)年度～

　県内企業が，就職に際して若年者等に「選ばれる企
業」となるため，株式上場等に向けた経営者セミナーや
成長戦略を策定するゼミ等を実施し，県内企業の成長
促進及び競争力の向上を図る。

― ― ― 4,191
１　成長促進セミナー
２　成長戦略策定ゼミ

継続予定 ― 県（経営金融課）
委託先：民間企
業
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

203 4 1 1 2
消費税転嫁対策相談窓口相談
等事業

25年度～

　２段階にわたる消費税率の引上げに備え、各地商工
会議所において相談窓口を設置し、地域の中小・小規
模事業所からの相談にワンストップで対応するため、個
別相談、巡回相談、講習会等を実施することで、地域の
中小・小規模事業所が消費税率引上げ分を円滑・適正
に価格に転嫁できるよう支援することを目的とする。

1,091 継続実施 ◎ 3,000 継続実施 未定
鹿児島商工会議
所

204 4 1 1 2
鹿児島県経営改善支援セン
ター事業

25年度～
　金融機関や税理士法人等の認定支援機関と連携し
て、自ら経営改善計画を策定することが困難な中小企
業・小規模事業者の改善計画等の作成を支援する。

45,501
　　　・経営改善計画策定支援（延相談件数219件）
　　　・早期経営改善計画策定支援（延相談件数207件）

○ 80,339 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

205 4 1 1 2

消費税軽減税率対応窓口相談
等事業

※H27まで「消費税転嫁対策窓
口相談等事業」
※H25まで「中小企業等消費税
転嫁円滑化総合対策事業」

25年度～

　消費税率の二段階にわたる引上げや制度変更の円
滑な実施のため、個別相談派遣相談、講習会等の実施
やパンフレット等による周知を行うことで、地域の中小・
小規模事業所が消費税率引上げ分を円滑・適正に価格
に転嫁できるよう支援することを目的とする。

1,489
セミナー8回開催
個別相談窓口設置（常時）

◎ 3,096

セミナー9回開催
個別相談窓口設置（常時）
専門家派遣事業1回
パンフレット等周知1回

継続予定 ―
鹿児島県中小企
業団体中央会

206 4 1 1 2 かしん経営相談室 24年度～
　事業承継・第二創業等、企業のライフサイクルに応じ
た経営相談を行う。

― 随時開催 ○ 随時開催 継続予定 鹿児島信用金庫

207 4 1 1 2 かしん企業サポート相談室 30年度～
取引先の事業継続・発展のために経営課題の解決をサ
ポートする。

― 随時開催 ○ 随時開催 継続予定 鹿児島信用金庫

208 4 1 1 3
中小企業新製品等利用促進庁
内展示会

22年度～

　本市中小企業の新製品・新技術の受注機会の支援を
図るため、県のトライアル発注制度で認定された本市中
小企業者の製品等について、市庁舎内で展示会を開催
するほか、必要に応じて、市関係課への製品説明会を
実施し、本市による発注を促進する。

・出展企業
①県トライアル発注制度で認定を受けた製品等を開発
した本市中小企業
②「メイドインかごしま」支援事業（新商品販路開拓支
援）で支援対象の中小企業

―

　県のトライアル発注制度で認定された本市中小企業者
の製品等について、市庁舎内で展示会を開催し、本市に
よる発注を促進する。

１　スケジュール
　　展示会開催（9月18日～21日）

２　出展企業
　(1) 30年度県トライアル事業認定企業
　(2) メイドインかごしま支援事業対象企業
　(3) フードビジネス推進事業支援対象企業
　(4) かごしまデザインアワード商品化済企業等

○ ―

　県のトライアル発注制度で認定された本市中小企業者
の製品等について、市庁舎内で展示会を開催し、本市に
よる発注を促進する。

１　スケジュール
　　展示会開催（10月15日～18日）

２　出展企業
　(1) R1年度県トライアル事業認定企業
　(2) メイドインかごしま支援事業対象企業
　(3) フードビジネス推進事業支援対象企業
　(4) かごしまデザインアワード商品化済企業等

継続予定 -
産業創出課、産
業支援課

県

209 4 1 1 3 小規模修繕希望者の登録制度 平成22年度～
市内の小規模事業者を対象に登録制度を設けることに
より、市内の事業者の受注機会の拡大を図る。

― 継続実施 ― 継続実施 継続予定 契約課

210 4 1 1 3 ○
トライアル発注・販路開拓支援
事業

17年度～

　県内の中小企業等が開発した製品等について，県の
機関が試験的に発注するとともに，県外での展示会等
への出展を支援し，販路の開拓・受注機会の拡大を図
る。

5,138

１　トライアル発注事業の実施
　　県内の中小企業等が開発した新製品等を，県の機関
が試験的に発注・使用
２　販路開拓支援事業の実施
　　トライアル発注選定企業が，当該製品等を県外での展
示会等に出展する際の所要経費の一部を助成
　（補助率1/2，上限30万円）

― 5,992

１ トライアル発注製品の選定等
　・対象製品：県内の中小企業等が開発した製品など
　・募集：平成31年２月頃～４月頃（予定）
　・選定：平成31年５月（予定）
２ 県外展示会への出展経費への一部助成
　・対象事業:トライアル発注製品の県外展示会への
　　　　　　　　出展
　・補助率等：対象経費の１／２以内
　・補助限度額：300千円

継続予定 県（産業立地課）

211 4 1 2 1 中小企業指導団体助成事業 S28年度～
　中小企業者及び事業協同組合等の総合的な向上改
善と育成に　努めている指導団体の事業の円滑な運営
を促進する。

20,100 継続実施 ◎ 継続実施 継続予定 産業政策課

212 4 1 2 1
中小企業連携組織等支援事業
〔組合等運営活性化支援事業
（組合青年部・後継者）〕

―

　組合青年部会員，中小企業若手経営者及び後継者を
対象に，組合設立の理念と重要性を次世代に引き継
ぎ、また、若い経営者層の眼からみた新たな共同事業
の可能性を模索するとともに、その過程において組合員
間の連携を深めることにより、組合活動の活性化を模索
する。また、組合の結束力強化のため、青年部組織の
活性化を図る。

44

・青年部研究会
　 対　象：南日本新聞南伸会
　 開催日：平成31年1月15日
 　テーマ：経営革新計画策定の意義について
　　　　　　　～最近の中小企業施策～
　 講　師：中央会

・青年部講習会
　 対　象：全体
 　開催日：平成30年12月11日
 　テーマ：異業種間連携による青年部活性化
　 講　師：姶良市商工会青年部　部長　古郡豪人

◎ 374

・青年部研究会
　　対象：未定、時期：未定

・青年部講習会
　　対象：全体、12月開催予定

継続予定 ―

鹿児島県中小企
業団体中央会
（組織振興課・連
携支援課）

県
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 
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213 4 1 2 1 事業承継円滑化支援 20年度～
　中小企業の円滑な事業承継をサポートするために、事
業承継フォーラムやセミナーの開催、事業承継支援ネッ
トワークの構築支援等を行う。

― 同左 ○ ― 同左 継続予定
中小企業基盤整
備機構

214 4 1 2 1 ○ 事業承継相談ネットワーク 20年度～

　中小企業の事業承継が円滑になされることは、地域
の雇用の機会及び経済活力の維持にとって重要な課題
である。その課題解決のために、地域における事業承
継支援機関及び支援者（金融機関、税理士等）が連携
し、地域に根ざした支援ネットワークを形成することが求
められている。
　当金庫とＴＫＣ九州会鹿児島支部と提携し、金融機関
と税理士の連携による事業承継への課題解決に向けた
取組を行うことを目的として設立し、本部及び営業店に
て随時実施している。

― 継続実施 ◎ ― 継続実施 継続予定
鹿児島相互信用
金庫

ＴＫＣ

215 4 1 2 1 ○ 事業承継セミナー 22年度～

　年1回の頻度で実施。小企業経営者の高齢化が進展
し、円滑な事業承継の重要性が高まると同時に、、税務
や自社株など様々な側面からの対策を検討する必要性
があるため、県内中小企業経営者の今後の事業承継
対策に役立てることを目的として、「事業承継」のポイン
トをわかりやすく解説する「事業承継セミナー」を開催し
ている。

― 平成30年11月　ソーホーかごしまにて実施 ◎ ― 令和１年11月　ソーホーかごしまにて実施予定 継続予定
鹿児島相互信用
金庫

中小企業基盤整
備機構

216 4 1 2 1
鹿児島県事業引継ぎ支援セン
ター事業

28年度～

　後継者問題や事業承継に関する課題等を抱えている
中小・小規模事業者を支援すべく、専門相談員を配置し
県内全域を対象に親族内・従業員承継に関するアドバ
イスや第三者承継に関するマッチング支援に取り組む。

12,006 継続実施 ○ 12,900 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

217 4 1 2 1
中小企業経営バックアップ事業
事業承継支援

30年度～
県内企業の事業承継に対する意識を高め，具体的な承
継への取組体制の構築を支援するため，セミナー及び
個別相談会を開催する。

3,469
１　事業承継セミナー（本土４箇所，離島１箇所：計５箇所）
２　個別相談会の開催（本土４箇所，離島１箇所：計５箇
所）

○ 3,469
１　セミナーの開催
２　個別相談会の開催

継続予定 ― 県（経営金融課）
委託先：民間企
業

218 4 1 2 1
プッシュ型事業承継支援強化事
業

30年度～

中小企業の事業承継を促進するため，承継コーディ
ネーターを設置し，県と連携して事業承継支援戦略を策
定する。
　支援戦略に基づいて，ブロックコーディネーターを設置
し，事業承継診断の実施や，県が事務局となっている事
業承継ネットワークで掘り起こされた支援ニーズに対し
て県内支援機関（金融機関，保証機関，商工団体，士
業団体，事業引継ぎ支援センター等），地域の専門家と
連携してきめ細かな個別支援等を行う。
　また，中小企業向けに事業承継セミナーを開催する。

16,016

・承継コーディネーター１名、ブロックコーディネーター２名
配置
・支援者向け研修会の実施
・事業承継セミナーの開催
・専門家派遣

○ 29,200

・承継コーディネーター１名、ブロックコーディネーター２名
配置
・支援者向け研修会の実施
・専門家向け研修会の実施
・事業承継セミナーの開催
・専門家派遣

継続予定

(公財)かごしま
産業支援セン
ター（経営支援
課）

県経営金融課、
県事業引継ぎ支
援センター、中小
企業基盤整備機
構

219 4 1 3 1 ○ 「知的財産推進戦略」推進事業 19年度～
　「鹿児島県知的財産推進戦略」に基づき，知的財産権
制度の普及啓発及び相談窓口の設置などにより，本県
の産業競争力の強化及び地域経済の活性化を図る。

3,787
１　知的財産活用推進員の設置
２　知的財産権制度に関する相談窓口の設置
３　知的財産に関するセミナー等の実施

― 3,785
１ 知的財産活用推進員の配置による知的財産権
　制度に関する普及啓発，相談対応等
２ 知的財産に関するセミナー等の実施

継続予定 県（産業立地課）
事業者，大学，
関係支援機関等

220 4 1 3 2 ○ 中小企業等外国出願支援事業 24年度～

　経済のグローバル化による国際的な事業展開や知的
財産権侵害品へ対応するため，中小企業の戦略的な外
国への特許出願等に対してその費用の一部を助成す
る。

4,477

助成件数
　 ・ 特　　許　　　　　　　　４件
　 ・ 商　　標　　　　　　　　４件

○ 6,399

助成計画件数
　 ・ 特　　許　　　　　　　　４件
　 ・ 商　　標　　　　　　　　４件

継続予定

(公財)かごしま
産業支援セン
ター
（産業振興課）

221
新
規

4 1 4 1
ＩｏＴ・ＡＩ等導入コーディネート事
業

31(R元)年度～
県内中小企業に対し，ＩＴ等導入（ＩｏＴ・ＡＩ含む）により生
産性向上を図るためのセミナーや，業務プロセスを見直
すためのワークショップの開催等を行う

― ― ― 11,622
１　ＩＴ等導入セミナー
２　業務プロセス見直しワークショップ
３　コーディネート支援

継続予定 ― 県（経営金融課）
委託先：民間企
業

222
新
規

4 1 4 1
サービス業ＩｏＴ・ＡＩ等中核技術
導入支援事業

31(R元)年度～
ＩｏＴ・ＡＩ等を企業経営の効率化を高める中核技術として
積極的に導入をしようとする県内中小企業に対して，
「戦略的導入計画」の策定を社内ゼミ形式で支援する。

― ― ― 6,932 「戦略的導入計画」策定ゼミの開催 継続予定 ― 県（経営金融課）
委託先：民間企
業

223
新
規

4 1 4 1
ビジネスアプリ紹介サービス（こ
こからアプリ）

31(R元)年度～
中小企業・小規模事業者のIT導入による生産性向上を
支援するため、サイトでビジネスアプリ紹介サービスを
提供します。

― ― ― ― 同左 継続予定
中小企業基盤整
備機構
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224 4 2 1 1
鹿児島市商工業振興関係機関
連絡会議

23年度～

　本市内には、中小企業等の経営や事業展開を支援す
る機関が集積し、それぞれが各種支援を行っていること
から、各機関が有する支援メニューや情報を共有し、相
互に連携することにより、事業者へのさらなる効率的・
効果的な支援につなげる場として開催するもの。

―

1　開催日：H30.7.25,H31.2.12
2　内　容
　　　・鹿児島市商工業振興プランについて
　　　・大学と行政・関係機関との連携について

◎

１　開催日：令和元年７月５日（金） ⇒中止
２　参加者：防災体制のため資料配布
３　内　容：施策の説明

　※プラン推進会議後に報告会を開催予定

継続予定 産業政策課

225 4 2 1 1
中小企業支援機関連携推進会
議

12年度～

　中小企業に対する支援事業を効率的かつ効果的に実
施するため，かごしま産業支援センターと県内の中小企
業支援機関における連携のあり方及び支援方策等につ
いて協議し，支援体制の相互補完を行う。

―

第１回
　日時：平成３０年７月１９日（木）

第２回
　日時：平成３１年２月１４日（木）

◎ ―

第１回
　日時：令和元年７月２４日（水）

第２回
　日時：令和２年２月中旬

継続予定

(公財)かごしま
産業支援セン
ター（経営支援
課）

226 4 2 1 1
地域中小企業支援事業支援機
関連携会議

―

　鹿児島商工会議所、鹿児島県商工会連合会、かごし
ま市商工会の３支援機関と鹿児島市（産業支援課・産業
創出課・雇用推進課）により、鹿児島地域の中小・小規
模事業者支援に関する情報交換を目的とした連携会議
を開催。

―

市内三支援機関と鹿児島市（産業政策課・産業創出課・産
業支援課・雇用推進課）により，鹿児島地域の中小・小規
模事業者支援に関する情報交換を目的とした連携会議を
26名の出席で開催した。
　・開催日時：平成30年12月12日（水）16：00～17:30
　・開催内容：①平成29年度中小・小規模事業者支援の現
状等について，②中小企業・小規模事業者に対する施策
説明（鹿児島市）

◎ ―
30年度と同様の内容で継続して実施予定。実施時期は未
定。

継続予定 ―
鹿児島商工会議
所、かごしま市
商工会

227 4 2 1 1
産業支援コーディネーター等連
絡会議の開催

―
　産業創出に関わる「コーディネーター職」の交流と情報
共有を目的とした会議を年数回開催している。

― 年に３回の会議を開催予定 ― ― 年に３回の会議を開催予定 継続予定
鹿児島大学産
学・地域共創セ
ンター

県内関係機関

228 4 2 2 1
鹿児島市商工業振興プラン推
進会議

23年度～

　平成２３年３月に策定した「鹿児島市商工業振興プラ
ン」の着実な推進に向け、関係団体の代表者や学識経
験者等で構成する推進会議を設置し、プランに位置づ
けた施策の進捗状況及び成果指標の達成の状況を把
握するとともに、施策の見直しや新たな施策の展開等に
ついて協議・調整を行う。

43
１　期日：平成３０年１１月２２日
２　参加予定者：市１１名、関係機関等１０名
３　内　容：プランの進捗状況の確認・協議など

◎
１　期日：令和元年８月下旬
２　参加予定者：市１１名、関係機関等１０名
３　内　容：プランの進捗状況の確認・協議など

継続予定 産業政策課

229 4 2 2 1 メール配信サービス事業 ―
　当所セミナー等の各種事業や、関係団体事業、各種
経営情報をタイムリーに案内するため、メールマガジン
を発信。発行は毎月５日と２０日。

― 継続実施 ◎ ― 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

230 4 2 2 1 情報支援事業 28年度～
　中小企業の情報化を支援するため、各種支援事業や
企業経営に役立つ情報等を提供する。

156
・インターネットによる情報提供
・メールマガジン配信サービス
・南日本新聞での経営関連記事の提供

○ 861
・インターネットによる情報提供
・メールマガジン配信サービス
・南日本新聞での経営関連記事の提供

継続予定

(公財)かごしま
産業支援セン
ター
（総務情報課）

231 4 2 2 1

中小企業・小規模事業者ワンス
トップ総合支援事業（ミラサポ）

※H25は「中小企業・小規模事
業者ビジネス創造等支援事業」

25年度～

　中小企業・小規模事業者（創業予定者含む）が専門家
と経営・起業に関する情報交換や相談に対応できるよう
に、ＩＴクラウドを活用した経営支援システムを開発・運
営をするとともに、高度な経営課題等の相談に対応する
ため、専門課派遣を行う。

― 継続実施 ○ ― 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所、かごしま市
商工会

232 4 2 2 2 ○
輸出チャレンジ支援セミナー
（ジェトロとの共催）

25年度～

　輸出に興味のある中小企業者や、輸出チャレンジ支
援事業の補助を受けた中小企業者を対象に、輸出に関
するセミナーを実施し、新たに輸出にチャレンジする事
業者の掘り起こしを行うとともに、輸出に関するスキル
アップを図り、海外への販路開拓を促進する。

―

１　期　日：平成３０年６月２０日、２６日、１２月３日
２　参加者：１３，１８，８名
３　内　容：商談スキル・英文貿易実務ワークショップ

※その他は時期未定

◎

１　期　日：令元年６月２５日、２８日
２　内　容：商談スキルワークショップ、食品輸出セミナー

※その他は時期未定

継続予定 産業政策課 ジェトロ

233 4 3 1 1 ○ 創業応援メール 25年度～
　創業者向けのメール配信、ブログ等を通じて、施策や
会議所の情報を伝え創業相談者の創出を図る。

― 継続実施 ○ ― 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

234 4 3 1 1 ○ 女性のための起業カフェ 29年～

カフェ形式（飲み物、スイーツ提供）のリラックスした雰囲
気の中、女性起業家の体験談を聞き、起業について学
ぶ機会や知る機会を提供し、起業への意欲を高めてい
ただく。また、女性起業のサポートを通じて、女性による
起業を増加させ、もって地域の活性化の一助とし、地方
創生を支援する。

―

第１回平成30年11月10日（土）　（鹿児島市中央地区）26
名参加
第２回平成30年11月14日（水）　（鹿児島市南部地区）27
名参加

◎ ― 令和1年11月実施予定 継続予定
鹿児島相互信用
金庫

南日本リビング
新聞社

26/32



【資料３】商工業振興プランに係る事業概要等一覧（平成30・31(R元)年度）

１
食
の
都

２
外
貨
獲
得

３
新
産
業
創
出

拡充要素
（予定）

H30
事業
評価

事業費
（千円）

H31
(R元)

予算額

31(R元)年度の実施内容
（予定含む）

R2年度以降
（予定）

実施主体
（所管）

関係機関等

戦略
プロジェクト

事務・事業名 事業期間 事業概要

事業費
（千円）

H30
決算額

30年度の実施内容

№

新
規
・
拡
充

振
興
の
方
向
性

基
本
方
針

推
進
施
策

主
な
取
組
み

 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

235
拡
充

4 3 1 2 ○
新規創業者等育成支援事業
（セミナー等開催、特定創業支
援等事業）

20年度～

　新規創業者等の育成支援のため、次の事業を行う。

(1)mark MEIZAN（旧ソフトプラザかごしま）、ソーホーか
ごしま入居者等に対する経営・販路面のアドバイスな
ど、成長のための支援

(2)新規創業者に対する創業準備のための支援

(3)ＳＯＨＯ支援イベント、セミナー等の開催

(4)創業支援関係機関と連携した取り組み

　また、産業競争力強化法に基づく「創業支援等事業計
画」に沿って、関係機関と連携し新規業者等の創業実
現に取り組む

7,211

１　新規創業者支援
　　・ＩＭ（2名）が経営面、販路面のアドバイスなど成長の
　　 ための支援を行う。
２　創業・ビジネスセミナーの開催
　　・創業スキル養成講座・基礎編
　　　（6回シリーズ・延べ419名）
　　・創業カフェ
　　　（1回・59名）
　　・創業スキル養成講座・実践編（5回シリーズ）
　　　（5回シリーズ・延べ70名）
　　・事業承継・第二創業サポートセミナー
　　　（1回・28名）
　　・入居者等勉強会
３　販路開拓・マッチング支援

【特定創業支援等事業】
４　ワンストップ相談窓口
　　（創業支援対象者数：321件、創業実現者数：31件）
５　創業スキル関連講座
　　（創業支援対象者数：111件、創業実現者数：9件）
６　インキュベーション事業
　　（創業支援対象者数：1件、創業実現者数：0件）

○ 8,163

１　新規創業者支援
　　・ＩＭ（2名）が経営面、販路面のアドバイスなど成長の
　　 ための支援を行う。
２　創業・ビジネスセミナーの開催
　　・創業スキル養成講座・基礎編
　　　（6回シリーズ）
　　・創業カフェ
　　・創業スキル養成講座・実践編（5回シリーズ）
　　・事業承継・第二創業サポートセミナー
　　・入居者等勉強会
３　販路開拓・マッチング支援　　継続実施

【特定創業支援等事業】
４　ワンストップ相談窓口　　継続実施
５　創業スキル関連講座　　継続実施
６　インキュベーション事業　継続実施

継続予定 ― 産業創出課
関係機関、民間
企業等

236 4 3 1 2 ○
女性・学生・シニア起業チャレン
ジ支援事業

29年度～
　起業、ベンチャーに関心や意欲を持つ女性、学生、シ
ニアに対する相談・支援体制を充実するため、起業セミ
ナー等の開催や相談支援を行う。

2,626

　１　創業・ビジネスセミナーの開催
　　(1) さつまおごじょ起業応援のつどい（2回）
　　　　（2回・延べ101名）
　　(2) 未来起業家応援セミナー（1回・63名）
　　(3) セカンドステージ起業チャレンジセミナー（1回・50
名）

○ 2,752

　１　創業・ビジネスセミナーの開催
　　(1) さつまおごじょ起業応援のつどい（2回）
　　　　（1回目・40名）
　　(2) 未来起業家応援セミナー（1回）
　　(3) セカンドステージ起業チャレンジセミナー（1回）

継続予定 ― 産業創出課
関係機関、民間
企業等

237 4 3 1 2
中小企業連携組織等支援事業
（組合等連携強化指導事業（創
業・起業・新分野））

―

　組合を対象とし，5つのテーマに基づき，セミナーを開
催する。テーマは以下の通り。
・新規事業
・環境リサイクル
・地域資源振興
・事業再構築
・経営強化・運営改善

676

・新規事業
　対　象：組合・組合員企業
　開催日：平成31年2月5日
　テーマ：ものづくり補助金を活用した新規事業への取組み
　講　師：中央会
　テーマ：職場のトラブル予防講座
　講　師：鹿児島県労働委員会　使用者委員　米盛庄一郎
・環境リサイクル
⑴　対　象：北薩環境管理(協)
　　開催日：平成31年2月26日
　　テーマ：太陽光発電設備の適切なリサイクルについて
　　講　師：環境省環境再生・資源循環局
　　　　　　　総務課リサイクル推進室　藤木駿
⑵　対　象：鹿児島県環境整備事業(協)
　　開催日：平成31年3月8日
　　テーマ：自然災害と廃棄物対策について
　　講　師：鹿児島地方気象台　火災防災官　山部美則
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 気象情報官　服部紀文
・地域資源振興
⑴　対　象：鹿児島県漬物商工業(協)
　　開催日：平成30年5月12日
　　テーマ：売れるデザイン
　　講　師：(株)KATAL　SEVEN　専務取締役　國方栄利子
⑵　対　象：大崎町食農運営委員会
　　開催日：平成31年3月11日
　　テーマ：地域資源の活用と集客力向上について
　　講　師：タルマーリー　代表　渡邉格
・事業再構築
　対　象：鹿児島印刷工業団地(協)
　開催日：平成30年12月14日
　テーマ：仙台印刷工業団地の組合活性化事業
　　　　　　　～考え方と具体的取り組み事例～
　講　師：仙台印刷工業団地(協)　理事長　針生英一
・経営強化・運営改善
⑴　対　象：鹿児島県書店(商)
　　開催日：平成30年12月6日
　　テーマ：豊かな人生を応援する書店のためのほめる達人講座
　　講　師：（一社）日本ほめる達人協会　特別認定講師
　　　　　　(株)Licht　代表取締役　福元直子
⑵　対　象：鹿児島県左官業(協)
　　開催日：平成31年2月15日
　　テーマ：睡眠で変わる仕事の質
　　講　師：睡眠健康指導士　松木繁美

◎ 1,256

組合等を対象とし、5つのテーマに基づき、セミナー等を開
催する。テーマは以下の通り。
・新規事業
　対象・開催日等未定
・環境リサイクル
　対象・開催日等未定
・地域資源振興
　対　象：鹿児島県漬物商工業(協)
　開催日：令和元年5月24日
　テーマ：桜島大根を中心とした
　　　　　　　県内野菜の高機能性を活かした商品開発
　講　師：鹿児島大学　講師　加治屋勝子
・事業再構築
　対象・開催日等未定
・経営強化・運営改善
　対　象：鹿児島県蒲鉾(協)
　開催日：令和元年6月11日
　テーマ：食品製造業における働き方改革
　講　師：アールズ社会保険労務士事務所　原田雄一郎

継続予定 ―

鹿児島県中小企
業団体中央会
（組織振興課・連
携支援課）

県

238 4 3 1 2 ○

創業促進事業

※H25は「地域需要創造型等起
業・創業促進事業」

24年度～

　新たに起業・創業や第二創業を行う者に対して、その
創業等に要する経費の一部を助成する事業で新たな需
要や雇用の創出を図り、我が国経済を活性化させること
を目的とする。

141 ◎ 754

１　今後の実施方針
　平成24年度及び平成25年度補正事業者に対する事業
完了後のフォローを実施することにより、新たな需要や雇
用の創出を喚起して経済の活性化を図る。
２　スケジュール
　(1)補助事業者に対する事業化状況確認・支援、また連
携による新たな組織化等の支援を実施する。

継続予定 ―
鹿児島県中小企
業団体中央会

中小企業庁、認
定支援機関

239 4 3 1 2 ○
経営指導員・専門家等によるハ
ンズオン支援
（鹿児島市特定創業支援事業）

26年度～

　産業競争力強化法に基づく「創業支援事業計画」に
沿って新規当業者等の創業実現に取り組むもので、経
営指導員によるアドバイス、税理士・中小企業診断士等
による専門家個別相談などを実施。

― 継続実施 ○ ― 継続実施 継続予定
鹿児島商工会議
所

市（産業創出課）
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

240 4 3 1 2 ○
経営指導員・専門家等によるハ
ンズオン支援
（鹿児島市特定創業支援事業）

29年度～

　産業競争力強化法に基づく「創業支援事業計画」に
沿って新規当業者等の創業実現に取り組むもので、経
営指導員によるアドバイス、税理士・中小企業診断士等
による専門家個別相談などを実施。

―

谷山・吉田・桜島・喜入・松元・郡山地区における経営指導
員によるハンズオン支援を実施。
支援対象者数33名，創業者数8名，相談指導件数44件，
創業関係融資あっせん3件9,500千円・決定3件9,500千円。

◎ ― 継続実施 継続予定 ―
かごしま市商工
会

市（産業創出課）

241 4 3 1 2 ○
新規創業者等育成支援業務の
受託

25年度～
　鹿児島市から、新規創業者等育成支援事業について
業務委託を受け、主にセミナーや新規創業のための講
義等を実施する。

―

以下の内容にて実施
①インキュベーションマネージャーの配置
②創業スキル養成講座（基礎編）（全6回開催）
③創業スキル養成講座（実践編）（全5回開催）
④情報関連セミナー、入居者勉強会の開催
⑤ソーシャルビジネス事業者支援（助言、マッチング支援、
アドバイザー派遣、データベース管理）
⑥鹿児島市新規創業事業の広報・アンケート実施及び市
インキュベーションセンターの入居者募集等　実施中

◎ ―

以下の内容にて実施予定
①インキュベーションマネージャーの配置
②創業スキル養成講座（基礎編）（全6回開催）
③創業スキル養成講座（実践編）（全5回開催）
④情報関連セミナー、入居者勉強会の開催
⑤ソーシャルビジネス事業者支援（助言、マッチング支援、
アドバイザー派遣、データベース管理）
⑥鹿児島市新規創業事業の広報・アンケート実施及び市
インキュベーションセンターの入居者募集等　実施中

継続予定
鹿児島相互信用
金庫

市（産業創出課）

242 4 3 1 2 ○ 起業家スタートアップ支援事業 29年度～

　起業のために要する負担を軽減することで，起業しや
すい環境を整備し，新たな雇用の創出や，若者・女性の
活躍の場の拡大，地域活性化を図るとともに，県内にお
ける起業及び大学発ベンチャー等の創出を促進するた
め，大学等に眠る技術シーズや地域への経済波及効果
が高い事業等の発掘及び育成等を図る。

70,263

１　ビジネスプランコンテストの開催
　・対象者
　　[一般部門〕県内において起業予定の者，中小企業者，
　　大学生等
　　〔高校生部門〕県内の高等学校に在席する者
　・対象事業：新規性及び成長性がある事業　など
　・内　容：1次審査，専門セミナーの開催，最終審査（プレ
　　　　　　ゼン発表）
２　補助事業
　・対象者：県内において年度内に起業しようとする者，
　　　　　　　起業して２年未満の者
　・対象業種：サービス業（新聞業・出版業は除く），卸売・
　　　　　　　　小売業
　・対象事業：起業に要する経費（店舗改装費，設備費，広
　　　　　　　　報費，外注費，旅費等）の一部助成
　・補助率等：2/3以内　上限100万円
　※次の場合は，一定の配慮を行う
　　・若者・女性が起業する場合
　　・県外より鹿児島県内に移住して起業する場合
　　・過疎地域等で起業する場合

― 70,656

１ 次世代ベンチャー創出支援事業
　・対象者：県内大学等
　・内容：専門家による県内大学等に眠る技術シー
　　ズの発掘，起業支援
２ ビジネスプランコンテストの開催
　・対象者：県内で起業予定の者，県内中小企業者等
　・対象事業：新規性及び成長性がある事業など
　・内容：１次審査，専門セミナーの開催，最終審査
　　　　　　（プレゼン発表）
３ 補助事業
　・対象者：県内において年度内に起業しようとする
　　　　　　　者，起業して２年未満の者
　・対象業種：サービス業（一部対象外あり），卸売・
　　　　　　　　小売業
　・対象経費：店舗改装費，設備費，広報費，外注費，
　　　　　　　　旅費等
　・補助率等：２／３以内上限100万円
　・助成件数：40件程度
　※ 次の場合は，一定の配慮を行う
　・若者・女性が起業する場合
　・県外より鹿児島県内に移住して起業する場合
　・過疎地域等で起業する場合
　・鹿児島県ビジネスプランコンテストの表彰者が起
　　業する場合

継続予定 県（産業立地課）
委託先：(公財)か
ごしま産業支援
センター

243
新
規

4 3 1 2 ○ ○ そうしん食の起業家アカデミー 31(R元)年度～

豊富な食の資源を持つ鹿児島県にとって、これに付加
価値をつけて稼ぐ力を持つ飲食業は重要な産業であ
る。しかし、飲食業は開業がしやすい反面、廃業も多く
生存率は厳しい業種でもある。飲食店創業にあたり、経
営の基本としての「経営に必要な心構えとノウハウ」「事
業プランを練り上げる」 等を学び、さらには「飲食業の現
実を体験する」ことにより質の高い創業支援プログラム
を通じて、地域における事業機会、雇用の創出、地域の
魅力向上につなげることを目的としている。

― ― ― ―

【食の“あきない”特訓コース】
令和1年7月募集開始
令和1年9月開講
令和1年2月終了
【フードトラック飲食経営体感コース】
令和2年3月～

継続予定
鹿児島相互信用
金庫

244 4 3 1 3 ○ ソーホーかごしま管理運営事業
16年度～

　ＳＯＨＯ事業者を育成、支援するための拠点施設「ソー
ホーかごしま」の管理・運営を行うことにより、ベンチャー
ビジネスの展開や新規創業を促進し、本市経済の活性
化を図る。

17,802

　SOHO事業者を育成・支援するための拠点施設「ソー
ホーかごしま」の管理・運営を行うことにより、ベンチャービ
ジネスの展開や新規創業を促進し、本市経済の活性化を
図った。

　入居用施設入居状況（H31年3月末現在）
　全21室中18室入居
　（企業：7、個人：9、一社：2）

○ 20,442

　SOHO事業者を育成・支援するための拠点施設「ソー
ホーかごしま」の管理・運営を行うことにより、ベンチャービ
ジネスの展開や新規創業を促進し、本市経済の活性化を
図る。

継続予定 ― 産業創出課

245 4 3 2 1 ○ 人材マネジメント強化事業 29年度～

　食品関連企業の経営者等を対象に，職場環境改善や
処遇改善に対する理解や意識の醸成を図るためのセミ
ナーの開催や，職場環境改善等を実践しようとする企
業に対する専門家（アドバイザー）の派遣を行い，その
取組を支援することで，食品関連産業における，働きや
すく，働きがいのある職場環境の創出や，非正規から正
社員への転換を促進し，安定的な雇用の確保を図る。

5,834

１　職場環境・処遇改善に関するセミナーの開催
２　職場環境改善等に関する専門家（アドバイザー）の派
遣
　(1)　対象事業者
　　　 県内食品関連企業　７社
　(2)　専門家派遣の内容
　　　①　職場内研修・会議開催に対する支援
　　　②　職場環境整備に対する助言・指導等
　(3)　派遣回数
　　　　１企業当たり　５回

◎ 5,195

１　職場環境・処遇改善に関するセミナーの開催
２　職場環境改善等に関する専門家（アドバイザー）の派
遣
　(1)　対象事業者
　　　 県内食品関連企業　６社
　(2)　専門家派遣の内容
　　　①　職場内研修・会議開催に対する支援
　　　②　職場環境整備に対する助言・指導等
　(3)　派遣回数
　　　　１企業当たり　４回

事業終了 県（商工政策課）

246 4 3 2 2
海外国際化人材インターンシッ
プ生受入事業

―
　海外市場展開を目的とする外国籍高度人材活用を支
援するインターンシップ等

非公開
・国際化人材インターンシップ生受入（留学生・大学生・社
会人

○ 非公開
・国際化人材インターンシップ生受入（留学生・大学生・社
会人

継続予定 - ジェトロ

247 4 3 2 3
「地（知）の拠点整備事業
（COC）」の展開

26年度～
　鹿児島大学と地域との連携の核となるセンターを設置
する。

22,696 「地（知）の拠点整備事業（COC)」を展開 ― 「地（知）の拠点整備事業（COC)」を展開 継続予定 鹿児島大学
鹿児島県、鹿児
島市、薩摩川内
市、与論町
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

248 4 3 2 3 ○

「起業－ビジネスの発見と創
出」の開講

※H29は「起業のための人材育
成」を開講

26年度～

　起業マインドを持つ人材の育成を目的とした共通教育
の授業（対象は全学部学部学生）。講師には本学教員
のほか、鹿児島銀行と野村證券との「産学連携授業に
関する連携協定書締結」により、授業実施において協力
を得ている。

― 「起業－ビジネスの発見と創出」を前期で開講 ― 「起業－ビジネスの発見と創出」を前期で開講 継続予定 鹿児島大学
鹿児島銀行
野村證券

249 4 3 2 3
「地（知）の拠点大学による地方
創生推進事業（COC+）」開始

27年度～

　地（知）の拠点大学が、地方公共団体や企業等と協働
して、学生にとって魅力ある就職先を創出・開拓するとと
もに、地域が求める人材を養成するための教育カリキュ
ラムの改革を行うことにより、地方創生の中核となる「ひ
と」の地方への定着を促進することを目的とした文部科
学省の事業。

59,650

平成29年度も同様に学卒者地元定着促進に向けて、COC
＋大学（鹿児島大学）、COC＋参加校（7校）、鹿児島県、
鹿児島銀行及び企業団体等と連携協働して事業を推進す
る。
　※事業費はCOC＋参加校（7校）分を含む

平成29年度も同様に学卒者地元定着促進に向けて、COC
＋大学（鹿児島大学）、COC＋参加校（7校）、鹿児島県、
鹿児島銀行及び企業団体等と連携協働して事業を推進す
る。
　※事業費はCOC＋参加校（7校）分を含む

継続予定
鹿児島大学産
学・地域共創セ
ンター

県内高等教育機
関7校、鹿児島
県、鹿児島銀
行、14企業団体
等

250 4 3 3 1
ものづくり職人人材マッチング
事業

23年度～

　ものづくりを支える職人に興味のある若年者への職場
見学等の場の提供やホームページを活用した職人等の
魅力の情報発信により、担い手の掘り起こしを行い、も
のづくり分野での就職・起業につなげる。

3,726

・イベントの実施
ものづくり業界就職面談会面談者　延べ81名
・マッチング
マッチング（就職）　4件、若年者の求職登録　469件

○ 4,008
・イベントの実施
・マッチング 継続予定 雇用推進課

251
新
規

4 3 3 1 留学生人材確保推進事業 31(R元)年度～
在学中から鹿児島の産業や事業所への理解促進を図
り、卒業後も鹿児島で活躍する有能な人材を確保する
ため、留学生を対象とした職場見学会を開催する。

― ― ― 1,162
外国人留学生のためのツアー型職場見学会
　定員 20名、開催回数 2回/年

継続予定 雇用推進課

252 4 3 3 1 ○ そうしん求人相談会 30年度～
人材難、人材不足に悩む企業に対しての個別相談、並
びにプロフェッショナル人材戦略拠点と連携し、人材紹
介会社を招聘した求人相談会の実施。

―
平成30年11月2日（金）当庫本部ビル
求人企業30 社が参加 。人材紹介事業9社と個別相談を
実施。

◎ ― 令和1年11月開催予定 継続予定
鹿児島相互信用
金庫

鹿児島県プロ
フェッショナル人
材戦略拠点

253 4 3 3 2
雇用対策連携協定
（旧：労働関係相談及び雇用促
進事業）

S49年度～
雇用対策連携協定
　鹿児島労働局と締結した協定に基づき、鹿児島市域
の雇用・労働環境の充実に向けた取組を推進する。

104
雇用対策連携協定
　協定に基づく事業計画を策定し、雇用・労働環境の充実
に向けた取組みを推進

○ 169
雇用対策連携協定
　協定に基づく事業計画を策定し、雇用・労働環境の充実
に向けた取組みを推進

継続予定 雇用推進課

254 4 3 3 2
就職困難者等雇用促進助成事
業

S63年度～

　高年齢者等就職困難な者の雇用機会の増大及び雇
用の定着を図るため、市内に事業所を有する中小企業
の事業主が、市内に住所を有する就職困難者等を継続
して雇用する労働者として雇い入れた場合に、事業主
に対し奨励金を支給する。

7,827

就職困難者等雇用奨励金を支給した。
＜対象者＞
　対象労働者：市内に住所を有する身体障害者等、高年
齢者、精神障害者、母子家庭の母等、父子家庭の父、生
活保護受給者等及びその他就職が特に困難な者

＜奨励金の額＞
　・重度障害者等、精神障害者
　　　　月額6,000円を12ヶ月間
　・上記以外の障害者、発達障害者・難治性疾患患者
　　　　月額3,000円を12ヶ月間
　・高年齢者（60歳以上）、母子家庭の母等、父子家庭の
父、生活保護受給者等、長期不安定雇用者及びその他
　　　　月額3,000円を6ヶ月間
　・三年以内既卒者等
　　　　36,000円を１回
　・障害者（初回雇用）
　　　　36,000円を１回
　　【平成30年度実績】
　　　270事業所　341人

○ 8,818

就職困難者等雇用奨励金を支給する。
＜対象者＞
　対象労働者：市内に住所を有する身体障害者等、高年
齢者、精神障害者、母子家庭の母等、父子家庭の父、生
活保護受給者等及びその他就職が特に困難な者

＜奨励金の額＞
　・重度障害者等、精神障害者
　　　　月額6,000円を12ヶ月間
　・上記以外の障害者、発達障害者・難治性疾患患者
　　　　月額3,000円を12ヶ月間
　・高年齢者（60歳以上）、母子家庭の母等、父子家庭の
父、生活保護受給者等、正規雇用の機会を逃したこと等
により、十分なキャリア形成がなされず、正規雇用に就くこ
とが困難な者及びその他
　　　　月額3,000円を6ヶ月間
　・三年以内既卒者等
　　　　36,000円を１回
　・障害者（初回雇用）
　　　　36,000円を１回

継続予定 雇用推進課

255 4 3 3 2 高年齢者就業機会確保等事業 S56年度～

　臨時的・短期的な就業を通じて、定年退職者等に就業
機会を提供するシルバー人材センターを育成することに
より、高年齢者の社会参加や生きがいづくりを図り、活
力ある地域社会づくりを推進するとともに、高年齢者の
もつ知識・経験や技能・技術を就労分野において積極
的に活用促進する。

61,761

１　（公社）鹿児島市シルバー人材センターへの助成
　高年齢者の就業機会の拡大と福祉の向上に取り組むシ
ルバー人材センターに対し、各種事業や運営に要する経
費を助成した。

２　就労促進ガイドブックの発行
　高年齢者雇用に関するセミナー等の情報等を掲載した
紹介冊子を発行（8,000部）

○ 61,574

１　（公社）鹿児島市シルバー人材センターへの助成
　高年齢者の就業機会の拡大と福祉の向上に取り組むシ
ルバー人材センターに対し、補助を行う。

２　就労促進ガイドブックの発行
　高年齢者雇用に関するセミナー等の情報等を掲載した
紹介冊子を発行（8,000部）

継続予定 雇用推進課
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 
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資 料 ３ 

256 4 3 3 2 若年者就職サポート事業 16年度～
　若年者の雇用状況の改善を図るため、求人数の減少
や雇用面のミスマッチなどの課題に対応した取組みを
実施する

1,012

１　求人開拓
　市職員が直接経済団体（21団体）を訪問し雇用枠確保を
要請

２　キャリア形成ガイドブックの発行
　セミナー等の紹介冊子を発行（10,000部）

３　高校生ステップアップセミナーの開催
　就職を希望する市内高校3年生を対象に面接試験の対
応研修等を開催
　　【平成30年度実績】
　　　10校　659人参加

４　新就職者激励大会の開催
　市内の事業所に就職する新規学卒者を対象者に社会人
としての基礎研修や講演等を開催
　　【平成30年度実績】
　　　61事業所　172人参加

○ 1,060

１　求人開拓
　市職員が直接経済団体（21団体）を訪問し若者の地元就
職促進に向けた要請を行う

２　キャリア形成ガイドブックの発行
　セミナー等の紹介冊子を発行（10,000部）

３　高校生ステップアップセミナーの開催
　就職を希望する市内高校3年生を対象に面接試験の対
応研修等を開催

４　新就職者激励大会の開催
　市内の事業所に就職する新規学卒者を対象者に社会人
としての基礎研修や講演等を開催

継続予定 雇用推進課

257
拡
充

4 3 3 2 若年者等雇用促進助成事業 21年度～

　雇用環境の厳しい若年者等の正規雇用の機会を拡大
するため、国のトライアル雇用事業によりトライアル雇用
した市内事業主に対し、支援金を支給する。

8,848

トライアル雇用支援金を支給した。
１　対象労働者
　市内に住所を有し（住民登録があること）、国のトライア
ル雇用事業または障害者トライアル雇用事業により市内
に事業所を有する事業主に雇用された者。
　ただし、申請日において引き続き対象労働者を雇用して
いること。

２　支援金の額
　1人最大6万円。ただし、障害者トライアル雇用事業により
雇用された者の場合は、最大24万円。
※母子・父子家庭の対象者等については、別途加算あり
　　【平成30年度実績】
　　　119事業所　124人

○ 8,988

トライアル雇用支援金を支給する。
１　対象労働者
　市内に住所を有し（住民登録があること）、国のトライア
ル雇用助成金の支給対象労働者として、市内に事業所を
有する事業主に雇用された者。
　ただし、申請日において引き続き雇用されていること。
　対象者に若年・女性建設労働者を追加

２　支援金の額
　国のトライアル雇用助成金の2分の1の額

継続予定 雇用推進課

258 4 3 3 2 障害者技能向上支援事業 25年度～

　障害者の雇用促進につなげるため、特別支援学校の
生徒を対象に技能体験教室を実施し技能向上の機会を
提供するとともに、職業技能を競い合うアビリンピック出
場を目指す従業員を雇用している事業主に対し技能習
得に要する経費を助成する。

470

・技能体験教室の開催
　　2回（11名参加）
・障害者技能向上奨励金の支給
　　支給件数：5事業所　支給金額：203,898円
・障害者技能労働者激励金の支給
　　4人

○ 478
・技能体験教室の開催
・障害者技能向上奨励金の支給
・障害者技能労働者激励金の支給

継続予定 雇用推進課

259 4 3 3 2 ものづくり職人育成支援事業 27年度～

　ものづくり分野の技能継承、技術力向上等を図るとと
もに、市内事業所の人材育成を支援するため、本市職
業訓練センターで実施する職業訓練にかかる経費の一
部を助成する。

600

ものづくり職人育成支援金を支給した。
１　対象者
　市内に事業所を有する事業主であって、当該事業所で
雇用する従業員に、鹿児島市職業訓練センターに（職）鹿
児島市職業訓練協会が設置する鹿児島高等技術専門校
で実施する職業訓練を受講させ、その職業訓練に係る経
費を負担する者。

２　対象経費
　事業主が支払った訓練校の入学金及び授業料

３　補助率
　２分の１
　　【平成30年度実績】
　　　20事業所　23人

○ 820

ものづくり職人育成支援金を支給する。
１　対象者
　市内に事業所を有する事業主であって、当該事業所で
雇用する従業員に、鹿児島市職業訓練センターに（職）鹿
児島市職業訓練協会が設置する鹿児島高等技術専門校
で実施する職業訓練を受講させ、その職業訓練に係る経
費を負担する者。

２　対象経費
　事業主が支払った訓練校の入学金及び授業料

３　補助率
　２分の１

継続予定 雇用推進課

260 4 3 3 2
かごしまで働きたい若者応援会
議運営事業

29年度～

　18歳人口をはじめとする若者の流出抑制に向け、産
学官連携による推進体制を整備し、地元定着やＵターン
を図るための地元産業及び企業等の魅力発信や職業
教育における地域貢献の意識醸成等への取組の推進
について検討を進める。

82
　・第1回会議　平成30年11月1日（木）

　・第2回会議　平成31年3月19日（火）
○ 60 「かごしまで働きたい若者応援会議」の開催（年１回） 継続予定 雇用推進課

261 4 3 3 2 働きたい女性の就活応援事業 29年度～
　働く意欲のある女性の再就職等の促進を図るため、職
場見学会や講座を開催し、離職期間があることに伴う不
安等の解消を図りながら就職活動をサポートする。

1,204

１　働きたい女性のためのツアー型職場見学会
　　定員 ６名、開催回数 ８回/年
　　【平成30年度実績】
　　　8回開催、56人参加

２　働きたいママの就活応援講座
　　本市子育て交流施設等を活用したミニ講座の開催
　　【平成30年度実績】
　　　5回開催、47人参加

○ 1,393

１　働きたい女性のためのツアー型職場見学会
　　定員 ６名、開催回数 ８回/年

２　働きたいママの就活応援講座
　　本市子育て交流施設等を活用したミニ講座の開催

継続予定 雇用推進課

30/32



【資料３】商工業振興プランに係る事業概要等一覧（平成30・31(R元)年度）

１
食
の
都

２
外
貨
獲
得

３
新
産
業
創
出

拡充要素
（予定）

H30
事業
評価

事業費
（千円）

H31
(R元)

予算額

31(R元)年度の実施内容
（予定含む）

R2年度以降
（予定）

実施主体
（所管）

関係機関等

戦略
プロジェクト

事務・事業名 事業期間 事業概要

事業費
（千円）

H30
決算額

30年度の実施内容

№

新
規
・
拡
充

振
興
の
方
向
性

基
本
方
針

推
進
施
策

主
な
取
組
み

 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

262 4 3 3 2
連携中枢都市圏合同企業説明
会開催事業

29年度～
　連携中枢都市圏を形成する４市で合同企業説明会を
開催し、圏域全体で人材の確保や雇用機会の拡大を図
る。

2,214

合同企業説明会の開催
・開催日：平成31年1月14日
・開催場所：鹿児島市（県民交流センター）
・参加企業数：42社
・参加者数：92人

○ 2,390

合同企業説明会の開催
・開催日：令和2年1月13日（予定）
・開催場所：鹿児島市（県民交流センター）
・参加企業数：42社（予定）

継続予定 雇用推進課

263 4 3 3 2
しごと情報ポータルサイトの運
営

29年度～
　国や県、関係機関を含めた市内の仕事に関する情報
をワンストップで提供するポータルサイトを運営し、雇用
機会の拡大につなげる。

―
　　【平成30年度実績】
　　　アクセス件数：9,469件

○ ―
国や県、関係機関を含めた市内の仕事に関する情報をわ
かりやすく案内するかごしま市しごと情報ナビを運営する。

継続予定 雇用推進課

264
新
規

4 3 3 2
若者就職応援フェア「みらい
ワーク“かごしま”」開催事業

31(R元)年度～

若者の市外流出抑制に向け、地元企業に対する理解促
進等を図るため、地元の企業等が一堂に会し、中学生
をはじめとする若い世代への企業等の魅力発信や情報
提供を労働局・県と連携して行う。

― ― ― 2,000
進学・就職応援フェア「みらいワーク“かごしま”」の開催
・開催日：令和元年12月15日（予定）
・開催場所：かごしま県民交流センター

継続予定 雇用推進課
鹿児島労働局、
県（雇用労政課）

265 4 3 3 2
鹿児島県地域ジョブ・カードセン
ター事業

20年度～

　地元企業のニーズに合った人材を育成するため、厚
生労働省の委託事業であるジョブ・カード事業を受託す
る。
　①新ジョブ・カード制度の周知広報
　②ジョブ・カード普及サポーター企業の開拓・登録
　③ジョブ・カードを活用した雇用型訓練の実施企業の
開拓・支援
　④ジョブ・カードを活用した在職労働者の実務経験の
評価を実施する企業の開拓・支援
　⑤在職労働者にジョブ・カードを活用したキャリアコン
サルティング等を実施する企業の開拓・支援

37,568 継続実施 ◎ ― 事業終了 事業終了
鹿児島商工会議
所

国

266 4 3 3 2
鹿児島県若者就職サポートセン
ター（厚生労働省委託）事業

22年度～

　地元企業の人材確保、若年者の雇用拡大を図るた
め、　厚生労働省の委託事業である若年者地域連携事
業を受託し、若年者を対象とする企業説明会の開催や
カウンセリング、職場定着支援を行う。ヤングハロー
ワークとの併設により若年求職に対するワンストップ機
能及びサービスの提供を行う。
①若年者地域連携事業
　・若年者の採用拡大のための広報・啓発
　・若年者に対する企業説明会の実施
　・就職活動支援講座
　・企業交流セミナー
　・面接力アップセミナー＆実践コース
　・コミュニケーションスキルアップ講座
　・就職内定者に対する講習会、職場定着支援講座　な
ど

―
継続実施
※県職業能力開発協会が受託

―
継続実施
※県職業能力開発協会が受託

継続予定
県職業能力開発
協会

鹿児島県

267 4 3 3 2 ○ そうしんカバン持ち体験事業 23年度～

　学生が企業の社長を初めとした経営幹部の“カバン持
ち”をすることで一日中行動を共にし、企業トップの行動
や発言に直接触れ、その体験をもとに「自己の将来の
“キャリアデザイン”」を考えるというインターンシップとし
て開催する。

―

以下の日程で開催
　・受入企業向け事前説明会：平成30年7月
　・事前学習：平成30年8月
　・企業研修：平成30年8月～9月
　・研修報告書提出：平成30年9月
　・研修報告会：平成30年10月中旬
　・参加者24名　協力企業24社

◎ ―

以下の日程で開催予定
　・受入企業向け事前説明会：令和1年7月
　・事前学習：令和1年8月
　・企業研修：令和1年8月～9月
　・研修報告書提出：令和1年9月
　・研修報告会：令和2年2月上旬

継続予定
鹿児島相互信用
金庫

鹿児島国際大

268 4 3 3 3
中小企業ＵＩＪターン人材確保支
援事業

28年度～
　中小企業のＵＩＪターンによる人材の確保を支援するた
め、県外で開催される合同企業説明会等に参加する事
業所に対して、参加負担金や旅費などの経費の一部を
助成する。

1,447

中小企業ＵＩＪターン人材確保支援金を支給した。
１　補助率・上限等
　　・補助対象経費（参加負担金及び旅費）の1/2
　　・同一の事業所に対して上限10万円
　　【平成30年度実績】
　　　19事業所　補助金額：1,434千円

○ 2,013

中小企業ＵＩＪターン人材確保支援金を支給する。
１　補助率・上限等
　　・補助対象経費（参加負担金及び旅費）の1/2
　　・同一の事業所に対して上限10万円

継続予定 雇用推進課

269
新
規

4 3 3 3 ○
カゴシマクリエイティブライブ
2019＠シブヤ（仮称）開催事業

31(R元)年度～

　本市のクリエイティブ産業振興の取組等を全国へ情報
発信するため、渋谷区の協力を得て同区において、クリ
エイティブ産業の振興をテーマとしたイベントを開催す
る。

― ― ― 7,726
「鹿児島×渋谷　クリエイティブ・シンポジオン」の開催
　・会場　　　渋谷区
　・参加者　150名程度

継続予定 産業創出課

270 4 3 3 3
UIターンフェア“かごしま”＆県
内就職合同面接会

―
　県内企業の人材確保と，鹿児島県へのＵＩターン希望
者の就職を促進するため，就職面接会を開催する。

1,287
･８/１０開催（鹿児島市）
・参加企業1８１社，参加求職者４０８人

○ 1,287
･８/１６開催（鹿児島市）
・参加企業1８0社，参加求職者４０0人（予定）

継続予定
県（雇用労政
課），鹿児島労
働局
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 網かけは、鹿児島市以外（関係機関）の取組 

 十分に達成された（100％以上）：◎  
概ね達成された（70％以上）：○ 

あまり達成されなかった（70％未満）：△ 
Ｈ30の実施事業なし：― 

資 料 ３ 

271 4 3 3 3 ふるさと人材相談室の運営 ―
　県内企業の人材確保を図るため，東京，大阪及び鹿
児島において，県内企業の中核的な人材となるようなＵ
Ｉターン希望者を対象とした無料職業紹介を実施する。

5,758 継続実施 ○ 5,769 継続実施 継続予定 県（雇用労政課）

272 4 3 3 4
中小企業退職金共済掛金補助
事業

S52年度～
　市内中小企業の中小企業退職金共済制度及び特定
退職金共済制度への新規加入を促進することにより、
中小企業勤労者の福祉の増進に寄与する。

4,002

中小企業退職金共済制度及び特定退職金共済制度の掛
金の一部を助成した。
１　対象者
　次の要件の全てに該当する共済契約者（事業主）
    ・市内に事務所または事業所を有する者
    ・新規に共済契約を締結した月から引き続いて
     １２か月分の掛金を納付している共済契約者

２　補助金額
　被共済者１人につき、掛金の額（掛金の額が5,000円を超
える時は5,000円）の12か月分に相当する額に100分の20
を乗じて得た額
　　【平成30年度実績】
　　　57事業所　221人

○ 4,068

中小企業退職金共済制度及び特定退職金共済制度の掛
金の一部を助成する。
１　対象者
　次の要件の全てに該当する共済契約者（事業主）
    ・市内に事務所または事業所を有する者
    ・新規に共済契約を締結した月から引き続いて
     １２か月分の掛金を納付している共済契約者

２　補助金額
　被共済者１人につき、掛金の額（掛金の額が5,000円を超
える時は5,000円）の12か月分に相当する額に100分の20
を乗じて得た額

継続予定 雇用推進課

273 4 3 3 4
中小企業勤労者総合福祉推進
事業

5年度～

　本市の中小企業勤労者に総合的な福利厚生事業を
提供する（公財）鹿児島市中小企業勤労者福祉サービ
スセンターを育成することにより、中小企業勤労者の福
祉の向上を図るとともに中小企業の振興、地域社会の
活性化に寄与する。

14,380
　（公財）鹿児島市中小企業勤労者福祉サービスセンター
の管理運営等に係る経費の一部を助成した。

○ 14,310
　（公財）鹿児島市中小企業勤労者福祉サービスセンター
の管理運営等に係る経費の一部を助成する。

継続予定 雇用推進課

274 4 3 3 4
勤労者交流センター管理運営
事業

12年度～ 　勤労者の余暇活用の充実と相互交流を促進するた
め、勤労者交流センターを設置する。

71,498

〔管理運営〕
　・委託先：(公財)鹿児島市中小企業勤労者福祉サービス
　　センター
　・業務内容：施設の維持管理、施設等の使用
　　許可、使用料の収納　など

○ 73,714

〔管理運営〕
　・委託先：(公財)鹿児島市中小企業勤労者福祉サービス
　　センター
　・業務内容：施設の維持管理、施設等の使用
　　許可、使用料の収納　など

継続予定 雇用推進課

275 4 3 3 4
ワーク・ライフ・バランスを目指
す事業所応援事業

28年度～
　働きやすい職場づくりを進めるため、市内の事業所に
対しワーク・ライフ・バランス推進への取組事例等をリー
フレットやセミナー等で紹介し、意識啓発を図るととも
に、アドバイザーを派遣して具体的な取組を支援する。

234

１　ワーク・ライフ・バランス推進リーフレットの発行
　　発行部数　5,000部

２　鹿児島労働局との連携による人事・労務管理担当者
　　向けセミナーの開催

３　市内事業所への無料のアドバイザー派遣
　　3事業所

○ 243

１　ワーク・ライフ・バランス推進リーフレットの発行
　　発行部数　5,000部

２　鹿児島労働局との連携による人事・労務管理担当者
　　向けセミナーの開催

３　市内事業所への無料のアドバイザー派遣

継続予定 雇用推進課

276 4 3 3 4 子育て応援企業登録事業 ―

　一般事業主行動計画（次世代育成支援対策推進法に
基づく。）を策定し，従業員の仕事と子育ての両立支援
に積極的に取り組む企業を「かごしま子育て応援企業」
として登録し，広く県民に紹介することで社会的に評価
される仕組みを作り，県内企業の子育て支援に対する
自主的な取組を促進する。

363 継続実施 ○ 289 継続実施 継続予定 県（雇用労政課）

277 4 3 3 4
かごしま「働き方改革」推進事
業

30年度～

　働き方改革に積極的に取り組む企業を「かごしま『働
き方改革』推進企業」として認定するとともに，企業の人
事・労務担当者向けの実践講座の開催や，専門家を企
業に派遣して助言等を行うなど，県内企業の「働き方改
革」に対する自主的な取組を促進する。

2,585

(1)かごしま「働き方改革」推進企業の認定
(2)かごしま「働き方改革」実践講座の開催
(3)「働き方改革」に取り組む意欲のある中小企業への専
門家派遣

○ 2,429

(1)かごしま「働き方改革」推進企業の認定
(2)かごしま「働き方改革」実践講座の開催
(3)「働き方改革」に取り組む意欲のある中小企業への専
門家派遣

継続予定 県（雇用労政課）
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